






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　帝都救護院




　冒険者制度とは有能だが組織ではやっていけないタイプが、野放しになって賊徒と化すことを憂うれいて当代皇帝が創設した制度である。

「国家の援助によって誕生した各地のギルドに所属して、その規定には従わなければならないのだが、それ以外はかなり自由だよ」

　バルは新人の少年にそう説明した。

《トレーナー》と呼ばれるゆえんだろう。

「実績や能力に応じていくつかの等級に分かれていて、それに応じて仕事がもらえるんですよね」

　新人もまったく知らないわけではないようだった。

「そうです。この仕組みによって冒険者の死傷率を減らし、依頼の達成率の向上に成功したんですよ」

　ニエベがにっこりと説明し、新人の少年が真っ赤になって見とれる。

　ここのギルドではわりとよくあることだった。

「冒険者は経験を積んでいけば、危険を予知できるようになるからね」

　バルが言うと、ニエベも続く。

「また稼ぐ手段を複数持てるようになるため、無理をしなくても収入の安定を図れることができますね」

　収入が安定すれば無む茶ちやをする輩やからは減らせるというわけだ。

　冒険者になるのは他者に合わせるのが苦手な者、毎日規則正しい生活を送るのができないだらしない者、上下関係の厳しさに耐えられない者が中心だが、一獲千金を夢見る若者も少なくない。

　と言うのも、大功を立てて冒険者から土地持ち貴族に取り立てられた者が現れたからである。

　貴族社会の反発はあったものの、「大きな功績を立てられる武力を国家に所属させ、組織に組み込む」メリットを提示して黙らせた。

　雇用を生み、治安の低下を防ぎ、戦力を維持できる妙案だとまねする国が出てきたほどの制度である。

「それが現役の八神輝レーヴアテインのマヌエル様なんだろう？　俺は何度も聞いた覚えがあるな」

　バルが苦笑すると、ニエベは少し不満そうに口をとがらせる。

「もう、バルさんったら。バルさんならもう少し上を狙えると思って言っているんですよ」

　彼女はバルに野心がないのが残念なのだ。

　戦闘力がない以上、三級冒険者でも厳しいかもしれないが、四級なら。

　それが彼女の思いだ。

　バルの正体を知らないからこそだろう。

　当然教えるわけにもいかないため、バルは内心謝ることしかできない。

「バルさん、チャンスなんですよ？　冒険者ギルドは帝国が運営している組織のひとつです。つまり、活躍すれば帝国に名前が知られるのですよ？」

　ニエベは一生懸命に力説するがバルは笑ってごまかす。

　彼はマヌエルと知り合いだし、本名は帝国内において知らないほうが珍しいくらいだ。

（顔と名前を隠して暮らしていると、こういうことも起こりうるのか）

　予想していなかったことだ。

　うだつのあがらない七級冒険者という位置づけにいれば、馬鹿にされたり笑われたりするだけでよいと思っていたのだ。

　ニエベのように心配してくれる人が現れるのは計算違いである。

「すまないがニエベちゃん、そろそろ仕事の話をしたいんだが」

　話をすりかえないと延々と聞かされると判断し、バルはそう切り出した。

　ところが、彼女は珍しくため息をつく。

「それができないんですよ。帝都が魔物の群れに襲われたじゃないですか。その件で五級以下の冒険者のみなさんは、帝都の外に出るのが当面禁止になりました」

「え、うそだろ……」

　当然バルは知っていた。

　決めたのは皇帝だし、指示を受けたのがイェレミニアスだということも。

　そうと気づかれないように抜群の演技力を発揮し、目を見開いて絶句してみせる。

「本当です。だから今バルさんも新人さんも紹介できるお仕事はほとんどないんですよ」

「そ、そんな……」

　バルはがっくりと肩を落とすが、これは演技だけではない。

　七級冒険者としての生活が成り立つように、イェレミニアスが気を利かせて依頼を回してくれるだろうと期待していたからだ。

（だから今日のニエベはしつこかったのか）

　いつもならば割とすぐに引き下がるのに。

　納得がいったという表情と当てが外れてしまったという思いが混ざった顔をする彼に、ニエベは心配そうな目を向ける。

「大丈夫です？　まあバルさんなら冒険者ギルドを通さなくても、町の人から簡単な依頼を受けられると思いますが」

「そうするかな」

　バルはポリポリと頭をかきながら残念そうに答えた。

　ニエベに別の説明を受ける新人を残し、ギルドを出て晴れ渡った空を見上げる。

（さて、どうするかなあ）

　ひとまずバルは二等エリアをぶらつく。

　貴族や富裕層が住む閑静な一等エリアとは違い、今日も活気であふれている。

　この雑多な空気がバルは好きだった。

　人々が喜怒哀楽を浮かべて、毎日生きている。

（だから頑張ろうと思えるんだよな）

　マヌエルはすでに知っているだろうからいいとして、他の八神輝レーヴアテインも民草と触れ合う機会を増やせばいいのにと思う。

「おっ？」

　バルが視線を向けた先には、十二歳くらいの青い髪の少年が道ばたで建物に背をあずけるようにしてうずくまっている。

「どうしたんだい、坊や？」

「坊やじゃない」

　バルが話しかけると、青い髪をした少年は悔しそうに茶色の瞳ひとみを向けながら言い返してくる。

「ふっ、そこの男のほうがいいかい？」

「うん」

　少年が納得すると同時に彼の腹が鳴った。

「そうか、腹が減っているのか」

　バルは彼に手を貸して立たせてやると、『そよ風亭』へと連れていく。

「あら、バルさん」

　彼の顔を見て目を輝かせたマヤだったが、一緒にいる少年を見て怪け訝げんそうな顔になる。

「どうしたの、その子？」

「腹をすかせているみたいなんだ。俺と一緒に何かを食べさせてやってくれ」

「え、うん。何と言うか、バルさんらしいわね」

　マヤは微笑ほほえみながら奥に下がる。

「余計なお世話だよ」

　少年は強がったが、もう一度盛大に腹の虫が鳴った。

「我慢しなくていい。施しを受けたくないというなら、そのうち返してくれればいいさ」

　バルが笑いかけると、少年は悔しそうに黙り込む。

　しばらく待ってマヤは野菜スープと鳥の焼き物を持ってきてくれる。

「さあどうぞ」

　少年は我慢できなくなったようでガツガツとかきこむ。

「そんなにあわてなくてもいいのに」

　マヤがそう言ったが、彼は聞こえないふりをして食べ終わると、そのまま逃げるように店外に駆け出して行った。

「あらら」

「まあそういうこともあるさ」

　バルは気にせず、おおらかな笑みを作る。

「七級冒険者は今、外に出られないのでしょ？　それなのにバルさんは立派よねえ」

　マヤはほめてくれたが、バルはうなずけない。

「あの子、どういう子だと思う？」

　先ほどの少年のことが気がかりだったからだ。

「救きゆう護ご院いんの子じゃないのはたしかでしょうね」

　バルの問いにマヤは腕組みをしながら応える。

　救護院とは二等エリアの外れにある、親を失った子たちの面倒を見ている施設のことだ。

「救護院の子は礼儀正しいし、読み書き計算ができるから仕事をしてお駄賃をもらえるもの」

　まったくバルも同感である。

　だからこそ他にどのような可能性があるのか、地元の住民のマヤの意見を聞いてみたかったのだ。

「まず考えられるとしたら、親に面倒を見てもらえない子かしら。親がご飯を用意しない、お金もくれない子がときどきいるみたいなの。リリースチャイルドって呼ばれ始めているのよ」

「なんだって？」

　バルは眉まゆをひそめる。

　成人するまで子どもの面倒は親が見るものだ。

　しかし、その義務を放棄している親がいるというのは彼にとって知らなかったことだ。

「いろんな理由で親にきらわれた子がいてね。こういうこと、バルさんにしか言えないけど、救護院の子はまだ幸せだわ。愛情たっぷりに育ててくれる院長がいるもの。本当に気の毒なのは、親にきらわれて見捨てられた子よ」

　マヤは声を低めてバルにそっとささやく。

「……そうだな」

　バルはうなずかざるを得なかった。

　帝国では親を失った子どもへの支援はそれなりに整えられている。

　それでいて親の保護を受けられない子どもをどうするかという点については、ほとんど手つかずであった。

　子どもを立派に育て上げるのが親の務めというのは、帝国の支配階級にとっては疑う余地がない常識である。

　子育て世代には税制を優遇する仕組みもあるため、子育てをいやがる親という生き物を想定できていないのはたしかだ。

（子どもを支援する制度を作ってもらえるよう、提案してみるか）

　バルはそう思いながら食事をとる。

　当代皇帝はその点かなり柔軟なタイプで、気軽に提案しやすい。

　リリースチャイルドと呼ばれる存在を知れば、何か手を打とうと考えてくれるだろう。

「ごちそうさま。お勘定を頼む」

「はーい」

　マヤに料金を渡して店を後にしたバルは、何気ない動作で少年が逃げた方向をさぐる。

　一度遭遇した相手の気配、かすかな魔力の波動を覚えるくらい八神輝レーヴアテインにとっては造作もないことだし、追跡するのも簡単だ。

　クロードたちで都市一つ分くらい、ミーナで州一つ分くらい、そしてバルは帝国領のほぼ全域が有効範囲である。

（こっちの方角は……少しまずいな）

　バルは顔をしかめた。

　少年が去った方角は何と帝都の外だった。

　位置的におそらく門から出たのではなく、抜け道のようなものを通ったのだろう。

　帝都の門を監視しているのは帝国軍の正規兵で、子ども一人をみすみす見逃すとは思えない。

（今外に出ているのはまずいな）

　冒険者たちでも外出が制限されるような事態なのだ。

　戦えない子どもが禁を破って外出したのがばれたら、おとがめなしというわけにもいかない。

（かばうのは容易だが、特別にかばったら他に示しがつかないしな）

　バルが八神輝レーヴアテインの威光を振りかざせば少年を罰するのは困難になる。

　しかし、それでいいのだろうか。

　とにかくバルは探しに行くことにする。

　少しだけ本気を出し、光の速さで城門を越えた。

　その速さゆえにほとんどの者は認識すらできなかっただろう。

　少年は門を越えて先に進んでいる。

　いくらマヤとのんびり話していたとは言え、ちょっと信じられないペースだった。

（実は相当な才能の持ち主か？）

　ずっと走り続けていればあるいは可能かもしれないが、十歳かそこらの子どもがずっと走り続けるというのはにわかには考えられない。

　まれにいる自覚のない天才タイプなのかもしれない。

（だとすれば思いがけない掘り出しものと偶然めぐりあえたわけか）

　幸運だったのもそうだが、帝都は広く住民が多いなと思う。

　追いつくのはバルにとって造作もないことだが、あまりに簡単に追いついてしまうと、少年は違和感を抱くだろう。

　不思議ではない事情を何か考える必要がある。

（おやっ？）

　さてどうしようかと思っていると、五つの気配が少年の気配とぶつかった。

　魔物の気配ではなく人間のものだ。

（面倒なことになったな）

　バルは嘆息する。

　今帝都の外で活動しているのは四級以上の冒険者たちだ。

　彼らは彼らのルールをけっこう真ま面じ目めに守る傾向があり、破った相手に対してはかなり厳しい。

（『鋼鉄の意思』あたりならいいんだが）

『鋼鉄の意思』のメンバーであれば優しく言い聞かせるし、少年が反発しても苦笑するだけで手荒な真ま似ねはしないだろう。

　しかし、残念ながら気配は『鋼鉄の意思』のものではない。

　少年の気配は高速で動き出すが、途中からスピードが鈍化する。

（疲れてきたのか。無理もない）

　まだまだ体力がないはずで、今までもっていたことの方が驚異だ。

（だが、この位置なら探しに来て偶然見つけたと言い張れるな）

　バルはゆっくりと向かう。

　気配から察するにおそらく三級冒険者パーティーで、急ぎすぎると不審に思われてしまう可能性がある。

　人影が大きくなった時、バルは思わず舌打ちをしたくなった。

　少年を追っているのは気性が荒い乱暴者で有名な、『鎧よろいを砕く戦せん斧ぷ』のメンバーだったからである。

（波風立てないのは無理だろうな）

　バルが歩いている方角に少年は必死の形相で走ってきて、石につまずいて転倒してしまった。

　バルはそれを見て駆け出し、少年をかばって『鎧を砕く戦斧』のメンバーの前に立つ。

「何だ、バルかよ。てめえも外出禁止令を破ったな？」

　スキンヘッドで筋骨隆々とした戦斧使いが、じろりと青い目でにらむ。

「ああ、この子が外に出たんじゃないかと思ってね」

「はっ、ルール違反はルール違反だ」

　そう言うとスキンヘッドはごつごつした拳こぶしでバルの腹を殴る。

　実のところ少しも痛くないのだが、彼らの前では思いっきり効いたふりをしなければならない。

「ぐっ」

「おら、もう一発だ」

　今度は顎あごを殴られた。

　三級冒険者に殴られたところでバルは何ともないが、フラフラと足にきたように見せかける。

「てめえの罰はこれでいいだろ。次はそのガキだ」

『鎧を砕く戦斧』の視線が、強気そうな目をしながらも顔色が悪くなっている少年へと移る。

「ま、待ってくれ。その子の分も俺が引き受ける」

「ああっ？　七級冒険者ごときがかっこつけんな」

　戦斧使いではなく同じような筋骨たくましい格闘家が、バルの腹に蹴けりを入れた。

「ぐふっ」

　バルは巧みに苦く悶もんの声をあげる。

　何も知らない者が見れば悶もん絶ぜつしたように感じるだろうし、八神輝レーヴアテインが見れば名演技だと拍手したかもしれない。

「ちやほやしてくれる女はここにはいないんだぜ？」

　戦斧使いが冷笑する。

　バルと仲がいいニエベや冒険者たちのことを言っているのだろう。

「な、何で、何であんたが俺の代わりに殴られるんだ？」

「子どもを守るのが大人の仕事だからな」

　バルは本気でそう言った。

「ガキにやっちゃいけねえことを教えるのも、大人の役目だよなあ？」

　戦斧使いがあざ笑うように告げる。

「その通りだな」

　バルは否定しなかった。

「まあバルに免じて許してやる。ただしギルドに報告はするから、どうなっても知らないぜ」

『鎧を砕く戦斧』のメンバーたちはそう言って立ち去る。

　バルはホッとして、限界が来たようにうずくまってみせた。

　少年はあわてて寄ってくる。

「ば、馬鹿じゃねえの。かっこつけてさ。あんたに俺の何が分かるんだよ」

　悪態をついているものの、少年の顔は動揺していた。

　バルはそっと彼から目をそらして事情を話す。

「俺も親に捨てられたんだ」

「……えっ？」

　少年は息を飲む。

「正確には父親が死んだあと、母親にだけどな。悔しくて、悲しくて、腹立たしくて、やりきれない気持ちを抱えていた。捨てるくらいならどうして俺を産んだんだってな」

　バルの声には真情がこもっていた。

　れっきとした彼の過去だからである。

「……あんたもかよ」

　少年はわずかだが肩の力を抜いた。

　バルが自分と同じ境遇の人間だと知って、共感したせいだろう。

「そんな俺を拾ってくれた恩師がいてな。救護院にあずけられたんだ」

「救護院？　帝都のか？」

　どうやら少年も名前くらいは知っていたらしい。

「そうだ。あそこなら君も受け入れてくれるだろう。親の保護を受けられない子どもならな」

「……そこに行けば、あんたみたいに子どもをかばって殴られるのは大人として当然だ、なんて思うようになるのか？　信じられないな」

　少年は半信半疑だった。

　大人不信になっているのだろうなと感じさせられる言葉だ。

「別に俺のようになれと言っているわけじゃない。君にはまだ家族が必要だろう。救護院なら、家族だってきっと作れるぞ」

　バルが笑顔で話しかけると、少年はそっぽを向く。

「うさんくさいな。でもあんたには助けられたんだし、一回くらいは信じてみるよ」

　ちょっと小さな声でそう言う。

（荒れていただけで、本当は素直で優しい子なのだろうな）

　バルはそう感じた。

　でなければ自分のかわりにバルが殴られたというだけで、ここまで態度を変えたりはしないだろう。

「いつまでも少年とは呼べないな。君の名前は？」

「フィン」

　フィンは短く答える。

「じゃあフィン。これから救護院に案内しよう。ついてきてくれ」

「うん、わかったよ」

　フィンは素直にうなずいた。

　バルがフィンを連れて門をくぐると、当然のように兵士たちにとがめられる。

「お前たち、四級以上の冒険者か、騎士団か、何らかの外出許可証を持っているのか？　持っているならば提示してもらおう」

　おだやかに兵士たちは要求してくるが、バルたちに応えられるはずもない。

「すみません、持っていないんです」

　正直に答えるバルを見る兵士たちの目つきは一気に厳しくなる。

「お前たちは冒険者ギルドの言いつけを破った程度と軽く考えているのだろうが、今回の件は皇帝陛下のご意思によるもの。それを守らなかったとなると、当然処置は重くなるぞ」

　聞いていたフィンの顔が真っ青になった。

「そ、そんな、まさか陛下のご命令だったなんて……」

　まだ幼い彼に知るすべはなかったのだから、仕方ないとバルは思うのだが、仕方ないで片づけるには「皇帝の意思」は大きすぎる。

「俺が悪いんで、処罰は俺だけにしてもらえませんか」

　バルが頼むとフィンがぎょっとして彼を見上げた。

「もちろん、子どもが悪いことをするのは大人の責任だ。大人こそ追及するべきだろう」

　兵士たちはそう言ってバルをにらみつける。

（さて、どうしよう……）

　バルは冷や汗をかく。

　この展開は覚悟していたのだが、穏便に切り抜ける手段は思いつかなかったのだ。

「ま、待ってくれ。俺が外に出て、この人は追いかけてきたんだ。悪いのは俺だろ！」

「その場合騎士団か上級冒険者に連絡をすればよかったのだ。自分で追いかける必要はない」

　フィンの言葉を兵士が冷たく切り捨てる。

　正論だけにフィンも反論に詰まってしまう。

「では貴様を逮捕する」

　バルはそう言って両手を縛り上げられた。

「うそだろ……俺のせいで」

　フィンは呆ぼう然ぜんとして、目には涙が浮かんでいる。

「気にするな、フィン。俺は後悔していない」

　バルは優しく彼に声をかけた。

「だってよバル……」

「俺の恩師が言ったものだ。大人とは子どもの踏み台となるものだと。恩師は俺のためにいろいろと骨を折ってくれたからな。その分を少しでも返せたなら本望さ」

　バルの笑顔にフィンは泣き出す。

「ごめんよ、ごめんよ。俺が悪かったよ……」

「貴様は『アインスブラウ』に引き渡す。その先は尋問だ。覚悟しておけ！」

　兵士がぐいっと乱暴に縄を引くとバルはバランスを崩してよろける。

「分かりました。この子を帝都救護院まで連れて行ってもらえませんか」

「……それくらいならいいだろう」

　兵士の一人はうなずいた。

　バルが連行されていくのをフィンは泣きながら見送る。

「何だ何だ？」

　バルの様子を見た帝都の住民たちが遠巻きにながめ、何事かと話し合う。

「この男は帝都外へ出てはならないという禁止令を破ったため、連行している。貴様らも破ったらこうなるぞ！」

　兵士は威い嚇かくするように声を上げた。

「まさかバルがそんな」

「何かの間違いでは」

　人々はバルの様子に驚き、疑問の声をあげる。

「ほう？　意外と信頼を集めているようじゃないか」

　兵士は皮肉げに笑う。

　二等エリアと一等エリアにある門をくぐったところで、彼らを呼び止める者がいた。

「貴様、何をしている？」

　それはなぜか不機嫌そうな顔をしたヴィルヘミーナだった。

「ヴィ、ヴィルヘミーナ様！」

　兵士は思わず背筋を伸ばし、縄を放しそうになって握りなおす。

「貴様は何をしている？」

　ミーナからは明らかに怒気が放たれていて、兵士の心臓はぎゅうぎゅう締め上げられているような圧迫感を覚える。

　兵士は一度目の質問に答えなかったからだと解釈した。

「はっ！　外出禁止令を破った愚か者を発見し、逮捕したので騎士団のところまで連行しているところであります！」

「何……？」

　ミーナのエメラルドの瞳がバルを映す。

　この人何をしているのだろうという困惑を見て取ったのはバルだけだった。

「分かった。そんな馬鹿は私が対処する」

「はっ？」

　ミーナの発言に困惑したのは兵士だ。

　罪人一人を連行するのに八神輝レーヴアテインが出てくる必要などない。

　凶悪犯ならばいざ知らず、さえない七級冒険者のおっさん一人である。

　彼が一人だけなのも言ってしまえば油断によるものだ。

「皇帝の意思に背いた凶悪犯なのだろう」

「で、ですが、私でも十分対処可能な件ですし」

　兵士は無謀にもミーナに対して反論する。

　彼なりに職業意識をしっかり持っていたこと、ミーナの性格を知らなかったこと、そして八神輝レーヴアテインを小事で使うわけにはいかないというまっとうな感覚が合わさった結果だ。

　だが、それは気の毒な結果を生む。

　ミーナの不機嫌度は最高に達し、絶対零れい度どの猛もう吹雪ふぶきが荒れ狂うように放たれてしまう。

「誰が貴様の意見を聞いた？」

「し、失礼しました！」

　いやと言うほど冷気を浴びせられた兵士は青ざめ、ガタガタ震えながら、それでも「敬礼」をして逃げるように二等エリアへ駆け込む。

　いまいましい兵士を追い払ったミーナはバルに優しい瞳を向けつつ、今は対外的な立場を崩せないとあって命令口調で言った。

「私のあとをついてこい。逃げようと思うなよ」

　周囲に人がいるせいだろうなとバルは思いながら黙って彼女のあとをついていく。

　連れてこられたのは貴族街の一区画に用意されているミーナの屋敷だった。

　ミーナ自身の強力な防御魔術がかけられた木の塀や、同じく木造の住宅はおそらく貴族街で最も頑丈な要よう塞さいだろう。

[image: ]

　バルの二等エリアにある家よりもずっと広い庭には花壇があり、色鮮やかに花が咲き誇っていて、かぐわしい香りを運んでくれる。

　住宅の中に入るとミーナが木のコップにお茶を淹いれてくれた。

　彼らがいるのはダイニングである。

　普通ならば応接室に通すのだろうが、二人の関係を考慮すれば応接室に案内されるほうが不自然だった。

「バル様をお招きするのはけっこう久しぶりな気がしますね」

「そうだな。いつも来てくれるし」

　先ほどと変わって機嫌がよくなったミーナにバルは相あい槌づちを打つ。

「それで？　何がどうしてあのようなことになったのですか？」

　バルは簡単に事情を説明した。

「リリースチャイルド……そんな存在が」

　ミーナも知らなかったようで目を丸くする。

「それはそれとして『鎧よろいを砕く戦せん斧ぷ』ですか」

　ミーナはバルの顔のあざになっている部分を見つめながら、感情のこもらない声でつぶやいた。

　いつかそいつら殺す。

　彼女の表情はそう言っていそうだったため、バルはとりなす。

「彼らはみな自分の役目を果たしただけだよ。俺が本来特別な立場だからとは言え、特別扱いを受けるのはよくない。……まあミーナが来てくれて助かったんだが」

　最後に苦笑するとミーナもつられて苦笑する。

「どうやって切り抜けるかまったく考えていらっしゃらないのはバル様らしいですね」

「子どもが困っていたらまずは助けたいからな。俺がしてもらったように」

　バルは笑みを消してなつかしそうに目を細めた。

「バル様の師……たしかユルゲン様でしたか」

　ミーナはせがんで聞き出したことがある。

　彼女は勘違いしていたのだが、父を失い母に捨てられたバルを助け、救護院にあずけた男とバルの師であるユルゲンは別人だ。

「いつか引き合わせてみたいな。師匠とミーナ」

「私もお会いしたいものです」

　ミーナは微笑んで答える。

「引き合わせたいと言えばベアーテ皇女にもだな」

「ベアーテ第三皇女ですか？」

　バルの言葉にミーナは確認した。

「そうだ」

　おそらくミーナは皇族にもあまり興味がないだろう。

　しかし、八神輝レーヴアテインは皇族の護衛もするべき立場だ。

　そして特に女性は同性のほうが好ましい状況が存在する。

「ミーナさえよければ今日この後引き合わせようか」

「バル様がそうおっしゃるなら」

　ミーナはいやだとは言わなかった。

　もっとも彼女がバルに対していやだと言ったことなど無に等しい。

「ただ、今からで面会の予約をとれるのですか？」

「ベアーテ皇女なら問題ないよ。あの方はうわさ通りの性格だからな」

「ああ、フリーダム皇女」

　バルの回答にミーナは納得する。

　自由奔ほん放ぽうを絵に描かいた性格で、教育係が頭を抱えるという話だった。

　バルの口ぶりからすると、誇張はあまりないらしい。

「その前にフィンの様子を見に、救護院に一度寄ってみたいんだが」

「ええ。いろいろと雑務を手伝わせる罰を、私が与えたことにいたしましょう」

　バルの頼みにミーナはにこりと笑う。

　ミーナの指示通りということであれば、大手を振って救護院に出向けるというわけだ。

「すまん、ミーナ。ありがとう」

「どういたしまして。当面は私と一緒に動くという理由であれば、誰も何も言わないでしょう」

　ミーナは上機嫌である。

　戦せん神しんとして動いていない時のバルと一緒にいられる大義名分を得たのだから、当然だと言えた。

「そうだな。ありがとう」

　バルは立ち上がり、ミーナの両手を握って改めて礼を言う。

　ミーナは頰ほおを染めてそっとうつむく。

「お役に立てて幸いです」

　小さい声で応じる。

　彼女のことを知っている者が見れば卒倒するような可か憐れんさだった。

　両者は連れだって二等エリアにある帝都救護院におもむく。

　救護院は頑丈な玄武岩で造られた緑色の屋根の建物で、二等エリアの最も外側に位置している。

　現在暮らしている子どもの数は約二十人だ。

　それに対して世話をする人間は院長を含めて三名である。

「もう少し何とかなればいいな」

　バルが小声で言うのをミーナは黙って聞いていた。

　二人がやってくると外で遊んでいた七歳くらいの男女二人が、目を輝かせて走り寄ってくる。

「あーっ！　バルだ！」

「何でミーナ様と一緒なの？」

　子どもたちは無邪気に問いかけてくる。

　ミーナも何度か来たことがあるせいで、子どもたちとは顔なじみだった。

「ちょっと理由があってね。フィンって子どもが来なかったかい？」

「来た！」

「いんちょうせんせいとお話ししてる」

　彼女たちが答えるとほぼ同時に、その救護院の院長のテレーゼが姿を見せる。

　四十歳くらいの瘦やせた女性で、紺色の服とスカートという地味な服装だ。

　眼鏡の奥からのぞく緑色のやわらかなまなざしが、バルを見る。

「バル、それにヴィルヘミーナ様でしたか」

「事情は聴きいているな。フィンという少年もあとで何かの罰を受けてもらおう。そのつもりでいるように」

　ミーナが八神輝レーヴアテインとして発言すると、テレーゼはゆっくりとうなずく。

「あの子がここに慣れる時間をたまわり、ヴィルヘミーナ様には感謝に堪たえません」

「どんな様子だい、テレーゼ？」

　バルとテレーゼはお互いここにやってきたころからのつき合いである。

「ええ。何とか落ち着いていて、今は上の子に文字を教わっています。冒険者として成功してやるんだと、相当な意気込みですよ。出会いがよかったのかしら」

　テレーゼは柔にゆう和わな笑みをバルに向ける。

「そうか。なら顔を見なくてもいいかな。よろしく頼む」

「もちろんですよ。ただ、リリースチャイルドですか。ああいう子を引き受けられるようになればと思います」

　バルの言葉に彼女は悲しそうに目を伏せた。

「私のほうから皇帝には伝えておこう。いやとは言わせないから安心しろ」

　ミーナが優しく微笑む。

「ヴィルヘミーナ様がそうおっしゃるなら、一万の味方を得た思いでいられます。本当にありがたいですわ」

　テレーゼも笑みを返す。

　そして視線をバルに移した。

「もう少し顔を見せに来てくれるとうれしいわ、バル」

「気をつけていたつもりだが……もう少し来る回数を増やしてみるかな」

　バルはちょっとばつが悪そうに頭をかく。

　テレーゼは微笑むだけで何も言わなかった。

「バルー？　時間ある？」

「あるならあそぼ」

「そうだな。少しならあるから遊ぶか」

　七歳児のかわいいおねだりにバルは笑顔で応じる。

「私もつき合おう」

　ミーナはそう言って女の子を抱き上げた。

　バルとミーナは夕暮れまで子どもたちの相手をして過ごすことになる。

「俺はバルみたいになるんだ。そして俺みたいな奴やつを助け出して、礼はいらないって言ってやるんだ」

　フィンはぶつぶつと自分に言い聞かせるように、勉強を頑張っていた。







第二話　ベアーテ第三皇女




　夕方になって救護院をバルたちはあとにする。

「またねー」

　笑顔で手を振る子どもたちに手を振り返し、バルたちは中央のほうへ目指す。

　途中、人の気配がなくなったところでミーナは転移魔術を発動させて、自宅に自分とバルを移動させた。

「夕食まで少し時間があるな。お茶もごちそうになるかもしれない」

　バルはそう言うと当然という顔で、とある一室に移動する。

　そこには《光の戦せん神しん》としての服装が置かれていた。

　万が一に備えてバルは二等エリアの自宅には衣装を置かず、ミーナの家に保管している。

　マントをはおり、フードをかぶり、仮面をしたバルはミーナのところへ戻った。

「ミーナは皇族とのお茶は平気か？」

「ええ。おともいたします」

　ミーナはバルのおまけだという態度で答え、彼を苦笑させる。

　彼らはまずミーナの魔術で皇宮まで移動したが、ここにベアーテ皇女たちは住んでいるわけではない。

　ベアーテ皇女がいるのは「緑の離宮」と呼ばれているエリアで、ここに彼女の母たる第三妃きさきと共に侍女たちに傅かしずかれて暮らしている。

　宮殿の門を通過して左に曲がり、五分ほど歩けば青々とした見事な葉っぱを生い茂らせた樹木が通行者を出迎える。

　その先にある立派な木の門の前に女性の近この衛え騎士が二人立っていた。

　離宮で武装を認められている近衛騎士である。

　ミーナのほうはいちいち覚えていないが、騎士たちのほうがミーナの顔を覚えていた。

「バルトロメウス様にヴィルヘミーナ様」

　彼女たちが驚きよう愕がくしたのはミーナがいるからだ。

　バル一人だけならば何度も来たことがあり、近衛騎士たちも把握している。

「何もうかがっていませんが、お約束がございましたか？」

　騎士たちは相手が八神輝レーヴアテインということもあり、下手に出てきた。

「いや、何もないがベアーテ殿下に取り次いでくれ」

　バルが言うと、騎士たちはこくりとうなずく。

　彼が事前の約束もなしに訪問するのはたまにあることだ。

「かしこまりました。少々お待ちください」

　騎士のひとりが中に入って、ベアーテに確認しに行く。

「殿下にうかがってまいります。失礼ですがしばらくお待ちください」

　そう言い残して。

　下の者を待たせるのは上の者の権威のうちと考える大陸の風潮は、この帝国にも存在している。

　だから取り次ぎ係も急いではいけないのだ。

　もしもバルではなく普通の貴族が訪問者であれば騎士はゆっくりと歩いていただろう。

　早歩きになっているところが八神輝レーヴアテインは皇族といえど、ないがしろにできる立場ではないということを示している。

　その間バルもミーナも無言で、残された騎士は緊張した面おも持もちで立っていた。

　バルとミーナから話しかけてこないかぎり、自分から話しかけられないのだろう。

　バルとしては無駄に緊張させて申し訳ないと思うが、《光の戦神》はここで気の利いた話題をふれる存在ではない。

　バルたちにとっては短い間、残された騎士にとっては気の遠くなるほどの時間が経過して、取り次ぎに行った騎士が戻ってくる。

「お待たせいたしました。殿下はお会いになるそうです」

「分かった。ご苦労」

　バルは騎士をねぎらってから中に入り、上質の白い石できれいに舗装された道の上を歩く。

　白の道を少し外れればいくつもの種類の草花が背を伸ばしている。

　一見雑多に見えるが、実のところきちんと手入れが行き届いていた。

　この緑の多さが「緑の離宮」と呼ばれる理由だ。

　離宮の庭には十六歳くらいの美しい少女が、何人もの侍女たちに囲まれて一人お茶をしているところだった。

　彼女はバルたちに気づくと笑顔を向ける。

「あら、バル。いらっしゃい」

　ルビーのような瞳を歓迎に輝かせた。

　彼女はちょうど庭でお茶をしていたらしい。

　無邪気に手を振って侍女に諌いさめられている彼女は、年齢よりも幼く見える。

　もっとも皇女だけあって着ているのは上等な生地が使われた可愛かわいらしい青のドレスだ。

「お邪魔します、殿下。こっちは私と同じ八神輝レーヴアテインのヴィルへミーナです」

　白いおしゃれなテーブルのところまで行き、バルは簡単なあいさつをする。

　皇族に対しては無礼に当たりそうな文句だが、これくらいにしておかないとベアーテ皇女は「堅苦しい」と不満をこぼすのだ。

「初めて御ぎよ意いを得ます、ベアーテ殿下。ヴィルへミーナ・エールデ・プリメーアと申します」

　何も知らないミーナはかしこまったあいさつをして、彼女の機嫌を損ねてしまう。

　ただし、皇女も相手が初対面だということを考慮して、数秒で気を取り直す。

「初めまして。ベアーテよ。フルネームは忘れちゃったわ」

　いたずらっぽく笑いながらとんでもない発言をした皇女にミーナは呆あきれ、侍女たちは「殿下」と諌める。

　皇族はもちろん高貴な身分の人にとって自分のフルネームを言えないというのは大恥であった。

　恥じ入るどころか気にせず笑顔なベアーテは、たしかに皇族の常識が通じない少女である。

（バルトロメウス様と親しい理由が分かった気がする）
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　とミーナは内心思ったものの、態度には出さなかった。

　侍女たちの自己紹介は省略される。

　彼女らはあくまでも皇女の付属物に過ぎないからだ。

「突然の訪問ですが……」

　バルの言葉は途中で皇女にさえぎられてしまう。

「もちろん、大歓迎よ！」

　ベアーテは美しい花が満開になったような笑顔で答える。

　皇族に事前連絡を入れずに訪問したバルも大概だが、皇女は彼と同じくらいフリーダムだった。

　ベアーテが歓迎すると言った以上、周囲がバルたちの非礼をとがめるわけにはいかない。

　侍女たちは仕方なく対応する。

「今日はバラ茶よ。お口に合えばいいのだけど」

　ベアーテはそう説明した。

　さまざまな色のバラの花びらを観賞して楽しみ、香りを楽しみ、ほのかに甘い味わいを楽しむ。

　それがバラ茶なのだと彼女は語る。

「バラにお茶を入れて、それが甘いとは最初驚きましたよ」

「わたくしもよ。何でもお茶に合うバラを開発したそうなの」

　バルの言葉にベアーテはにこりとして答えた。

　嗜し好こう品ひんの開発に力を注げるのはこの国が豊かで平和な証あかしであろう。

　やがて彼女のルビーのような瞳は黙っているミーナに移る。

「どうかしら、ヴィルへミーナ？　エルフにバラ茶は抵抗があって？」

「いいえ。我々でも植物は食べたりお茶にして楽しんだりします。大切なのは生態系や環境を破壊しないことです」

　皇女の問いはエルフへの先入観に近いもので、ミーナは言われ慣れていた。

　回答にベアーテは安心したように可か憐れんな唇をほころばせる。

「よかったわ。さすがに楽しめないものをお出しするわけにはいかないものね」

　ならばまず確認しろよという話なのだが、誰も指摘はしない。

　皇族とは基本的にそういう生き物であり、無邪気で天てん真しん爛らん漫まんなベアーテ皇女ですらこの点は例外ではなかった。

　証拠にベアーテはあいさつをする時も立ち上がったりはしない。

　皇族が相手を立ち上がって出迎えるのは、同じ皇族くらいか外国の賓ひん客かくくらいなのである。

「さあ、二人とも。座って。あ、エルフは人という数え方でいいのかしら？」

　ベアーテの疑問にミーナはバルの左隣に腰掛けながら応えた。

「ご自由にどうぞ。私に特にこだわりはないので」

「そっか」

　ベアーテは応じるとすぐに話題を移す。

「バルトロメウスは仮面をとらないから、普通に出したらお茶を飲めないのよ。だからストローを使うの」

「いつもありがとう」

　バルはベアーテにではなく、準備をしてくれる侍女たちに礼を言う。

　彼女たちは黙って目礼を返すにとどめる。

　ベアーテがお茶を飲み終えたということもあり、三人にそれぞれ新しいお茶がそそがれた。

　ベアーテのカップにそそがれたのは白、バルに出されたのは青、ミーナに出されたのは赤の花びらである。

　白い丸テーブルに三角形を築くように座っている三人のお茶は、見事にバラバラで華が感じられた。

「青のほうが甘さ控えめなのよ。バルはいかが？」

「美お味いしいです。ありがとうございます」

　さっそく飲んだ彼が礼を言うと皇女は満足そうに微笑ほほえむ。

「ヴィルへミーナは？」

「ありがとうございます」

　味の感想も求められたと気づきながら、礼だけ述べたミーナもまたフリーダムと言えるかもしれない。

　無礼をとがめられてもおかしくない彼女の発言だったが、当のベアーテは吹き出して慌てて口元を隠す。

「素敵な人ね。仲良くなれそうだわ。もっとも、わたくし以外の皇族は分からないけれど」

　ベアーテは自分が少数派だと自覚がある発言をした。

　ミーナはバルしか分からないレベルの微笑をもって応える。

（変人ばかりだわ）

　とある侍女は思い、頭が痛くなった。

　本来、皇女のこうした行動は臣下が諫めるものなのに、と思う。

　もっともそれを言われると侍女たちも該当するのだが。

「わたくし、エルフとお話しするのは初めてかもしれないわ」

　ベアーテはうれしそうに言う。

　ミーナはいちいち合いの手を入れたりしないが、彼女は気にしなかった。

「エルフってなぜエルフというのかしらね」

「緑と歩むものという意味で、祖先が人間が自分たちを人間と呼んでいるのをまねしてつけたらしい」

　ベアーテの突拍子もない疑問にミーナは回答する。

「そうなの！　ヴィルヘミーナは物知りね」

　皇女のルビーのような瞳が称賛で輝く。

　しかしすぐに首をかしげる。

「エルフってみんなあなたみたいにエメラルドのような瞳なの？」

「違う。人間すべてが赤い瞳を持っているわけではないだろう」

「なるほど、それもそうね！」

　ミーナの返事に納得したらしく、ベアーテは笑顔になってお茶を飲む。

「ところで二人は夕食をどうするの？　よかったら一緒に食べていく？」

　ベアーテは質問してくるが、実はこの時点ですでに異常だ。

　普通であれば皇族は一緒に食べるように命じる。

　たとえ友人相手でもこのような誘い方をしない。

　平民感覚と言えばそうなのだが、ベアーテが接点ある平民と言えばバルくらいだし、彼は教えた覚えがなかった。

（どこでこのような誘い方を知ったのだろう？）

　バルは謎なぞに思う。

　おそらくベアーテの侍女や教育係たちも同じような疑問を持っているだろう。

「ええ。せっかくですし」

「バル様と同じで」

　二人が答えるとベアーテはにっこりする。

「よかったわ。お母様と二人きりが多いから、たまには刺激がないとね」

　皇女が言っていいのかとミーナですら思うことを、彼女は平気で言う。

　侍女たちがヤキモキしているのが感じられて、バルはこっそり同情する。

　言葉に出してもベアーテは何とも思わないだろうし、侍女たちが気まずくなるだけであるため、何も言わないのだが。

「ところでヴィルヘミーナは苦手な食べ物とかある？　バルトロメウスの好みはもう把握しちゃったけど」

　そんなに何回も来ているのかとミーナは思ったが、表情にはまったく出さない。

「好き嫌いはないです」

「……エルフって食べたらいけないものはないの？　今日はお魚と山菜が中心だと思うのだけど」

　ベアーテが不思議そうに聞く。

　エルフは肉を食べないとか、植物は食べないという偏見が人間を中心に広がっている。

　ミーナはそのことに慣れていたため、驚きもせずにうなずく。

「ええ。意外に思われることがよくあるのですが、そういうのはないのです。どうせ何も殺さずに生きてはいけないので。やりすぎてはいけない、節度を保てという祖先の教えならありますが」

「そこは人間と変わらないのねえ。勉強になるわ」

　ベアーテは好奇心を満たせてうれしそうだった。

「というわけよ。聞いていたわね、リリ？」

　皇女は笑顔で承知した後、侍女のひとりの名前を呼ぶ。

　皇女が自分でシェフに注文を言いに行くわけがない。

　実際に伝えるのは侍女の仕事である。

「かしこまりました」

　リリと呼ばれた侍女が早歩きで行ってしまうと、彼女はバルたちに向きなおった。

「さあ、料理の準備ができるまでおしゃべりでもして待っていましょう。ヴィルヘミーナにはお母様も紹介しなければね」

　そんなものいらないというのがミーナの本音ではあるが、黙ってうなずく。

「ではわたくしめがお呼びしてまいります」

　侍女が一人そう言って下がる。

　ベアーテの生母ワンダは離宮内で過ごすことが大半だ。

　元々社交的な性格ではないが、それ以上に彼女は敵が多い。

「お母様は子爵令嬢だったけど、お父様に熱望されたそうよ」

　とベアーテは語る。

　公爵令嬢と侯爵令嬢との婚約がすでに決まっていたため、第三妃きさきとなる。

　問題はザビャ自身に熱望された身であり、寵ちよう愛あいされているという点だった。

　他の妃たちは面白くないらしく、彼女に対して冷淡だった。

「他のお二人は政略結婚ですからね」

　好きで結婚した相手のほうが愛いとおしいのは当然だと、バルがうなずく。

「妃たちはそれで納得しなかったのですね」

　ミーナはどうでもよさそうに応える。

　彼女は立場上、第一第二妃と面識があり、今皇宮内で起こっている静かな争いもある程度は把握していた。

「どうせなら愛されたかったのでしょう。たぶん」

　ベアーテまでもがどうでもよさそうである。

　侍女たちはきわどい話に内心ひやひやしていた。

　第一妃と第二妃が皇子を産み、ワンダがベアーテしか産まなかったことで静かで冷たい女の戦いから一人の脱落者が出る。

「一応女でも皇位継承権はあるけどね。年上の男子のほうが有利だし、私は皇位にまったく興味ないもの」

　ベアーテの話をバルが補足した。

「今は実質二人に絞られていると思いますね。長男のアドリアン皇子と、次男のリュディガー皇子です」

「アドリアンが第一皇子、リュディガーが第二皇子でしたか」

　ミーナは平然と二人の皇子を呼び捨てにする。

「そうだな。第一妃が公爵家、第二妃が侯爵家を後ろ盾に持っているんだが、ややこしいのは長男が第二妃、次男が第一妃を母に持つ点だな」

　バルは嘆息する。

「帝国では長子の方が有利なのよね。あくまでも有利なだけだけど」

　ベアーテは完全に他ひ人と事ごと扱いしていた。

「家の格で選ぶか、それとも年齢順に選ぶか、ですか」

　ミーナはつまらなさそうな顔をやめて考えはじめている。

　バルの態度を見て、彼が真剣に悩んでいると気づいたからだ。

「能力や性格ではどうなのですか？」

　ミーナのこの問いに侍女が「ああ」という顔を一瞬の半分だけ浮かべたのは、八神輝レーヴアテインならば知っていてもおかしくない情報だからである。

「……ここまでにしようか」

　バルは話を切り上げようとした。

　皇子のどちらが皇帝にふさわしいのかという話題は、本来誰かに聞かれるところでするべきではない。

　むしろ終わるタイミングが遅かったくらいだ。

「まあねえ。誰がどこで聞いているか分からないものね」

　ベアーテはあっけらかんと言った。

「魔術や魔術具を使われている気配はありませんが」

　ミーナはそう言ってじろりと侍女たちを見る。

　彼女の卓越した能力であれば、魔術関連の盗聴に気づけるし対策もとれる。

　しかし、侍女たちが外に流すというもっと簡単で単純な場合があった。

　侍女たちはそういう目で見られるのを慣れているため、黙って耐える。

　少し気まずい空気になったところでベアーテの生母ワンダがやってきた。

　藍あい色の瞳と髪を持つワンダは、四十過ぎとは思えない可か憐れんな美び貌ぼうの持ち主で、うす緑色のドレスを着ている。

「バルとヴィルヘミーナ、いらっしゃい。娘と仲良くしてあげてね」

　第三妃とは思えない腰の低いあいさつだった。

「それにしてもうちの娘はどうしてこうなったのかしら？」

　そしてワンダは不思議そうに首をひねる。

「同感ですね」

　バルは遠慮なく同意した。

　そのようなことを気にするベアーテではないと彼は知っていた。

「どう育てられようと、わたくしはわたくしですよ、お母様」

　満面の笑顔にワンダはあきらめ顔でそっと息を吐く。

　ミーナを見て彼女は懇願するように言った。

「できればこの子とお友達となっていただきたいのですが」

「善処します」

　ミーナはあっさりと返事をする。

　バルに連れて来られた時からそのつもりだったのだが、ワンダにしてみれば驚きだったらしく軽く目をみはった。

「ありがとう。バルとヴィルヘミーナが仲良くしてくれるなら安心ね」

　ワンダは安心したように微笑むが、ベアーテがぶち壊しにする一言を投げ込む。

「この二人と仲がいいと、皇位継承争いの有力候補にされちゃいそうだけどね」

　ワンダは娘の言葉にぎょっとし、けわしい顔でたしなめる。

「こら、めったなことを言うものじゃありません！」

「はーい」

　ベアーテは返事をしたが、少しも反省してなさそうだった。

「何も知らない第三者が誤解する余地はありそうですね」

　ミーナはバルに話しかける。

　バルが想像できていなかったと彼女には思えないが、どのような意図があったのか知りたいと思った。

「失礼ながら生母が子爵令嬢じゃ、皇位継承は無理だ」

　バルははっきりと言い切る。

「ひっくり返すには相当な力ちから業わざが必要になるし、成功したら帝国は大きく混乱する」

「……そんなことはさせないって顔ですね」

　ミーナは微笑ほほえみ、ワンダと侍女たちは緊張した。

　バルの強さと所持する特権は、時として皇族ですら脅威となる。

「こういう時のバルってかっこいいわよね」

　ベアーテは平気などころか、うっとりした顔でバルをほめた。

「同感ですが、今の流れでその感想が出てくるとは大したものです」

　ミーナは目を丸くする。

「ベアーテ皇女はなかなか分かる人らしいですね」

「ふふ、そう？」

　ミーナの称賛にベアーテはうれしそうに手を差し出し、二人は握手をかわす。

「え、今の意気投合するところなの？」

　ワンダは困惑したが、彼女に共感を示す者はいなかった。

　今回のメニューは山菜や野菜を使った前菜、スープ、魚の焼き物が並べられる。

「エルフは魚も野菜も食べるのね」

　と言ったのはワンダであり、ミーナは無言でうなずく。

「けっこう美お味いしいですね」

　ミーナは世辞抜きで感想を述べる。

「ヴィルヘミーナがほめたと聞けば、料理人が喜ぶわ」

　ベアーテはそう答えた。

「宮廷料理人は妃の数だけいるんでしたっけ」

　ミーナは一応頭の片隅に入っていた情報を掘り起こす。

「ええ」

　ワンダが短く返事する。

「セルジ副料理長は腕だけなら総料理長に匹敵すると言われる逸材らしいからな」

　バルがミーナに言った。

　皇帝が腕のいい人間をワンダのためにつけたのだと、ミーナはバルの言い方で察する。

「んー、美味しい。幸せ」

　うれしそうな表情で感想を漏らしたのはベアーテである。

「食事中にはしたないですよ」

　ワンダは懲こりずに娘に注意した。

「だって美味しいんだもの。幸せなんだもの。最高なんだもの」

　ベアーテは悪びれることなく、料理の美う味まさとシェフの腕を称たたえる。

「美味い食べ物を食べて、美味い酒を飲む。確かに幸せですな」

　バルが皇女に共感してみせると、ワンダが「余計なことを言うな」と言いたそうな瞳で無言の抗議を行う。

「バル様と殿下のお言葉、私も理解できます」

　ところがミーナまでもがベアーテの肩を持ったため、皇妃は裏切られたショックで目を大きく見開く。

　ミーナはあくまでもバルの味方をしただけにすぎないと、知り合ったばかりの彼女は気づかなかった。

「そうでしょう？」

　ベアーテもまた気づいておらず、単純に味方が増えたことを喜ぶ。

「ねえ、お母様？」

　彼女は勝者の表情で母を見る。

「それは否定できないけれど」

　困った表情でワンダは答えた。

　彼女は「他の者はよくても皇女はダメ」と言える人ではない。

　だからこそベアーテが今のような性格になった可能性があるのだが、彼女自身は見落としている。

「今日はごちそうさまでした」

　食事を終えてバルとミーナは頭を下げた。

「また来てね！　約束よ」

「……そうね、これからもいらっしゃい」

　元気に応えるベアーテと、彼女の言動に悩みながらも許可を出すワンダに、バルとミーナはもう一度礼を述べて離宮をあとにする。

　すっかり日は沈み、空には無数の宝石が輝くように星が姿を見せていた。

「送っていきましょう」

　ミーナはそう声をかける。

「ありがとう」

　ただのバルが一等エリアをうろつくのは不思議な時間だった。

　ミーナが一緒であれば何とでも言い訳できるのだが、わざわざ言い訳をしてまで一等エリアを歩く理由が今のところない。

　バルの自宅へ転移で戻ってきた時、二人は気配を完璧に殺した人物がひそんでいると感じ、同時に臨戦態勢になる。

「待て、私だ！」

　二人の気配の変化を感じた気配の主があわてたように叫ぶ。

「……クロードか」

　気配の主は八神輝レーヴアテインのクロードだった。

　バルは警戒を解いたが、ミーナは敵意を向ける。

「どうした？　コソドロが本職だったか？」

「そんなわけがないだろう。バルトロメウスに相談したいことがあってきたのだ」

　クロードは苦虫をたっぷり嚙かみ潰つぶした顔で言った。

「だが、どこにいるか、いつ帰ってくるのかも分からない。おまけに家の前で私が待っているわけにもいかないだろう」

「配慮に感謝する」

　八神輝レーヴアテインとして有名なクロードがバルの自宅の前で待っていたりしたら、二等エリアが大騒ぎになるのは確定である。

　バルは家の明かりをつけてたずねた。

「今日はどうしたんだ？　何やら深刻そうだが」

　クロードが彼の家をたずねてくることなど、ほぼない。

　よほどのことがあったのだろうと推測できる。

　ミーナが防音魔術を展開した。

　詠唱もなくわずかに魔力を消費しただけだったが、クロードはそれを知覚し、安心して口を開く。

「ああ。率直に言わせてもらおう。帝国の次期後継者についてだ」

　クロードがはっきり言うと、バルとミーナがそろって顔をしかめた。

「我々が立ち入っていい話じゃないはずだぞ」

　八神輝レーヴアテインはさまざまな特権を持っているが、さすがに皇位継承者に関しては口を出せるはずがない。

　ベアーテたちとの会話で話を打ち切ったのも、同じ理由だ。

「ところがザビャという男から個別に相談を受けたんだ」

　彼が肩をすくめると、ふたりは真顔になる。

　ザビャが皇帝の本名だと彼らはもちろん知っていた。

　その皇帝がギリギリな手を使ってまで相談を持ちかけてきたとなれば、悪い予感がしてならない。

「詳しく話を聞かせてもらった方がよさそうだな」

「ああ。頼む」

　バルがお茶を淹いれようとすると、すばやくミーナが先回りする。

「バル様、私がやります」

「そうか？　でもお前はクロードには出したくないだろう」

　彼の指摘にミーナはぐむっと詰まりながら、仕方なさそうに答えた。

「今日だけは仕方ありません」

「そんなに嫌なのか……」

　クロードが情けない声を出すと、ミーナはじろりと彼をにらむ。

「当たり前だろう。私は貴様のために存在しているわけじゃない」

「そうだな。私が悪いんだな」

　クロードは度量の広い対応をしてみせる。

「とりあえず座ってくれ」

「ああ。しかし狭いところだな」

　クロードは家の中を見回しながら、ダイニングルームに並ぶ椅い子すの一つに腰を下ろす。

「これくらいのほうが私の性に合っているのさ」

「ふうん」

　バルの言葉にクロードは気のない返事をする。

　本気で言ったわけではないのだろう。

「バル様、どうぞ。……ほら」

　ミーナはバルの分はていねいに、クロードのほうは普通に置く。

　乱暴に置かないのはバルの家に置かれているコップを使ったせいだと、クロードは見当をつけている。

「それで我らが友人ザビャはなんて言ったんだ？」

　バルとミーナが話を聞く態勢になったことで、クロードは真剣な面持ちで口を開く。

「できれば初めのほうから話したい。少し長くなるかもしれないが聞いてくれ」

　バルがうなずくと、ミーナも仕方なさそうにならう。
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第三話　皇帝の悩み




「私が陛下にこっそりと呼ばれたのは今日の朝のことだ」

　とクロードは振り返る。




「余の息子は五人いるが、四人はすでに成人済みだ。つまり皇位継承者にふさわしいと言えるのはまずこの四人だ」

　私室に訪れたクロードに対し、皇帝はいきなり独り言を言いはじめた。

「実力でも人望でも長男のアドリアンは申し分ないのだが、あいつは第二妃きさきの息子だ。次男のリュディガーは能力的に水準はあると思うものの、高慢で身分の低い者を軽んじている」

　ザビャが言うことはクロードも知っていることである。

　皇族と接点があるのに知らない者がいるとすれば、ミーナくらいだろう。

「他の二人はこの長男と次男を差し置くほどの才能を見せていない。皇太子として選ぶとすれば、どちらかとなる」

「皇太子として擁よう立りつされれば、次期皇帝は確定ですからな」

　クロードはやむをえず合いの手を入れる。

　厳密には皇太子が廃されたことが一度だけあるが、それは国家転覆レベルの企くわだてが暴かれたからだ。

　一度皇太子となれば、国家反逆や転覆レベルの罪が明らかになるか、重い病気で皇帝の座に耐えられなくなるかのどちらかでもないと、廃するのは困難である。

　それだけにザビャは慎重な姿勢を見せてきた。

「なぜ今になって決めようとされるのです？　陛下はまだ五十三のはず。あと十年は大丈夫でしょう」

　クロードは率直に疑問をぶつける。

　帝国の皇帝は大国の最高権力者だからか、七十年以上生きる例が多い。

　単純に考えればザビャもあと十七年くらいは生きられる計算だ。

「余も数年前までそう思っていた。自分が健康なうちはあせる必要はない。息子たちに経験をできるだけ積ませ、じっくりと素質を見極めるべきだとな」

「何があったのです？」

　クロードはもう一度聞く。

「例の大規模侵攻だ。敵の正体は不明だが、今後も襲撃があるとすれば余も標的となるだろう」

「陛下は我々が命に代えてもお守りいたします」

　ザビャにクロードは間かん髪はつ入れずに熱を込めて言う。

「もちろん、そなたらは頼りにさせてもらう」

　皇帝はうなずいたが、表情はくもったままだった。

「だが、万が一のことを思えば、そろそろ皇太子を定めておけばと考えたのだ。もしも皇太子を定めずに余が倒れたりしたら、この国はどうなる？」

「……考えたくもありません」

　クロードは背中が寒くなる。

　今皇帝が倒れればアドリアン派とリュディガー派が跡目をめぐって、大きな争いをはじめるだろう。

「リュディガー皇子が候補に挙がるのは、彼が第一妃の長男であり、公爵の孫に当たるからですか？」

　クロードは聞く。

「そうだ。公爵は皇帝の後継者争いに関して口を挟んでくるほど愚かな人物ではないが、彼の側近たちや妃は違う。リュディガーが皇帝となれば、そなたらの未来は明るいと言って支持貴族を増やしているそうだ」

　皇帝の答えにクロードは天を仰ぎため息をついた。

「アドリアンにもっと支持者がいれば……あやつが第一妃の息子であれば……リュディガーがアドリアンのような性格だったら……」

　ザビャは益やく体たいもない仮定の話をいくつも挙げていく。

「というわけだ。何かいい知恵はないか、クロード？」

「困りましたな」

　思いもよらぬ相談を持ちかけられたクロードは率直な本音を漏らす。

「我々は皇帝陛下に従うべき存在ですが、政治には関与しない決まりのはずですが」

　クロードの回答を予期していた皇帝は言い返す。

「皇帝が八神輝レーヴアテインに聞いているわけではない。ザビャという男が、知ち己きのクロードに聞いているのだ」

　禁止ラインのギリギリもいいところだ。

　クロードは主君がそれだけ追い詰められているのだと感じて、相談に乗ることにする。

「アドリアン殿下は次期皇帝にふさわしいと存じますが……」

「そうなるとリュディガーは黙っておるまい。あいつ自身はともかく、あれの母が騒ぐだろうな」

　皇帝の疲れ果てた顔を見てクロードは同情したが、だからと言って自分に意見を求められても困ると思う。

「リュディガー殿下の祖父に当たる公爵は野心がないと聞いております。彼に説得してもらうのが無難ではありませんか？」

「試してみたがダメだった。孫が可愛かわいくないのかとものすごい剣けん幕まくで娘に[image: ]しかられたと、愚痴をこぼされてしまったよ」

「それはそれは……」

　クロードはかける言葉が見つからなかった。

　公爵こそが第一妃とリュディガーを支える最大の柱であるのに、その公爵でも制御できないとなるとどうすればいいのか。

「公爵が反対だと知っている側近たちに働きかければ……」

「それも失敗した結果が現状なのだ」

　皇帝はため息をつきながら答える。

　いろいろと言われながらも、一応やるべきことはやっているようだった。

　だからこそクロードにはお手上げである。

「しかし、現状でも争いですか？」

「だからリュディガーはダメだと思うのだが、あやつらは聞き入れぬ」

　皇帝の言葉にはだんだんと怒りが混じってきた。

　無理もないだろうなとクロードは思う。

　国全体に危険が及ぶような事件が起こっているのに、他ひ人と事ごととしか思わないような君主など彼だってごめんだ。




「……というわけなのだ」

　クロードは締めくくる。

「話は分かったが、そんなにアドリアン皇子の旗色は悪いのか？」

「支持する貴族の数でリュディガー殿下のほうが有利らしい。アドリアン殿下の親族たちにあまり野心がないのが、この場合不利に働いてしまっている」

　クロードに疑問を答えてもらったバルは舌打ちした。

「外がい戚せきたちに野心がないのはいいことだと思っていたが、予想外のところでよくない方向に働いているのか」

「帝国は図ずう体たいがデカいが、その分統治に人手が必要だということでもあるからな」

　クロードはいまいましそうに言う。

　当代皇帝の民に対して優しい姿勢は、一部貴族たちに困惑されたり反感を買ったりしていた。

　そのようなことをすれば「貴族に支配されるべき存在がつけあがる」と彼らは本気で信じている。

　貴族たちすべてが皇帝に心服しているわけではなく、私利私欲に走らない者たちばかりでもない。

「図体のデカさが仇あだになるというばかばかしい展開だ」

　クロードはぼやく。

「リュディガー皇子のほうが支持されるのは、政策だけが問題なのだろうか？」

　バルが言うとクロードは顔をしかめる。

「陛下がおっしゃるにはリュディガー皇子のほうが愚かで簡単に操縦できるからだろうとのことだ。失礼ながら私も同意見だ」

「……私も賛成だな」

　バルもリュディガーの人となりを思い出しながら言った。

「当代陛下の治世のおかげで二等エリアの住民には笑顔が多く、安心して暮らせている。アドリアン殿下ならば政策を受け継いでくださると安心できるが、リュディガー殿下でも同じかどうかは、かなり不安だな」

　バルとしてはできればリュディガーは支持したくない。

　彼の答えを聞いたクロードはホッとした。

「お前がリュディガー皇子を支持しないだけで助かるよ」

「ミーナはどうする？」

　バルが聞くとミーナは即答する。

「バル様が支持するほうで」

「だろうな」

　そう言ったクロードは分かっていたから聞かなかったという顔だった。

「それはそうとして、何かいい案はないものか？　お前とヴィルヘミーナと私がアドリアン皇子を支持すると分かれば、リュディガー一派も多少はおとなしくなるはずだが、それだけでは不安なのだ」

　クロードと皇帝が話し合って結論が出せなかったことだ。

「臆病者らしいな」

　ミーナが冷淡に言う。

「何かいい案があるのか？」

「簡単な解決法ならある。誰も血を流さないというわけにはいかないだろうけども」

　彼女の答えを聞いたクロードは、表情を歪ゆがめる。

「陛下はなるべく穏便にすませたいとお考えなのだ」

「私に言わせれば愚かなことだ。身の程をわきまえない強欲な輩やからに何を配慮する必要がある？　配慮してもらえるのは自分たちが強大だからと勘違いするのが、無能な帝国貴族という生き物ではないか。誰に向かって吠ほえたのか、力をもって教えてやればいい」

　ミーナの考えは帝国のしがらみがあまりないエルフだからこそだった。

「それができないから陛下はお悩みなのだろうが！」

　クロードはたまりかねて叫ぶが、ミーナは氷のようなまなざしを返す。

「そのせいで事態が悪化しているのだろう？　だから愚かだというのだ。誰にとっても都合のいい展開などあるものか。妄想にひたるのは夢の世界だけにしておけ。バル様にも迷惑だ」

　ミーナの舌ぜつ鋒ぽうは鋭く、クロードの反論を封じてしまう。

　クロードは助けを求めるようにバルを見る。

「バルトロメウス」

「クロードには悪いが、私はミーナに賛成だよ。ここで波風を立てないようにするというのは、いい手だとは思わない」

　クロードががっかりし、ミーナはホッとして肩の力を抜く。

「だってここで何事もなくアドリアン皇子が皇太子になったとしても、皇太子の潜在的な敵勢力が丸ごと残るってことになりかねないじゃないか。長い目で見たら十分すぎるほど危険な状況だろう？」

「うっ……」

　クロードが詰まるとミーナが鼻で笑う。

「今になって気づいたのか。疲労がたまりすぎて、脳が錆さびたか？」

「くっ。反論できん。まったくうかつだった」

　ミーナのいやみも今回ばかりはクロードも腹が立たない。

「アドリアン皇子の性格上、理由をつけてリュディガー皇子の勢力を暴発させないように削そいでいくのは難しいだろうしな」

　バルが言うとミーナはなるほどとうなずいた。

「今なら現皇帝の下でやり方を学べるというわけですね」

「いや、それは難しいかもしれない」

　クロードが厳しい顔で疑問を投げると、ミーナはじろりとにらむ。

「貴様はさっきから何がしたいのだ？」

「すまん」

　クロードは今の自分がどこかおかしいという自覚があり、まずは詫わびた。

「だが、リュディガー皇子と取り巻きたち、さらに妃きさきの性格を考えると時間を与えるとすぐに暴発するということにもなりかねない」

「……否定はできないな」

　バルが認めるとミーナが冷笑する。

「どのような教育をすればそんな愚物ができあがるのか。権力を握っていても、教育は難しいとは皮肉だな」

「まったくもってその通りだ」

　辛らつなミーナの発言もクロードは受け入れた。

「皮肉を言いたい気持ちは同じだが、話が進まないからちょっと黙っていろ」

　バルがミーナを忠告すると、ミーナはすばやく口を閉じる。

「それで？　どうすればリュディガー皇子たちの勢力を抑え込めるのかという相談か？」

「いや、お前たちの考えを陛下はお知りになりたいようだった。お前たちがアドリアン皇子を支持し、協力する意思があるとお分かりになれば、何かいい案を思いつかれるかもしれない」

　案も自分たち任せでなくて何よりとミーナは思ったが、バルに禁止されたため黙っていた。

「まあ我々にできることなら協力をさせてもらおう。ミーナもいいな？」

「はい」

　ミーナはうなずきクロードも安心する。

「分かった。一度持ち帰らせてもらう。……邪魔したな」

「まったくだ」

　もう話は終わったとみたミーナがいまいましそうな顔で言った。

　クロードは笑い、転移魔術を使って姿を消す。

「皇帝はどうするでしょうか？」

「さあな」

　ミーナの質問にバルは肩をすくめる。

「今から我々でリュディガー派に奇襲をしかけて制圧するのが、一番簡単で混乱も抑えられるはずですよね」

　ミーナは不満を完全に殺し切れてはいないようだった。

「まだ争いは表面化してないから、皇族や貴族を拘束するのも難しいからな。理由がない」

「皇帝は弱腰ですね、そのあたり」

　ミーナの指摘にバルは苦笑する。

「陛下の場合、それが長所でもある。長所と短所は表裏一体とはよく言ったものだが、我々が補えばいい」

「……はい。今日のところはこれで失礼します」

　ミーナはそう言って転移魔術を使って姿を消した。




　翌日、バルが昼食をどうするか自宅で悩んでいると、ミーナが転移魔術でやってくる。

「バル様、皇帝からの呼び出しだそうです。いかがいたしますか？」

　ミーナはそうたずねた。

　本来ならば拒否権がないはずのもので、このように聞いてくるのが実にミーナらしい。

「もちろん行こう。おそらく昨日の続きだろう」

　とバルは答えた。

（ミーナだって気づいていないはずもないが）

　分かっていても平常運転なのがミーナという女性だと断言できる。

　バルがいつもの服装に着替えると、皇帝の私室に通された。

　皇帝は華美なものを好まず、知識がある者が見て初めて一級品だと気づく地味で落ち着いた調度品を好む。

　そこで皇帝とバル、クロードとミーナという四人だけになった。

「急に呼び立ててすまないな」

　皇帝が臣下を招集するのは当然の権利なのだが、とにかく腰が低い男だった。

「いえ、お話はやはり例の件ですか？」

　バルが聞くと皇帝はうなずく。

「そうだ」

　そして立ち上がるとバルに背を向けて窓の外を見る。

「ある程度支持貴族を排除しないとリュディガーは強気なままだろう。だから手を打って勢力を弱めておきたい」

「……謀略絡みであれば私やミーナではなく、イングウェイかギーゼルヘールのほうが向いていると思いますが」

　バルが疑問を口にすると、皇帝は顔を彼に向けた。

「いや、そなたでなければ難しい。なぜならば冒険者として貴族たちの土地に行ってもらいたいからだ」

「……はい？」

　バルは一瞬皇帝が何を言っているのか理解できなかった。

「そなたは子どもを助けるため、都の外に出てはならないという禁を破ったそうだな。その罰の一環とするように、イェレミニアスには言い渡しておこう」

「いや、バル様が何のためにそんなことをする必要があるのだ？」

　絶句してしまったバルに代わり、ミーナが皇帝を問いただす。

「余が動かせる戦力で、単独行動しても何の心配もいらず、なおかつ貴族たちに顔が割れていないとなるとバルトロメウスしかいなくてな」

「……それはそうでしょうね」

　バルは皇帝が何を言いたいのかようやく理解した。

　彼以外の八神輝レーヴアテインは全員素顔をさらしている有名人である。

　平民階級ならばともかく、貴族階級であれば各領地で誰も知らないということはまずありえない。

「貴族たちの動きを調べて有罪となる証拠をつかむのですか。それはできなくはないですが、ただの冒険者としてですか？」

　いくら何でも無理があるだろうとバルは思う。

　彼が上級冒険者であればいざ知らず、何の力もない七級冒険者にすぎないのだ。

「上級冒険者であれば貴族たちも警戒するかもしれないが、七級冒険者をわざわざ警戒する者はいないだろう」

「それもそうでしょうね」

　バルは認めざるをえなかった。

　七級冒険者ですら警戒する用心深さや利口さがあるならば、そもそもリュディガー皇子を支持していないだろう。

「一応知恵者と言える者もいることはいる。そやつらには注意してもらいたいが」

「しかし、七級冒険者は今都の外に出られないんですよ。そのあたりのつじつま合わせはどうするのです」

　バルは一番気になっていた点を疑問としてぶつける。

「その件ならばそろそろ禁を解くところだ」

　皇帝はあっさりと答えた。

「ヴィルヘミーナ、マヌエル、シドーニエの三人が近隣に異常はないと報告してきているからな。いつまでも禁止し続けるのは難しい」

　八神輝レーヴアテインを三名動員しても何も見つからないのだから、安全だと考えられるわけだ。

「そうですね」

　バルも理解できるため引き受ける。

「分かりました。やれるだけやってみましょう」

「うむ。冒険者たちに違和感を持たれない方法については、イェレミニアスに一任してある。この後にでもギルド本部に行って確認してくれ」

「行き当たりばったりすぎないか」

　皇帝にミーナがたっぷり皮肉を込めて抗議した。

「すまない。無む茶ちやぶりをしているという自覚はある。だが、実際にバルトロメウスに行ってもらわなければ分からないことも多いだろう。事前に指示を出しておくと、どうしてもそれに縛られて行動に制限が生まれるのが怖い」

「自由に動いていいということですか」

　バルの確認に皇帝はうなずいた。

「そうだ。できれば公爵クラスの大物を拘束するまでは、バルトロメウスという存在を隠してもらえると助かる。バルトロメウスが動いているとはやばやと判明すると、警戒して尻尾を出さない者が増えるだろう」

　これもまた厄介な注文である。

「貴族を拘束できるのは、八神輝レーヴアテインだからだろう。それなしに証拠を集めたり拘束に結び付けろというのか」

　ミーナがはっきりといら立ちをあらわにし、皇帝とクロードは冷や汗をかく。

「言葉が足りなかったな」

　皇帝は急いで補足をはじめた。

「バルトロメウスが動いていると知られなければよいのだ。証拠を集めるだけにして泳がせてもいいし、騎士団や他の八神輝レーヴアテインが偶然をよそおって踏み込むという展開でもいい」

「なるほど。私が行けばいいのか」

　ミーナはやる気を見せたが、皇帝は非常に苦しそうな顔で言う。

「それもまずい。ヴィルヘミーナとバルトロメウスが懇意なのは、貴族たちも知っているからだ」

「殺されたいのか、貴様？」

「ミーナ！」

　皇帝に向けて殺気を飛ばしたミーナを、バルが厳しく[image: ]りつけた。

「……申し訳ありません」

　ミーナは非常に不本意そうに殺気をおさめる。

「やりすぎではありますが、ミーナが怒るのも無理はないですよ」

　バルは困惑をはっきりと浮かべる。

「もちろん、できる範囲で援助をする。余は皇太子をアドリアンに据すえるつもりでいるらしいと、宰さい相しようあたりにそっと流してもらう。そうすればリュディガーたちは集まって相談をはじめるだろう。危険な賭かけではあるが、それくらいはしなければなるまい」

　皇帝も苦い顔で発言した。

「あくまでもうわさ段階で、決定ではないと。リュディガー皇子たちが暴発する危険を減らせるというわけですな」

　クロードがバルたちより先に口を開く。

「アーロイス殿か。まあ彼なら上う手まくやってくれるだろう」

　バルも納得する。

　アーロイスは貴族同士の利害の調整が巧みな人物だ。

　才能あふれる名宰相というわけではないが、堅実な手腕とたしかな人望を持っている。

　アーロイスからアドリアンのほうが有利だとか、まだ決定ではないと言ってもらえれば貴族たちは信じるというわけだ。

「しかし、それで拘束できるような犯罪が生まれるのか？」

　ミーナが疑問を口にする。

　提案者がバルではないだけに遠慮はない。

「何も出なかった場合は仕方ない。実力行使も考える」

　皇帝はそう言う。

「マヌエルは庶民出身でリュディガーをきらっている。将軍は魔物が多く出る地域の出身で、少年のころから民と共に戦っていたというから期待は持てる。残りの面メン子ツが問題だな」

　と並べた皇帝にバルが声をかける。

「シドーニエもおそらくリュディガー皇子に手を貸すことはないでしょう」

「シドーニエが？」

　皇帝は少し怪け訝げんそうだった。

「たしかに彼女の場合は、どちらの皇子にも与くみしない可能性が高そうです」

　クロードも賛成する。

「そうか。お前たちが言うならば、そうなのだろう。余としてはできれば確認をとりたいところではあるが」

　皇帝は答えた。

「どこまでも臆病者だな」

　ミーナが鼻で笑うとバルが擁護する。

「頂点はこれくらい慎重なほうが好ましいだろ」

「……そういうものなのですね」

　ミーナが引き下がったところで、皇帝がバルに言った。

「すまないがそれもバルトロメウスに頼みたい」

「私がですか？」

　さすがにこの依頼は意外で、バルは目を丸くする。

　だが、彼が驚いたことに皇帝とクロードのほうこそ意外そうだった。

「シドーニエ、お前以外と会話しているところをほぼ見ないんだが」

　クロードに言われてバルは聞き返す。

「いや、お前は？」

「あいさつをする程度だな」

　クロードの答えを聞いて、バルはようやく自分がシドーニエと一番親しかったらしいと気づく。

「なら仕方ない。引き受けましょう」

「明日にでも向かってほしい。二人のどちらにつくのか、それとも誰にもつかないのか。よろしく頼んだぞ。話はそれだけだ。ありがとう」

　皇帝が言うとミーナがバルに話しかける。

「では送りますね」

「いや、ヴィルヘミーナは残ってもらいたい」

　一緒に帰ろうとしたミーナを皇帝が呼び止めた。

「珍しいですね。ミーナ、頼むぞ」

「……はい」

　ミーナはバルに頼まれたため、がっかりした顔をして彼だけを転移で飛ばす。

　そして露骨に不機嫌そうな目で皇帝をにらむ。

「で？　用件は？」

　バルがいなくなったせいで、明らかに当たりがきつくなる。

　いつものことであるため、皇帝たちはもう気にしない。

「周囲の外敵を感知する魔術具の件だ。魔術省だけでは追いつかない。そなたの知恵を貸してもらえぬか」

「バル様に頼むと言われたからな。できる範囲では協力しよう」

　皇帝の依頼にミーナは尊大に応える。

「ああ、感謝する」

「話はそれだけか？」

　ミーナはイラついているようだった。

「シドーニエと仲良くするということはないか？」

「なぜだ？」

　皇帝の問いにミーナは心底不思議そうな顔で聞き返す。

「愚問だったな。忘れてくれ」

　皇帝はすぐにあきらめる。

　ミーナを説得したいならば、バルにやってもらうしかない。

　彼はよく知っていた。

「それにしても意外だな。バルトロメウスが他の女とも親しいのに、何も思わないのか」

「は？」

　そんなことを言ったクロードに対してミーナは侮ぶ蔑べつの視線を向ける。

「バル様が他の女性に慕われたり好かれたりするのは当然だろう。どうして私が腹を立てたり嫉しつ妬としなければならない？」

「ははは」

　クロードはミーナという女性のことを、よく分かっていなかったことを理解して笑うしかなかった。

　シドーニエとバルが親しいのが面白くないならば、自分がシドーニエと親しくなるという手があるとクロードは言いたかったのである。

　ところが彼女はその点をまったく気にしていないというのだから、クロードの目もく論ろ見みは簡単に崩れ去ったのだ。

「エルフの価値観は人間と違うのだな」

「エルフだから人間だからと言っている時点で、貴様らは愚かだ」

　感心した皇帝にミーナは侮蔑まじりの冷笑を返す。

「たしかに。すまなかった」

　皇帝は神妙な顔になって詫びる。

　己の過あやまちをすぐに認められるのは、この男の長所だとミーナも思う。

「すぐに理解できるだけ、貴様はマシなほうだな」

　ミーナはバルの顔を思い出し、珍しくほめるようなことを言った。

　皇帝もクロードも怪訝そうな顔になったが、何も言わない。

　彼らは「口は災いのもと」という言葉を知っているのだった。

「用件がそれだけなら、私も帰らせてもらう」

「うむ。いつも助力を感謝する。《断罪の女神》よ」

「ふん」

　皇帝の感謝の言葉をミーナは鼻で笑って姿を消した。

「……ヴィルヘミーナと話すと、いつもよりも疲れますな」

「そう言うな、クロードよ」

　どこか疲れた顔をした君臣のやりとりが行われた。




　次の日の朝、いつものようにミーナはやってくる。

「うん、相変わらず美う味まい」

「ありがとうございます」

　ミーナの手料理を朝から食べ、ミーナの淹れたお茶を飲むのはささやかな幸せだ。

　たまには自分でやりたいのだが、ほとんどのことに従順なミーナも「バル様の世話は私がやる」と絶対に譲らないのである。

「シドーニエは地元に戻っているようですよ」

　ミーナが教えてくれた。

「そうか。帝都にいるなら会うのは楽だったんだが、彼女の場合はそうもいかないかな」

　バルは軽く肩をすくめる。

　シドーニエは郷土愛が強く、母親想おもいの女性だ。

　理由がないかぎり母が住む地元から離れたがらない。

　そんな彼女が八神輝レーヴアテインとして採用されたのは強いからだ。

「何か手て土産みやげでも持っていこうかな？」

　バルは思う。

「でしたら彼女の母親が喜びそうなものがいいでしょう。帝都でないと手に入らない、きれいな生地とかいかがでしょうか？」

　ミーナは予想していたかのようにスラスラと回答する。

「ああ、それがいいかもな」

「よかったらどうぞ」

　バルの返事を聞いたミーナは、なんと【アイテム袋】から上等な青と赤の生地を取り出してみせた。

「さすがだな。ありがたいよ、ミーナ」

「恐れ入ります」

　バルに感謝の言葉をかけられたミーナは幸せそうに微笑する。

「礼は後でさせてもらう」

「はい」

　ミーナとしてはバルから礼はいらないのだが、バルもまた頑固者だ。

　受け取ったほうがいいと彼女は学んだのである。

「いつ頃向かわれますか？」

「これからすぐにだな。戻り次第、イェレミニアスのところに顔を出す必要もある。あいつは忙しいから私がぐずぐすしているのは申し訳ない」

　ミーナの問いにバルは答えた。

「では行きは私が送りましょうか？」

　彼女が確認してきたのは、バルが【転移コイン】を持っているからだろう。

　ミーナが同行する時は彼女に任せるが、そうでない時バルは持っている魔術具を使うことが多い。

「そうだな。そうしようか」

　バルがうなずいたため、ミーナはうれしそうに転移魔術を使う。

　行き先はシドーニエがいるマリエンベルク州である。

　そこのライムという街が目的地だった。




　シドーニエはミーナと同じく女性の八神輝レーヴアテインだ。

　ただし、彼女はミーナとは違い帝国で生まれ育った生きつ粋すいの帝国人である。

　それも父は伯爵という高貴な身分だ。

　そんな彼女が戦いに身を投じた理由は妾しよう腹ふくだったからである。

　父は養育費をケチるような男ではなかったが、正妻に目の敵かたきにされ、父の目を盗んだいやがらせを続けられた。

　使用人たちは正妻を恐れ見て見ぬふりを決め込み、彼女が小さい時は母子ともども肩身の狭い日々を送るしかなかったのである。

　シドーニエは自分の居場所を作るため、母を守るために戦いの道を選び、才能を開花させて八神輝レーヴアテインの一員となった。

　正妻がどれだけ彼女を憎もうとも、帝国の最大戦力とその親族を粗略に扱うことなど許されない。

　かくして彼女は母を守れる立場を手に入れたのだ。

　彼女は母譲りの茶髪と橙だいだい色いろの瞳と美貌を持ち、伯爵の娘という血統と八神輝レーヴアテインという立場から、貴族の男性たちから求婚されているが、今のところ応じるつもりはない。

　父と正妻と母のことを思えば、結婚する気になれるはずもなかった。

　彼女は主に帝国の東方に滞在していて、外敵の監視や治安の維持を担っている。

　今日は太陽の光と潮風を楽しみながら巡回していた。

「んー。今日もいい天気だこと」

　上質な白シャツと青い丈夫なパンツといういでたちの若い美女が、目を細めて気持ちよさそうに背伸びする様はなかなか絵になっている。

　たまたま通りがかった若い男が見とれてしまうのも仕方ないことだ。

　彼女はそれに気づきながらも無視する。

「あれはシドーニエ様だ」

「あれが《氷結の女王》？」

　人々はうわさをしていた。

《氷結の女王》シドーニエという呼び方は帝国で知られているし、シドーニエ自身特に顔を隠すつもりはない。

　自分の容姿が男の関心を引き付けることは知っていたし、ただ見とれるだけならば害はないと放置する習慣になっていた。

（私が八神輝レーヴアテインと知ると、怖おじ気けづく腰抜けさんたちばかりですものね）

　相手によって露骨に態度を変える男たちに、シドーニエは好意を持っていない。

　守るべき対象ではあるが、それだけだ。

　彼女はゆっくりと歩いて海岸に向かう。

　そこには釣りを楽しむ人、砂浜で遊ぶ親子連れなどの姿がある。

　シドーニエにとってどれだけ見ても見飽きない、非常に好ましい風景だ。

　まれにではあるが海難事故はあるし、海から魔物が出現することもある。

　彼女が定期的な見回りを欠かさないのは、自分の楽しみだからだけではない。

「あら」

　うれしそうに光景を見ていた彼女は魔物が接近していることに気づき、急に真顔になり、その場から姿を消す。

　魔術を使って海の沖に移動し、浮遊魔術を使いながら海の上から魔力弾を放つ。

　それによって姿を見せたのは茶色がかった赤色の大きな生き物で、丸い球体のような頭部と吸盤がいくつもついた八本の足を持つ「デビルフィッシュ」と呼ばれている。

　この魔物は気性が荒く、接近した船を容赦なく沈めにかかるため、非常に恐れられ嫌われていた。

「デビルフィッシュか。私が来ていてよかったわね」

　離れたところには沖で漁をしている船が何隻もある。

　特に武装もしていないし戦闘の心得がある者が残っているわけでもないから、遭遇していれば全て沈められていただろう。

　魔力弾を撃たれたデビルフィッシュは怒りの咆ほう哮こうをあげてシドーニエに二本の足を伸ばす。

　一般人には反応できないほど速く、しかも豪快なパワーをともなった一撃だ。

　しかし、彼女は左腕ひとつで二本の足を搦からめとり、びくともしない。

　知能の高くないデビルフィッシュはそのまま獲物を海中に引きずり込もうとするが、相手があまりにも悪すぎた。

　シドーニエは愚かな魔物に対して冷笑を浮かべ、ぐいっと左腕を引っ張る。

　するとデビルフィッシュの巨体はいとも簡単に海の上に引きずり出されてしまった。

　意外すぎる展開に魔物は混乱の極みに達し、硬直してしまっている。

　もちろん彼女は魔術で自分の肉体を大いに強化しているのだ。

　魔術なしだと彼女ではデビルフィッシュのパワーに敵かなうはずがない。

「【風かざ切きり】」

　彼女はデビルフィッシュをきれいに解体していく。

　この魔物は嫌われ者だが味はよいし、「悪をたいらげる」ことで縁起の良い食べ物だとされている。

　近隣の民にふるまうのが望ましい。

　解体をし終えて【アイテム袋】に詰め込むと、シドーニエはため息をついて振り向かずに発言する。

「来ていたなら手伝ってくださってもよかったのではない？　バルトロメウス」

「さすがだな。気配は絶っていたはずだけど」

　彼女の背後にいつの間にか来て、彼女と同じく海の上に浮かんでいるのは仮面をかぶりローブを纏まとったバルだった。

「あなたが来ると空間が波立つのよ。〇・二ミリくらい。だから分かるの」

「〇・一ミリ未満に抑えようと努力してきたのだが、まだまだ甘かったか」

　〇・一ミリ以下の単位など感覚で分かるはずがない、というのは凡人の言葉に過ぎない。

　平凡からかけ離れた領域に棲すむ超人と超人は穏やかに言葉を交わしている。

「それで？　淑女が働いているのに、黙って見ているという殿方失格なことをなさった理由は教えてくださるのかしら？」

　作業を終えたところでシドーニエはようやく振り向いた。

「私は八神輝レーヴアテインは仲間だと思っている。男女不問でだ」

　バルの回答に彼女は可愛かわいらしく小首をかしげる。

　似合ってはいるが、だからこそ余計彼には計算高い仕草に映った。

「ミーナはどうなのです？」

「彼女は仲間だよ」

　バルが即答すると、シドーニエはわざとらしくため息をつく。

「少しだけ彼女がかわいそうになりましたわ」

「君が八神輝レーヴアテインに仲間意識があるのは意外だね」

　彼は嫌いや味みではなく本心を語ったのだが、彼女には不満だったらしい。

「あら、女同士、仲間意識を感じることはありましてよ。もっとも彼女は私のことを何とも思っていないでしょうけど」

　シドーニエは華きや奢しやな肩をすくめる。

　彼女のこの予想は正しいとバルも思う。

　ミーナはバル以外のことを「バルの仲間」と思っているだけだ。

「それで今日はどんなご用なの？」

「八神輝レーヴアテインが街の治安維持に熱心なのは珍しいから、ひとつ参考にしようと思ってね」

　彼女の問いに彼が答えると呆あきれたような反応が返ってくる。

「あなたにだけは言われたくなくてよ、バルトロメウス」

「何のことかな」

　シドーニエはとぼけるバルに向かって微笑を向けた。

「偶然助かる冒険者と、その時あなたがどこにいたのか、お話をする必要があって？」

「……降参したほうがよさそうだ」

　バルは両手を上げる。

　自分たちの会話を聞いている者はいないと確信したからこその反応だ。

「ふふふ」

　シドーニエは満足そうに笑い、【防音魔術】を発動させる。

「それで、本当のご用はなあに？」

　とたずねた彼女の表情から笑みが消えた。

　バルが八神輝レーヴアテインとしてやってきたのは、相応の理由があるはずだと彼女に分からないはずがない。

　バルとしても【防音魔術】を使ってもらった以上、隠す理由がなくなった。

「陛下が心配していてね。アドリアン皇子とリュディガー皇子の件は、君の耳に入っているだろうか？」

「ああ。どうでもいい話ですわね」

　シドーニエはそっとバルから目をそらし、つまらなさそうに嘆息する。

「リュディガー皇子の味方をするのでなければかまわないんだ」

「ご冗談を」

　シドーニエは芸術的に美しい嘲ちよう笑しようをする。

「皇族に生まれただけが取とり柄えで、威張ることしか能がない方にどうしてわたくしが味方をしなければなりませんの？」

　彼女の美しい表情は怒りの炎が燃えていた。

「それを聞きたい人がいたんだ。確証が欲しいと言ってね」

「そんなことのためにわざわざあなたをよこすなんて、とんでもないお馬鹿さんですわ。役不足もはなはだしい」

　バルが言うとシドーニエは目を丸くし、それから彼に同情的な視線を送る。

　帝国最強の男にこのような質問をする使者をやらせるなど、人材の無駄遣いのきわみとも言うべき愚行だ。

「怒ってくれるのはありがたいが」

「別にあなたのためじゃありませんわよ？　わたくしはそのような役目をやらされたくないというだけですわ」

　シドーニエはそっぽを向いたが、白い頰ほおが若干赤い。

（照れた姿はかわいいんだよな。言葉にすれば怒るだろうが）

　ほめ方やタイミングというものは重要だ。

　ほめれば喜ぶだろうというのは思考の放棄であり、時としては相手を侮ぶ辱じよくすることになりかねない。

「それで、用件はそれだけですの？」

　シドーニエが気を取り直したようにたずねてくる。

「ああ。そうだ」

　バルが答えると、彼女はあきれた顔になった。

「さすがにお茶くらいは出しますわよ。遠路はるばるいらっしゃったのだもの。たとえヴィルヘミーナが転移魔術で送っただけだとしても」

　シドーニエには見抜かれている。

　もっともミーナと面識があれば、想像するのはたやすいだろうが。

「すまない。ごちそうになろう」

「ふふふ」

　バルの言葉を聞いたシドーニエは笑った。

「どうした？」

「いえ、別に」

　シドーニエはそうごまかしたが、何でもないわけではない。

（最強なのに偉ぶらず、人当たりがやわらかくて謙虚なのは立派ですわね）

　男はきらいなシドーニエだったが、バルはほぼ唯一の例外だ。

　態度に出せばきっとややこしくなると思うため、気をつけている。

「その前にデビルフィッシュをみなさまにふるまってまいりますわ」

　シドーニエはそう言って【アイテム袋】を振る。

「手伝おうか？」

「けっこうよ」

　バルの申し出はあっさり断られた。

「あなたの来訪、貴族たちには知られないほうがよいのでしょう？」

「それはそうだな」

　シドーニエの考えはもっともである。

　ここマリエンベルク州にも何人もの貴族たちがいて、リュディガー皇子派と目される存在も混ざっていた。

　できれば知られないほうがいいだろう。

　バルはミーナが持たせてくれた姿隠し用の魔術具を使い、シドーニエがデビルフィッシュを民にふるまうのを見ていた。

（シドーニエ、かなり好かれているな）

　すばらしいことだとバルは思う。

　やがてシドーニエは民と別れると、離れたところからバルを巻き込んで転移を使って二人は彼女の家の中に移動する。

　家はバルの家よりも多少広いものの、やはり庶民的な家だった。

「今日は誰もいないので、特別ですわ」

　バルを自宅のリビングに入れたシドーニエはお茶の用意をする。

　と言っても大きなポットに入っているものを、白い小さなカップにそそいだだけである。

「人のことを言えないが、質素なところに住んでいるな」

「あなただけには言われたくなくてよ、バルトロメウス」

　バルの感想にシドーニエは笑いながらカップを出す。

「お茶を飲んだらどうしますの？」

「バルとしてイェレミニアスのところに行かなければならない」

「ああ」

　シドーニエの問いにバルが答えれば、彼女は納得したように返事をする。

「まだやっていますのね、平民ごっこ」

「みんなの暮らしに触れることができる。君なら理解してくれると思ったが」

　バルは眉を動かし、不本意そうに言った。

「否定はしませんわ。感心したつもりですのよ」

　シドーニエは目を丸くして応じる。

「その点に関しては私たち、気が合いますね」

「そうだな」

　彼女の意味ありげな色っぽい視線を受けても、バルは平然としていた。

「からかい甲が斐いがない人ですこと」

　シドーニエはつまらなさそうにため息をつく。

「男ぎらいなのに男をからかうのは好きなのか。君にも困ったものだ」

　バルは苦笑を返す。

「あら、あなたしかからかったことはありませんわ」

「ひどい話だ」

　シドーニエの反論にバルは吹き出した。

　並の男なら怒り出すか、それとも傷つくだろう。

　強きよう靭じんで動じない精神の持ち主というのも、シドーニエがバルをきらいではない理由の一つだった。

（世の男性がバルトロメウスのようだったらいいのに）

　ということは恥ずかしくて言えない。

　そこまで言ってしまうと何かが変わってしまいそうだった。

（ヴィルヘミーナは何も言わないのでしょうけど）

　シドーニエは多少なりとも、ミーナのことを知っているつもりである。

　そのミーナは自分とバルの仲が進展したとしても、嫉妬するとは思えなかった。

　嫉妬という感情があるのかどうかさえ謎である。

「ではそろそろ失礼しよう」

　バルはお茶を飲み干して立ち上がった。

「忙しい方をあまり引き留めるわけにもいきませんものね」

　シドーニエはほんの少しの名な残ごり惜おしい気持ちを殺し、微笑を浮かべる。

「この地域は頼んだよ、シドーニエ」

「言われるまでもなくてよ」

　仮面を外して微笑ほほえんだバルに笑みを返し、シドーニエは彼を見送った。
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第四話　出された指令




　ミーナの自宅に寄って装束を脱ぎ、そこから二等エリアの自宅に戻ったバルは、冒険者ギルドへ顔を出した。

「あ、バルさん！」

　彼を見たニエベがカウンターの向こうで立ち上がる。

「どうかしたのかい？」

　バルはピンと来たが、表面上はとぼけた。

「ギルド総長がお呼びですよ！」

「え、総長がっ？」

　バルはここぞとばかりに目を見開き、驚いてみせる。

　七級冒険者とギルド総長の接点など、普通はないのだから当然であった。

「バルさんどうしたの？」

「ほら、子どものために禁止令を破ったやつじゃない？」

　何人かがヒソヒソと会話する。

「総長は理不尽な人ではないですけど、何なら私が抗議しましょうか」

　ニエベは心配そうにバルに声をかけてくれた。

「いや、大丈夫だろう、たぶん」

　バルはニエベの気遣いに感謝しつつ、何も言えないことを詫わびながら断る。

　イェレミニアスにどのようなことを言われるのか、彼はすでに分かっているのだから緊張のしようがない。

　それでも不安と緊張を隠しきれていないさえないおじさんをよそおいつつ、バルは指示された通りに建物の最上階を目指した。

「どうぞ」

　ノックをすると秘書がドアを開いて迎え入れてくれる。

《光の戦せん神しん》としてやってきた時とは違い、冷淡な態度だった。

「ようこそ、えーっとバルだったかな？」

　イェレミニアスはバルとは違って演技があまり上う手まくなく、どことなくわざとらしさを感じさせる。

　もっともギルド総長が七級冒険者のことなど覚えているはずもないため、秘書は疑問に思わなかった。

「あ、はい。今日はどういったご用件でしょうか」

　バルがおどおどとしている風をよそおってたずねると、イェレミニアスは笑い出す。

「ははは、そう緊張するな。何も除名だの処刑だの言いたいわけではない」

　イェレミニアスは腹を押さえながら言う。

（こいつ上手くごまかしたな）

　とバルは思った。

　事情を知る者が見ればこの二人のやり取りは滑こつ稽けいでしかないだろう。

「お前はたしかにギルドの通達を無視したが、まだ小さな少年を助けるためだったという報告も耳に入っている。その点はくみ取らなければならない」

「ありがとうございます」

　まだ笑っているイェレミニアスに対し、バルはぺこりと頭を下げる。

「それにヴィルヘミーナ様がお前を制裁したという話もある。たしかか？」

「はい。ヴィルヘミーナ様にはお[image: ]りを受けました」

　バルはここぞとばかりに震え上がってみせた。

　しがない七級冒険者が、ミーナににらまれて[image: ]られたとなれば、こうなるだろうなと想像しての態度である。

「いい薬になっただろう」

　イェレミニアスの瞳にはミーナがバルにそんなことをするわけがないと書いてあったが、むろん言葉にしたのは別のことだ。

「そこでお前には遠方の仕事を任せる。こちらとしては咎とがめる気はないのだが、あまり快く思わない冒険者たちもいるだろう」

　言われたバルは『鎧よろいを砕く戦せん斧ぷ』のことを思い出す。

「そこで表面上はしばらく帝都近辺の仕事を請けさせないという処罰を与えたということにする。七級冒険者にとっては過酷だし、痛手になるのは事実だからな」

　イェレミニアスの話を聞いてバルはうなずく。

（なるほど、そういう理屈を使うか）

　と納得した。

　遠方への行き来が一人もしくは少人数では困難な七級冒険者では、遠方で仕事をして人脈を作ったところであまり意味がない。

（ミーナに[image: ]られただけじゃ納得しそうにない連中も、みせしめにされたと引き下がってくれそうな厳しい罰だな）

　これならば帰ってきた時、ギルドに居場所がないという心配も無用だ。

　しかし、バルとしては確認しておきたい点がある。

「俺は七級にすぎないし、パーティーを組んでいるわけでもないので、誰か同行者がいないと死にに行くようなものなのですが」

　バルはおそるおそるたずねる。

　帝都付近や大きな街付近や街道はともかく、それらから遠く離れたところでは魔物が出現することもしばしばあった。

　冒険者ギルドが創設された理由の一つである。

（七級冒険者の遠出に同行者がつかないのも、同行者がつかなかったのに生還できるのも不自然だからな）

　とバルは思った。

「一応何組か上級冒険者を向かわせるつもりだ。足を引っ張るなよ、バル」

「き、気を付けます」

　イェレミニアスの言葉にバルはあわてて答える。

（本当は逆だがな）

　とイェレミニアスは自分がばかばかしいことを言っていると思う。

「では下がっていいぞ。上級冒険者が集まったらまた呼び出す。そのつもりでいるように」

「はい。失礼します」

　バルはペコペコと頭を下げて総長の部屋を後にする。

（さて、誰がつけられるのやら）

　とバルは考える。

　今回は事態が事態だけに、貴族に取り込まれそうな者は使えないはずだ。

　上級冒険者たちの中でそのような存在は何人いるだろうか。

（さらに七級の俺と上手くやれそうなメンバーか……）

　バルは少しだけ楽しみに思う。

　一階に降りたところで彼はさっそくニエベに声をかけられた。

（話さないほうがいい気がするが、そういうわけにもいかないよな）

　なぜならば彼女がその気になれば、バルに出された指令を自力で知ることができる。

　今言わないほうがかえって事態は悪化しそうだと判断し、すべて話した。

「そんなひどい！　たしかにお咎めなしは無理でしょうけど、バルさんは人ひとり助けたのに！　自分勝手なことをしたわけじゃないのに！」

　ニエベは頰ほおを染めて憤ふん慨がいしている。

「私、総長に抗議してみます！」

「まあまあ、落ち着いて」

　バルはあわてて彼女を止めた。

　今回の措置はバルを帝都の外に出すための理由づけに過ぎない。

　本来の目的が別にある以上、くつがえせるはずがなかった。

「ニエベちゃん、俺のために怒ってくれるのはうれしいけど、俺は納得したんだ」

「そ、そんな！」

　だから引き下がるべきだと暗に言われたと察したニエベは、もどかしそうにバルを見る。

「せっかくだから他の州の観光でも楽しんで来ようと思うんだよ。今まで行けなかったから、ある意味ラッキーさ」

　バルはおどけて右目をつぶってみせた。

「……わ、私を安心させようとそうおっしゃるんでしょうけど、私はごまかされませんからね！」

　ニエベは脱力しかけていたが、気を取りなおしてキッとバルをにらむ。

（頑固だな。それだけ心配されているってことなんだろうが）

　バルもニエベの気持ちはありがたい。

　しかし、今回の件は納得して引き下がってもらわなければならなかった。

　どうしようと思ったところで、ギルドのドアが開いて周囲の音が消える。

　奇妙に思ったニエベとバルが入り口を見ると、そこにはミーナが立っていた。

「邪魔するぞ」

「ヴィヴィヴィ、ヴィルヘミーナ様っ？」

　冷たい空気を放つ美しいエルフの姿に、ニエベが大きく叫ぶ。

（たしかにみんな黙るよ）

　バルは納得したものの、聞いてないぞという顔でミーナを見る。

　ミーナは都合上冷たい表情でバルを見た。

「貴様がバルだったな。バルトロメウス様のご命令だ。私が貴様を連れていく」

「え、どういうことでしょう？」

　バルは本気で疑問を口にする。

　ミーナが言うことは、誰の台本にも存在していないはずだった。

「バルトロメウス様は貴様が禁を破ってまで、子どもを助けたことに感心なさったようだ。貴様と会ってみたいとおっしゃった」

「は、はあ」

　バルがあいまいな返事をすると、ミーナはじろりと見る。

　エメラルドの瞳はバルではないと分からないくらいだが、微笑していた。

「まさか拒否はしないだろうな？」

「拒否権、あるんですか？」

　バルは流れに従うつもりで聞いてみた。

「私が認めない」

　ミーナは想定していた回答をする。

「お、お待ちください！」

　二人の会話に入ってきた勇者の名前はニエベといった。

「何だ？」

「い、いくら八神輝レーヴアテインに名を連ねる方だといっても、やっていいことと悪いことがあるはずです」

　ミーナの凍えるような視線を浴びても、ニエベは勇気を振り絞って発言する。

　ミーナはじっと彼女を見ていた。

（ああ、バル様と仲がいい女か。胆力もなかなか。さすが見る目がおありになるな）

　そして態度にこそ出さないが、ニエベのことを評価してさらにバルに感心する。

「貴様は八神輝レーヴアテインを勘違いしている。七級冒険者ごとき、我々は何もしない。ただバルトロメウス様は一目お会いしたいだけだ」
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「わ、わかりました。同行しましょう」

　バルは観念したと両手を上げた。

「バルさん！」

　ニエベが叫ぶが、彼は笑う。

「落ち着いてくれ、ニエベちゃん。ヴィルヘミーナ様が何か不当なことをおっしゃったか？」

「えっ？　……あっ」

　バルに指摘されてようやくニエベは、自分が早合点から暴走していたことに気づく。

「あ、あの、すみませんでした！」

　ニエベは耳まで真っ赤になり、大あわてでミーナに謝罪する。

「ふ、所属冒険者を守るために、この私に嚙かみつくか。イェレミニアスの奴やつ、なかなか気骨ある職員を使っているじゃないか」

　ミーナは笑って彼女を許した。

「今回は目をつぶろう。バルとやら、ついてこい」

「はい。ニエベちゃん、俺を心配してくれたのは分かるから、少し頭を冷やそう」

　ミーナの要求にバルは応え、真っ赤になってうつむいているニエベに声をかけてからギルドを後にする。

「……ヴィルヘミーナ様にニエベちゃんなんてことをって思ったけど、あっさり許してもらえたわね」

「やっぱりヴィルヘミーナ様、かっこよくて慈悲深くて素敵」

　女性職員たちがうっとりした顔で言う。

　バルの知り合いだからミーナの評価が甘くなったなど、彼らは知るよしもない。

「まあいきなり八神輝レーヴアテインが来たら、そりゃパニックになるよなあ」

　冒険者たちも職員たちも、ニエベに対して理解があった。

　一方でバルはと言うと、ミーナに転移魔術で彼女の自宅に連れてこられた段階で、彼女に意図を問いただす。

「どういうつもりだ、ミーナ？」

　若干表情がけわしくなっているバルに、ミーナは深々と頭を下げた。

「大変申し訳ございません！」

　頭をあげて彼女はやや早口に弁明する。

「皇帝がこうすることで、バル様に冒険者をつけやすくなると言ったもので」

「陛下が？　私は聞いていないが」

　バルが首をひねると、ミーナは言った。

「ええ。今日になって急に。何でもイェレミニアスが、バル様に興味を持たれた冒険者という設定があるほうが、他の冒険者に興味を持たれやすいと判断したそうです。特にリュディガー派かどうか、ふるいにかけるのに使えると」

「……そういう事情なら仕方ないな」

　バルは納得する。

《光の戦神》の知名度は高く、一般市民からの人気は非常に高い。

　その《光の戦神》にいい意味で目をつけられた冒険者がいれば、仲良くしておきたいと考える者が出てくるのはありえる話だ。

　そして《光の戦神》を快く思わない貴族は、だいたいがリュディガー皇子派である。

「自分の名前で自分を守ることになるのか」

　まるでマッチポンプじゃないかと思う。

「とてもよくできたお話ですね」

　バルは皮肉めいた展開に苦笑したのだが、ミーナは笑顔で称賛する。

「狙ってやったわけじゃないんだが」

　バルは一応否定したが、ミーナは気にしない。

「計算していなかったことでも、よい効果が生まれることは素晴らしいことですし、バル様がお持ちになっているものがもたらしたのですから、お喜びになってもよいのではないでしょうか？」

「そうだな。気にしても仕方ないか」

　バルは受け入れることにした。

「そう言えば私は具体的には、何をさせられることになっているんだ？　イェレミニアスの奴が説明してくれなかったのは、七級冒険者の扱いとしては間違っていないが事前に知っておきたいな。心臓に悪いのはごめんだ」

　彼の疑問にミーナが答える。

「ええ。何でもクレーフェベルク州になるようですよ」

「なるほど。ユーリヒ侯爵家の領地か。さらに例の大規模攻撃があった地域の一つだな」

　バルは理解できた。

　ユーリヒ侯爵は第一妃きさきの実家ノルト公爵の腹心とも言える存在である。

　ノルト公爵本人は皇位争いに関わる気はなさそうなため、腹心たちはユーリヒ侯爵のところに集まっている確率が高い。

「リュディガー皇子派はおそらく私が思っているより多いだろうが、クレーフェベルク州なら立地もいいな」

「ええ。適度に帝都から離れていて、なおかつ複数の州と隣接していて街道が発達しています」

　ミーナが賛同してくれる。

「ただ、リュディガー皇子派には他にも二人ほど侯爵がいたよな」

「主催を持ち回りにしている可能性はありますね」

　バルのつぶやきをミーナは拾い、さらに指摘した。

「ヘッセン子爵もユーリヒ侯爵の派閥だそうですよ」

「……まとめて片付けられたら最高だな」

　バルは相手がミーナだけなので正直に言う。

「状況次第では他の州に行く指示が出るかもしれません。幸い、各州のギルド支部長たちはイェレミニアスと懇こん意いだそうです」

　ミーナのこの情報はうれしい。

「助かるよ。七級冒険者として動く時は、ギルドの支援が欠かせないからな」

　とバルは言う。

　その気になれば支援なしでも動けるのだが、不審に思われてしまうだろう。

「あとは一緒に行くメンバーか」

「私も知りませんが、『鎧よろいを砕く戦せん斧ぷ』だけは外すように言っておきました」

　ミーナは若干の怒気を浮かべる。

　バルが殴られたことをまだ根に持っているようだ。

「そうだな。気まずいだろうしな」

　バルは同意する。

　彼は何とも思っていないのだが、『鎧を砕く戦斧』のほうがどう思っているかは分からない。

「どんな愚者でもバル様の威光に伏すと言いたいのですが、本物の愚者は何も理解できないようで」

　ミーナは不満と皮肉を織り交ぜる。

「貴族たちのことか」

　いやでもバルは分かってしまう。

「立派な貴族が多いのが救いだがな」

　そうでなければ帝国はもっと腐り、国力を落としているはずだ。

　大陸屈指と言われる国力を保てているのは、有能な貴族たちが多いからである。

「いずれにせよ、私は《光の戦神》にほめられたことにすればいいのだな」

「御意」

　ミーナは笑顔で返事をする。

「うだつのあがらない七級冒険者の肩書きとは、おさらばすることになりそうだな」

「もともとあまり成功していなかったような……」

　ちょっと残念そうに肩を落としたバルに、彼女はおそるおそる言った。

「そ、そうか？」

「少なくともニエベ、マヤ、エーファ、イェニー、ヘレナ、『鋼鉄の意思』の面子……これらを見るかぎり、うだつのあがらないとは言えないでしょう」

　心外そうなバルに、ミーナは微笑しながら告げる。

「ちょっと信頼する人が多すぎですね。バル様のお人柄やご威徳からすれば、当然の結果なのですが」

　ミーナの評価がやたらと高いのは今さらだから彼も気にしないが、普通の人たちの評価も高いのは計算違いだ。

「……まあ仕方ないか」

　バルは切り替える。

「力を隠すためとは言え、困っている人を見捨てるわけにはいかないし、わざと依頼を失敗するのもできないからな」

　彼なりに最善を目指した結果ならば、受け入れようと思う。

「戦闘力がない設定を用意していなければ、すでに五級になっていたかもしれません」

　ミーナの意見にバルはうなずく。

　戦闘ができるのであれば、それだけ昇級のチャンスが増えてしまうのだ。

「ああ。だからないことにしたんだ。おそらくは六級どまりになるだろう」

「だといいのですが」

　バルの予想を聞いたミーナは思わせぶりな反応をする。

「ん？　何かあるのか？」

　彼が首をひねると、彼女は満面の笑顔で話す。

「バル様のことですから、戦えないのに五級に昇格した史上初の冒険者になるのではないかと愚考いたします」

「……うれしそうに言われると反応に困る」

　バルはそう言って苦笑する。

「そうならないように、イェレミニアスに頼んでおこう。何なら不自然にならない程度に、ミーナが手柄を持って行ってくれ」

「私がですか」

　ミーナはあんまり気乗りしないという顔だった。

「それがご命令であれば従いますが」

　設定の都合とはいえ、バルから手柄を奪うという行為がいやらしい。

　歯切れがよくなかった。

「今のところ平凡な冒険者の暮らしは気に入っているんだ。できれば守りたい」

「かしこまりました」

　バルが重ねて頼むと、ミーナの顔に笑みが戻る。

　彼が気に入っている日常を守る、という構図でやる気になったようだ。

「まあ今回の任務的に、ミーナが持っていくのは最後になると思うが」

　バルの言葉にミーナは同意する。

「そうですね。途中で介入しては不審に思われるでしょう。ただ、特定の冒険者が何度も貴族の証拠を押さえるという展開もまた、疑念を持たれることになりそうですよね」

　ミーナの懸け念ねんはバルも理解できた。

「せいぜい二回くらいが限界だろうな。奴やつらもそこまで馬鹿じゃあるまい」

　それまでにできるだけ証拠を押さえたいところである。

「となると、一緒に行く冒険者次第になりそうだな。平民をさげすむ貴族に反感を持っているタイプが望ましい。私が頼まなくとも、進んで協力してくれるような。『闇やみを切り裂く剣けん』か『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』あたりがいいかな？」

　ミーナは無言でうなずいた。

（さてはどちらの冒険者パーティーも知らないな）

　とバルは感づいたが、彼女の性格上少しもおかしくない。

「数日待つしかないか。本来なら適度に依頼を受けて時間をつぶすところだが……七級冒険者にそんな度胸があるはずもないか」

　バルは退屈しそうだなと肩をすくめる。

「バル様のご威光に触れれば、たいがいの輩やからは普通に過ごすどころではないでしょうね。むしろ数日では足りないかもしれません」

　ミーナは真剣な顔で同意した。

　大げさだなと言っても不毛になるため、バルは苦笑しただけにとどまる。

　二人はそのあとは雑談に切り替え、夕食をともにしてバルは自宅へ戻った。




　冒険者ギルドからの使いの男性がバルの自宅にやってきたのは、四日目の朝だった。

　ミーナが朝に顔を見せなかったのは、彼女にも連絡がいっていたからかもしれない。

「十時ごろですね。分かりました。行きます」

　年下の使者に礼儀正しく答え、バルは遠征の準備をはじめる。

「水筒に水を入れて、あとは保存食かな」

　それをカバンに入れるとけっこうな荷物になるが、魔術具を持っているはずがない立場なのだから仕方なかった。

　テキパキと準備をして足早にギルドに到着すると、十人の男女がすでに来ている。

　男性たちは二十代後半くらい、女性たちは二十歳はたち前後だろうか。

「あ、バルさん」

　ニエベに気づき、それから十人の男女が彼のほうを振り返った。

「バル……彼がか」

「バルトロメウス様と面会できたって本当なのかね？」

「足手まといにならなきゃいいんだが」

　男たちがそう言う。

　敵意はないものの、友好的な感情も含まれていなかった。

「紹介しますね！」

　それを打ち消すようにニエベが大きめの声を出す。

「男性五人のパーティーが『希望とはためく旗』のみなさんです。そして女性五人のパーティーが『夜空の月桂樹』のみなさんです。どちらも二級パーティーですね」

「よろしくー」

　一人の女性が笑顔で手を振る。

「ああ、よろしく」

　バルはおだやかに応じた。

（『夜空の月桂樹』とは上う手まく付き合えそうだが）

　彼女たちは彼のことを何とも思っていないようである。

　ただ、『希望とはためく旗』のほうはお荷物が来たという顔だった。

（気持ちは分かるからな。適度に距離を保っておこう）

　目的のために彼らと決裂するわけにはいかない。

　特に素行が悪いと聞いたことはないため、気をつけていれば何とかなるだろう。

「初めまして、私はレナータよ。『夜空の月桂樹』のリーダーをやっているの」

　銀色の魔法の杖つえを持ち、紫色の大きな帽子をかぶった赤い髪の美女がそっと手を出してくる。

「バルさんって冒険者歴はどれくらいなの？」

「二十年近くになるかな」

　バルは握手をしながら答えた。

「へえ、じゃあ経験という点では頼りになりそうだ」

　槍やりを持った銀髪の美女がそう言う。

「あ、私はサーラだよ。よろしく」

　銀色の籠こ手てをはめた左手を軽く振ったため、バルは小さくうなずく。

「そろそろ本題に入ろうぜ」

『希望とはためく旗』の一人がイラついたような声を出す。

「分かりました」

　ニエベがわざとらしく咳せきばらいをして視線を集める。

「今回みなさんの目的地はクレーフェベルク州です。謎の魔物の大規模な襲撃以降、まだ混乱はおさまっていないようで、各種支援が主な目的になります」

「各種支援？　具体的には？」

　レナータが形の良い眉を動かし、疑問を口にした。

　ニエベが少し困った顔になる。

「具体的に何をするかというと、おそらく現地に到達してからギルド支部の指示をあおいでいただくことになります。ただ、人手不足なのは確実です」

「二級パーティーが二つも派遣されるくらいだからな。覚悟しておけってことか」

『希望とはためく旗』の一人が仕方なさそうに言った。

「帝都以外からも派遣されるのかい？」

　サーラが聞くとニエベがうなずく。

「一応、近隣の州から三級パーティーが送られているようです。危険が低いと判断された以上、距離がある帝都から人を送るのは最も余裕がある地域だからですね」

「一級は万が一の時に手放せないから、二級を送るってことかね」

　灰色の長いひげをはやし、茶色の帽子とローブという格好の老人魔法使いが皮肉のこもった言葉を放つ。

　ニエベが表情をくもらせたため、バルが口を開く。

「そもそも一級はまだ戻ってきてないんじゃないかな。現状すぐに動かすことができて、なおかつ信頼できるパーティーがあなたたちなんだろう」

「……口が上手いじゃないか」

　老人魔法使いは青い目をバルに向け、矛をおさめた。

「そう言われるとそういう気がしてきて、悪い気はしないわね」

　レナータがバルを見てにこりと微笑ほほえむ。

　ニエベはホッとし、目配せをしてバルに礼をする。

「バルさんがおっしゃった通りで、頼りになるのがあなたたちだとギルド総長が判断したのです」

「選んだのは総長なのか。あの伝説のイェレミニアス殿じゃあ仕方ない。期待に応えるしかないね」

　ニエベの発言を聞いた『希望とはためく旗』の一人がうれしそうな声を出す。

「イェレミニアス殿が関わっていたのか」

『夜空の月桂樹』たちも予想外という顔である。

（イェレミニアス、大物だものな）

　とバルは彼らの反応を見て感心していた。

「具体的な日程は決まっていないのね？」

　レナータの問いにニエベはうなずく。

「ええ。ある程度手伝ってもらい、状況を見て帰還要請が出ることになります」

「行き当たりばったりな感じが強くていやな予感がするな……」

『希望とはためく旗』の一人がぽつりとつぶやいたが、他のメンバーにたしなめられる。

「気持ちは分からんでもないが、イェレミニアス殿の采配なら文句は言えないぞ」

「同感だわ」

『夜空の月桂樹』のメンバーもそう言う。

　イェレミニアスの名前の威力を、ニエベとバルは実感させられる。

「ともかくよろしくお願いしますね」

　ニエベは少し早口で話をしめた。

「じゃあ情報交換でもしながら出発しましょうよ」

　レナータが笑顔で言い、ポンとバルの肩をたたく。

「そうだな。お互いの得手不得手を知らせておくべきだ」

『希望とはためく旗』のメンバーも応じる。

　彼らはギルドを出て、門の外に向かいながら会話をはじめ、その最後にバルが続く。







第五話　道中




「それでバルはやっぱり経験と知識くらいしか武器はなしか」

　と言ったのは『希望とはためく旗』のリーダー、アルバンが言う。

　二十九歳でオレンジ髪を短く切りそろえた、大きな盾を持った大男だ。

「バルトロメウス様と接点を持てたらしいが、旅の最中に役には立たないよな」

　アルバンはいやみのない口調だったため、ただの事実確認だろう。

「雑用はなるべくやるよ。それくらいしか役に立たないだろうし」

　バルは謙虚に下手に出る。

「まあそれくらいはやってもらわないとな」

　アルバンとは違い別の男はいやみな目で見てきたが、バルは受け流す。

　彼らは今馬車の中だった。

　クレーフェベルク州まではかなり距離があるため、日中は馬車を使うのが一般的となる。

　二台のうち一台は『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』、もう一台が『希望とはためく旗』とバルという構成だった。

　男六人が乗る馬車はけっこうせまい。

「どうせなら『夜空の月桂樹』と一緒がよかったんだけどな」

「仕方ない、人数が多すぎるんだから」

『希望とはためく旗』のメンバーが話すのはもっぱら雑談だった。

　全員がリラックスしていて、特異な依頼を不安に思っている気配はない。

（頼もしいかぎりじゃないか）

　バルは彼らのことを高めに評価する。

　ある程度は彼らにも手柄を立ててほしいため、彼らと上手くつき合っていくのもバルの任務となるだろう。

　アルバンはいい人だし、他のメンバーも気になるほど難がある性格ではない。

（人格に難がある奴やつは昇格させてないのかな）

　と冒険者ギルドの制度を考案した、イェレミニアスのことを思う。

「バルは子どもを助けて『鎧よろいを砕く戦せん斧ぷ』に殴られたんだって？　身から出た錆さびとは言いがたいよな」

　アルバンが同情的な視線を向けてくれる。

「ルール違反はルール違反だよ」

　バルは仕方ないと言うと、少しだけ見直したような空気が生まれた。

「なかなか見どころのある奴じゃないか」

「案外そのせいで昇格できなかったんじゃないの？」

　彼らは子どもを助けて違反し、さらに殴られた上に罰を与えられたのに誰も恨んでいない、バルの人格に感心したようだった。

「夜はどうする。俺たちは宿に泊まれるかぎりでは宿に泊まるが」

　夕方、馬車が町について降りたところでアルバンがたずねる。

「馬小屋かなあ」

　バルは答えた。

　町で宿に何泊もできるのは、金に余裕がある冒険者だけだ。

　七級冒険者は馬小屋や軒下などを無料で使わせてくれる人を探すしかない。

「俺たちもそこまで余裕があるわけじゃないから、あと一人分は無理だな」

　アルバンは親切だが甘くはなかった。

「当然だな」

　バルは応じる。

　周囲に誰もいなければちょっとぜいたくもできるため、実のところ気にしていない。

「私たちも五人部屋だからねえ」

　レナータが言うと、サーラもうなずく。

「バルはいい人そうだけど、さすがに会ったばかりの男性と雑ざ魚こ寝ねはちょっとね」

「当然だろう」

　バルは苦笑する。

「じゃあ明日の朝、北口の馬車乗り場のところで待ち合わせな」

　そう言って十人と別れた。

　バルは適当にぶらつき、馬小屋を持っている宿の亭主に話しかける。

「すみませんが、馬小屋で寝てもいいでしょうか？」

「あん？　冒険者かい？」

　中年の腹が出たスキンヘッドの男はじろじろとバルを見てうなずいた。

「まあいいだろう」

「ありがとうございます」

　バルはにこやかに礼を言って馬小屋にもぐり込む。

　馬たちは闖ちん入にゆう者しやの気配に気づくことすらなかったが、目撃者はいなかったため不審に思われることもなかった。

（意外とあっさり見つかってよかったな）

　と思う。

　けっこう大きな町なので、似たような依頼に慣れているのだろう。

　日が暮れたころ、かすかに空間が揺れる気配にバルは体を起こす。

「ミーナか」

「はい。……まさか本当に馬小屋で眠るおつもりですか？」

　バルのために夕飯を持ってきたミーナは、【防音魔術】を展開しながら驚きの声をあげる。

「使った跡がないとおかしく思われるだろうし、意外と悪くないものだぞ」

　バルはさわやかに答えた。

「そういうものなのですね」

　ミーナは立ち直ったらしく、彼に食べ物と飲み物が入った白い袋を渡す。

「一応、匂い消しの香草を使ってあります」

「ありがとう」

　バルが開けてみると、分厚いベーコンと野菜を大きなパンで挟んだものが二つ出る。

　本来ならば空腹を刺激する美う味まそうな匂いが広がるはずなのに、匂い消しの香草のせいで何ともない。

　飲み物の方はただの水のようだったが、一口飲んで違うと気づく。

「この水、甘くて美味いな。どこかの銘水か」

「はい。お気づきになられるとはさすがです。せっかくだからと思い、世界樹の湧き水を汲くんでまいりました」

　ミーナは得意そうに、そしてうれしそうに話す。

「世界樹の湧き水か……」

　金持ちが一度は飲んでみたいと大金をはたき、エルフから購入する高級嗜し好こう品ひんである。

　もっとも味は良く、健康にもいい効果があるため単に嗜好品とは片付けられない。

「ありがとう」

「美味しく召し上がっていただければ、幸いです」

　エルフのミーナならばたしかに無料で持って来られる。

　そう思ってバルは笑みをこぼす。

「ところで『夜空の月桂樹』と『希望とはためく旗』の連中はどうですか？」

　ミーナは真剣な口調である。

「実力に人格も備えているようだ。そうでないとイェレミニアスが昇格させないのかもしれない、と思った」

　バルは本当のところを話す。

「そうなのですか。イェレミニアス、意外と使えますね」

　ミーナはそんな評価を下した。

　伝説と言われる功績を持つイェレミニアスにこのような態度をとるのは、彼女と一部の貴族くらいのものだろう。

「ただ、現地がどうなっているかが気になるな」

「よろしければ私が見てまいりましょうか？」

　バルの意見を聞いたミーナがそう申し出る。

「貴族に感づかれない範囲で頼めるか。ズルをするようだが、多くの人の運命がかかっているからな」

「かしこまりました」

　バルは迷わず依頼し、ミーナは即座に引き受けた。

「急げば明日、明後日あさつてにはある程度集められると思います」

「気持ちはありがたいが、陛下の要請を無視したり後回しにするのはダメだぞ」

　張り切るミーナにバルは念のためくぎを刺す。

「……はい」

　返事に一瞬間があったため、彼は確認しておいてよかったと感じる。

「陛下はずいぶんと弱気だったが、まさかリュディガー皇子派につきそうな八神輝レーヴアテインがいるのか？」

　バルはふと浮かんだ疑問を口にする。

「あの男が弱気なのはいつものことだと存じますが」

　ミーナは皇帝に辛らつな評価を下し、小首をひねった。

「何ならイングウェイやヴィリー、ギーゼルヘールあたりがどう思っているのか、さぐってみましょうか？」

「……それとなく人の考えをさぐるのは、お前に向いていないだろう。クロードか宰相殿あたりに任せた方がいい」

　ミーナの申し出を却下し、バルは代案を口にする。

　ミーナほど話術の巧みさから対極にいる存在は、めったにいないと彼は思うからだ。

「分かりました。やめておきます」

　ミーナも怒らず素直に聞き入れる。

「それに私とバル様なら、二対六でも勝てますし」

「クロードは入れてやれ」

　彼女の発言を聞いてバルは苦笑した。

「あと、シドーニエとマヌエルがリュディガー皇子派につくことはないはずだぞ」

　バルが話すとミーナはうなずいた。

「最悪でも三対三ですか。クロードじゃ無理でしょうけど、私だけで何とでもできますね。バル様のお手をわずらわせる事態にはならないかと」

「まず最悪の発想をやめようか」

　どうやらミーナは内心イライラしているらしいとバルは推測する。

（俺が皇位争いに絡められたことが気に入らないんだな）

　と理由も予想できる。

　三対三という構図であれば何もバルをかつぎ出す必要はない。

　バルが納得しているため、抑え込もうと努力している。

「少し頭を冷やせ。やられすぎても困るからな」

　バルはそう言った。

　ミーナが怒りに任せて暴れるとなると、関係ない被害がどれだけ出てしまうか、想像するだけでもおそろしい。

「……はい」

　ミーナはしゅんとなって小さな声で返事をする。

「あまり長時間、音が消えていても不自然だ。今日のところは戻ってくれ」

「はい」

　ミーナは少し名残惜しそうにしながら、【防音魔術】を解除して帰っていく。

　復活した周囲の虫の鳴き声を子守歌代わりにし、バルは眠りについた。

『夜空の月桂樹』や『希望とはためく旗』と合流して再び出発する。

　道中、いろいろと話をしていたが話題は少しずつなくなっていき、沈黙の時間が増えてきた。

「へえ、アルバンの故郷は南なんだね」

「ああ、そうだよ。田舎いなか生まれだから、初めて帝都に来た時は驚いたなあ。もっとも、意外と華やかじゃなかったけどね」

　バルに聞かれるまま、アルバンはぺらぺら話す。

　彼が最もバルと打ち解けた人間だろう。

「そうだね。俺も意外だったよ」

　バルの言葉にアルバンは興味を示した。

「おや、君は帝都の出身じゃないのかい？」

「うん。地方の田舎の生まれなんだ。訳あって帝都にたどりついただけでね」

　バルは本当のことを話す。

　別に隠していることではなく、冒険者としての顔を知らない者たちもけっこう知っている。

「苦労したんだな」

　同情してくれるアルバンにバルは白い歯を見せた。

「それはお互いさまじゃないかな。二級に駆け上がるまで、大変だっただろう？」

「まあな。人並みには苦労したね」

　アルバンはひかえめな態度をとる。

　ここで自慢が始まらないあたり、彼はいい男だ。

　バルはそう思う。

「一級には上がりたいと狙っているのかい？」

　バルの問いにアルバンはうなずいた。

「そうだよ。一級になれば特典が増えると聞いているからね」

「ああ。一等エリアに屋敷を買えて、貴族たちと接点も生まれるそうだね」

　バルは知っている一部を言う。

　この程度であれば七級でも聞いたことがある話だ。

「貴族と会ってみたいのかい？」

　バルはごく自然にさぐりを入れる。

　イェレミニアスが選んだ男たちだから大丈夫だと信じているが、調べる機会をフイにすることもないだろう。

「ああ。貴族にして八神輝レーヴアテインの一角でもあらせられるクロード様に、一度はお会いしてみたいと思っているんだ」

　アルバンはにこやかに答える。

　あこがれの人物について話す様子だった。

「へえ、君はクロード様のファンなのかい？」

「ああ、俺だけじゃなくて『希望とはためく旗』のメンバー全員がね」

　アルバンがバルに返事すると、他のメンバーが一斉にうなずく。

「クロード様は貴族なのに平民にも優しい立派なお方だと聞いてはいたけど」

　バルはそう言った。

（クロードにあこがれる冒険者、実物を見たのは初めてだな）

　クロードが好かれることに違和感はない。

（今度教えようかな）

　とバルは思う。

　クロードはおそらく喜び、誇りに思うだろう。

　伝え甲斐がいがあるというものだ。

「バルは帝都に住んで長いんだよな。八神輝レーヴアテインの方々とお会いしたことはあったりするのか？」

　アルバンの問いにバルは苦笑を殺す。

「いや、ないよ。最近ヴィルヘミーナ様とバルトロメウス様にお会いする機会があったけど、それだけだ」

「バルトロメウス様に会えたのはうらやましいな」

『希望とはためく旗』の一人、トーマが言う。

「ヴィルヘミーナ様もうらやましいぜ。すげえ美人なんだろ」

「美形揃ぞろいのエルフの中でも一番の美女で、もちろん帝国ナンバーワンの美形らしいからな、ヴィルヘミーナ様は」

　別の一人が合いの手を入れる。

　そこからミーナを称たたえる話がはじまった。

（……ミーナに聞かせられないな、これは）

　バルはひそかに思う。

　彼も男だからそういう話については理解があるが、ミーナにしてみればおそらく一番きらいな内容だろう。

　そこから好みの女性のタイプになり、当然のようにバルも聞かれる。

「俺のタイプ？　うーん、支えてくれる人かな。ほら、俺は頼りないし」

　もちろん七級として無難な回答を選んだのだ。

「自覚はあるのか」

『希望とはためく旗』の一人がそう言ったが、いやみな口調ではない。

「バルはほら、ニエベちゃんと仲いいよな」

「ニエベちゃん、かわいいよな！　まだ若いけど優秀だからって昇進して給料もいいらしいぞ。しかも性格もいい！」

　男たちは次にニエベで盛り上がる。

「ニエベちゃんとバルってぶっちゃけどうなんだ？」

「妹みたいなものかな」

　バルは正直に答えた。

「くっ、何か微妙に悔しい」

「そうだな。持っている男の余裕を感じるぞ……」

「まさか七級相手に敗北感を持つ日が来るとは」

　なぜか『希望とはためく旗』のメンバーは、アルバンを除いてけっこう本気で悔しがっているようだった。

（なぜかって言うか、それだけニエベがモテるということか）

　とバルは判断する。

　ニエベは気立てがよく、面倒見もよく、誰に対しても親切だ。

（たしかにいい子だし、幸せになってほしいな）

　つまらない男に引っかかってほしくないという気持ちは理解できる。

　しかし、ニエベはしっかり者だし下手に恋愛について口出しをされたくないだろうなとも思う。

「君たちは『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』とはどうなんだい？」

　バルはついでとばかりに聞いてみた。

『夜空の月桂樹』は全員女性で美人揃いである。

　等級が同じということは、冒険者としての実力や収入もつりあいが取れているということだ。

　同業者だからわかることも多いだろうし、恋愛相手としては悪くないのではないだろうか。

「あいつらか」

　ところがアルバンを除いた四人の顔が暗くなる。

　どうも『夜空の月桂樹』のことを恋愛対象としては見ていないらしい。

「ダメなのか？」

「バルはあいつら知らないだろう？」

「しばらく付き合うことになるか、いやでもわかるぜ」

　バルに対して『希望とはためく旗』の面々は思わせぶりな言い方をする。

　怪け訝げんに思ったバルだが、意外とその時は早く来た。

　日程の都合上、野宿する必要が出てきたのである。

「この人数だからめったなことはないだろうが、馬を狙って魔物が来るのには警戒しないとな」

「川があるから水は確保できるし、あとは焚たき火びをして交代で見張りをやればいいだろう」

　経験豊富なメンバーがそろっているだけに、バルが口をはさむ余地がない。

　ただ、燃料になりそうな木を集めたり、水をろ過したりといった雑用をこなす。

「さすがに手際がいいわね、バルさん」

　レナータが興味深そうに見る。

「守ってもらっているから、せめて雑用くらいはやらないとね」

　バルはそう言って、テキパキと草を摘んでいく。

「あれ、その草はどうするの？　あまり見覚えがないけど」

「軽く火にあぶると香ばしい匂いが出るんだ。味気ない保存食を美お味いしいものに変える、素敵な魔術の源だよ」

「へええ、知らなかった」

　バルの説明を聞いた『夜空の月桂樹』のメンバーが寄ってきて、彼の手にある草をまじまじと見つめた。

「詳しいの、草に？」

「まあね。詳しくなれば仕事が増えるし」

　レナータの問いにバルは応える。

「ふうん。知識は大したものじゃない」

　シーナという女性がうなった。

「あとよければお茶も淹いれようか。まあ厳密にはお茶じゃないかもだけど」

「あ、じゃあお願い。ただの水じゃ味気ないものねえ」

　バルが聞くと、レナータが両手を軽く叩たたいて頼む。

「分かった。人数分を用意するよ」

　バルはそう言って花を摘んでいく。

　二級冒険者たちだけあり魔術具で食器類を持ち運びしているのだ。

（本当は乾燥させたもののほうがいいんだが）

　とは思っても言わない。

　旅の最中にできるはずもないぜいたくだからだ。

　そして器具を使って人数分のお茶をカップに淹れて配る。

　バルのものは水に強い植物の葉を使った、即製のものだ。

「へえ、そうやって食器も作れるのね」

『夜空の月桂樹』のメンバーはバルがやることに逐ちく一いち感心している。

「今は魔術具を使えるけど、駆け出しのころはきつかったよねえ」

「本当にね。私たちはレナータがいたからまだマシだったけど」

　彼女たちはどこか昔をなつかしんでいるようだった。

「たしかに駆け出しのころにバルがいてくれたら、なんて思えてしまうね」

　アルバンがお茶を美味そうに飲みながら同意する。

　彼ら十一人は輪になって焚火を囲っていた。

　夜空の下で焚火に当たるというのは、情緒的だなとバルは思う。

「本当だな。バルはどこかに入ろうと思わなかったのか？　六級や五級冒険者なら、ほしがるんじゃないのか？」

『希望とはためく旗』の一人が疑問をぶつけると、残りの視線がバルに集中する。

　どうやらみなが似たようなことを考えたらしい。

（おや、ちょっとやりすぎたか？）

　バルは能力を見せすぎてしまったかと一瞬疑問を持つ。

　しかし、考えてみれば雑用係としてしか評価されていないはずである。

「そうは言ってもなあ。俺は雑用しかできないから、上を目指したいパーティーにしてみれば、足手まといにしかならないよ」

　バルは困った顔をして言った。

「それだったら一人のほうが気楽でいい」

「……まあ人数がいたら考え方にズレが出てくるものね」

　レナータが理解を示す。

「報酬の分配で揉もめることもあるぜ。貢献度とか活躍って、目に見えるものだけで決まらないのに、決めるしかないからな」

　アルバンも話に参加する。

（彼らも苦労しているのだな）

　とバルは感じた。

　彼らの言葉にはそれだけのものがうかがえたのだ。

「ところで見張りはどうする？　二人一組だと一人余るわね」

　レナータが不意に今日の夜の話題を振る。

「俺は一人でもいいけど」

　バルが言うと、全員が反対した。

「一番弱い奴やつを一人にしておけないだろ」

「そうよねえ」

　あまり仲良くなさそうな『希望とはためく旗』と『夜空の月桂樹』のメンバーも、この時ばかりは団結する。

　バルは面白かったが、ここで吹き出すわけにもいかない。

「バルさんは私と見張りしない？」

　と手を挙げたのはレナータだった。

「俺はいいけど」

「そっちは二人と三人で分ければいいでしょう」

　レナータはちらりと『希望とはためく旗』を見る。

「そうだな。そうさせてもらおうか」

　アルバンが何か言いたそうな仲間を目で抑えて答えた。

「あとは見張りをする順番だが」

「一番安全だろう最初のタイミングにバルとレナータを持ってくるべきだ。何かあっても誰かがすぐ起きられる」

『希望とはためく旗』の一人がそう提案する。

「それはそうだが、二人に異論はないか？」

「ありがたいね。俺一人じゃレナータを守れないだろうし」

　バルが笑顔で言うと、レナータも同意した。

「バルさんがいいなら、私もかまわないわ」

「じゃあ決まりだな。あとの順番だが……」

　アルバンが中心となって決めていく。

「今回は人数が多いからな。一人あたり二時間程度でいいだろう。バルは【時計】を持っているか？」

　アルバンの問いにバルが首を横に振ると、レナータが横から口を挟む。

「私が持っているわ」

「じゃあ問題はないな」

　テキパキと話が進み、レナータとバル以外の面子はそそくさと寝袋を用意して眠ってしまった。

「二人きりになれたわね」

　レナータは意味ありげなことを言うとバルの右隣に座る。

「……狙いは何なんだ？」

　バルは平へい坦たんな声で問いかけた。

　レナータが彼に好意を見せて距離を詰めようとしていることは気づいているが、理由までは分からない。

「あら、素敵な男性だと思ったからよ」

　レナータの声は甘く、流し目は色っぽかった。

　純情な男や女好きならば理性を吹き飛ばされていたかもしれないが、バルにはまったく通用しない。

「その言葉を信じられるほど、うぬぼれてはいないなあ」

　バルは笑う。

　レナータは自尊心が傷つけられたのか、少しムッとする。

　ただ、すぐにその感情を消して肩をすくめた。

「降参ね。こう見えても魅力には多少の自信があったのに、バルさんったら全然なびいてくれないんだもの」

「レナータは魅力的だよ」

　バルは何となくそう言いたかった。

　これはうそではない。

　レナータは美人で色気もあり、男ならば放っておかないだろうと思わせる魅力がある。

　それだけでどうにかできるほど、バルの精神は未成熟ではないだけだ。

「……あなたにはかなわないわね」

　レナータはバルが世辞を言ったわけではないと気づいたらしく、苦笑して夜空をあおぎ見る。

「私、バルトロメウス様とヴィルヘミーナ様にあこがれているの」

　不意に彼女はぽつりと言った。

「だからお二人とお会いしたあなたに興味を持ったの。もしかしたらあなたと仲良くしていれば、お二人と接点を持つチャンスが生まれるかもしれないと思って」

「そうか」

　冒険者が、それも七級が八神輝レーヴアテインと会うというのは非常に異例である。

　それを今回の任務に利用するというのがイェレミニアスたちの計画だったが、このような副次的な効果が生まれるとは、誰も予想しなかっただろう。

　バルも頭を突然殴られたような衝撃を受けた。

「それにしても、バルさんは不思議ね。さえない冒険者という割に、しっかりとした自分を持っているみたい。何だか、誰にも負けない自信と武器を持っている感じ」

　レナータの言葉にバルはぎくりとする。

（さすがに二級ともなると、鋭いのか）

　バルが落ち着いていて自信がある理由など、今さら言うまでもない。

（それとも女の勘かな。女の勘はおそろしいと師匠やオットーも言っていたからな）

　自分を育ててくれた師匠と、兄弟同然ですごした幼おさな馴な染じみの言葉を思い出す。

　彼ら二人はどちらも既婚者で、詳しくは話さないものの女性のおそろしさと賢さに触れる機会があったらしい。

「気のせいだろう」

　バルがおだやかに言うと、レナータは微笑する。

「そうね。全然あわてないのね。探られたくない点を突かれた人の態度じゃないわ」

　彼女はどうやらバルの個性だと解釈してくれたようだ。

（やれやれ危なかったな）

　とバルは安あん堵どする。

　黙っていては心理を見抜かれるかもしれないと思い、彼は話題を振ってみた。

「バルトロメウス様とヴィルヘミーナ様にあこがれるきっかけって、いったい何があったんだい？」

「そうねえ」

　レナータは少し迷ったのち口を開く。

「数年前のことだったわ」

　彼女は遠くを見る目で過去を振り返った。

「当時、私たちはまだ駆け出して弱かったわ」

　彼女の声にはなつかしむ響きがある。

「私たちはゴブリンの群れを倒して、巣を焼いたまではよかったものの、共生していたスライムに気づかなくてね」

　そして自じ嘲ちよう気味のものに変わった。

（ああ、あの時の）

　バルはようやく思い出した。

　駆け出しらしい五人の少女たちが、スライムに囚とらわれて服を溶かされている場面に遭遇したことがある。

（名前を聞かなかったし、大人になったから気づかなかった）

　言われてみれば面影があるなとバルは感じた。

　スライムは弱そうな外見とは裏腹に、たいていの物質を溶かして自分の養分に変えてしまうおそろしい魔物だ。

「スライムってたしか三級に指定されているおそろしい奴だよな」

「ええ、そうよ」

　バルの言葉にレナータはうなずく。

「上級魔術なら難なく倒せるから意外と等級は低いけど、そうじゃなかったら一級かそれ以上というおそろしい奴」

　レナータは思い出したように体を震わせる。

「バルトロメウス様が駆けつけて、スライムを瞬殺してくれたの」

　スライムくらいもちろん《光の戦せん神しん》の敵ではない。

「そして私たちの姿に気づいたあの方は、ヴィルヘミーナ様を連れてきて助けてくれたの。とても強くてかっこよくて、紳士的だったわ」

　そう話すレナータの顔は恋する乙女そのもので、声もうっとりとしている。

「そっか」

　バルは表面に感情を出さずに相あい槌づちを打つ。

　そして疑問を口にする。

「それだとバルトロメウス様だけじゃないかな？」

　ミーナはどうしたというのが彼の率直なところだった。

「ヴィルヘミーナ様はものすごく強くて、ものすごく美人で、周囲に媚こびない凜りんとした態度が最高に素敵」

「そうなんだ」

　外から見ている人にミーナはそう映るのか、とバルは新鮮な気持ちで聞く。

「バルトロメウス様に会ってお礼を言うのが、当面の目標なの」

　素敵な笑顔で言うレナータに、バルの罪悪感が刺激される。

（気づいていなかったとは言え、何か悪いことをしたな）

　自分がバルトロメウスと同一人物だと明かすわけにはいかないのだから仕方ないのだが。

「会えるといいな」

「ええ。ありがとう」

　レナータはとてもきれいな笑顔で礼を言った。

　それっきり会話はとぎれ、何も起こらない退屈な時間が過ぎて、バルとレナータの番は終わり、彼らは交代で眠りにつく。







第六話　クレーフェベルク州




　バルたちは予定通りクレーフェベルク州へと入り、州都クレーフェについた。

　時間は昼過ぎである。

「何とかついたか。問題はここからだが」

　アルバンの言葉にレナータがうなずく。

「クレーフェベルク州と言っても広いものね。たった十一人じゃできることはかぎられているだろうし、やっぱりまずはギルド支部に行かなきゃ」

　そうして彼らは冒険者ギルド支部に向かう。

　クレーフェにあるギルド支部は、青い屋根のなかなか立派な新しい印象を与える石造りの建物だった。

「ごめんください。帝都より派遣されてきた者ですが」

　中に入ってまずアルバンが代表して話しかける。

　建物にいた冒険者たちが彼の言葉に反応し、一行をじろじろと見た。

　レナータたち『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』を見て男たちは口笛を吹く。

　レナータたちは程度の低い反応に無視を決め込む。

「帝都から？　とすると『希望とはためく旗』、『夜空の月桂樹』にバルという方の全部で十一人だとうかがっていますが」

　若い眼鏡をかけた茶髪の几き帳ちよう面めんそうな男性受付が、注意深く観察しているようなまなざしを向けながら話す。

　けっこうハンサムな男性だった。

（うん？　一級冒険者くらいの強さはあるな）

　とバルは一瞬で看破したが、気づかないふりをする。

「ええ、そうです。全員揃そろっています」

　アルバンが答えた。

　受付の男性は青い目を光らせてうなずく。

「遠路はるばるご苦労様です。ご助力感謝いたします。ここクレーフェはだいぶ安定してきたのですが、まだまだ人手が足りない地域がありまして」

「そこに我々が行けばいいのですか？」

　レナータが問いかけると、男性は首を横に振る。

「いえ、そこには土地勘がある冒険者にお願いしましょう。みなさまにはこのクレーフェ周辺をお手伝いいただければと思います」

「土地勘がないのはどこでも同じですが……」

　アルバンが怪け訝げんそうに言うと、男性はきっぱりと言った。

「帝都よりわざわざお越しいただいたのに、さらに移動などのご負担をかけるわけにもいきません。少しでもよい宿を手配させていただきます」

　男性は譲れない一線だとばかりに、しっかり主張してくる。

「仕事だから気にしなくていいんだが」

「まあもらえるものはもらっておきましょう」

　アルバンは苦笑し、レナータは微笑した。

「ありがとうございます。『夜空の月桂樹』は『豊ほう穣じようの土亭』、『希望とはためく旗』は『風に揺れる花亭』を確保しております。前者はここを出て右手に曲がってすぐ、後者は左手に曲がって二分ほど歩いたところにございます」

　男性はそう説明し、さらに付け加える。

「依頼は明日からお願いいたします。本日は宿で旅の疲れを落としてくださいませ」

「わかった。厚意に甘えさせてもらいます」

「さすがイェレミニアス総長の案件、話せるじゃない」

『夜空の月桂樹』も『希望とはためく旗』も、うれしそうに言った。

「さっきの受付の人、かなりイケメンだったわね」

「ギルド職員にしては珍しいわね」

『夜空の月桂樹』たちのそんな会話がバルの耳に届く。

　彼らが出ていくと名前を呼ばれなかったバル一人がぽつんと残る。

「あのう、俺はどうすればいいですか？」

　バルが聞くと受付の男性はにこやかに答える。

「はい。あなたは『こがらし亭』でいいだろうと、イェレミニアス総長から指示が出ています」

「そうですか」

　二級冒険者と七級冒険者が同じ宿に泊まるわけにはいかないため、バルは納得して受け入れる。

（二級だと何かの拍子で気づく可能性があるから、あまりミーナは呼べないしな）

　おかげで今回の旅はあまりミーナが来ていない。

　ミーナが本気でやれば二級冒険者くらいどうにでもできるのだろうが、火急の事態ではないとバルが断ったのだ。

「その宿にはどう行けばいいのですか？」

　バルが聞くと男性はにこやかに答える。

「ここを出て右に曲がり、まっすぐに進むと看板が見えます。徒歩で七、八分くらいは歩きますね」

　どうやら上級冒険者用の宿は支部から近くなるらしい。

　そういう仕組みになっている都市は多いため、今さらだった。

「分かりました、ありがとうございます」

「バルさんは何でも訳アリとのことですが」

　男性は笑みを消して鋭く観察する表情に変わる。

「はい。言い訳はしません」

　バルは笑顔で、そして腰を低くして言う。

　それを見た男性はすぐに柔にゆう和わな笑顔に戻る。

「ふむ。……反省し、罰も受け入れている。等級こそ低いが、そう悪い冒険者ではないという通達どおりの方のようですね」

「はあ」

　バルは何が何だか分からないという顔をした。

（観察の仕方といい、ただの受付じゃないな。やっぱりこの男こそが）

　と内心で受付の正体に気づく。

「何が何だか分からないという顔をしていらっしゃいますね。私はここのギルド支部の長おさ、デニスと申します」

「ええっ？」

　バルはわざとらしくならないように注意しつつ、精いっぱい驚いてみせた。

「驚かれるのは無理ないですね。しかし、支部長の私が受付の真ま似ね事ごとをしたのには理由があるのです」

「は、はあ」

　デニスの言葉にバルはまだよく分からない、という顔を作る。

「あなたですよ。皇帝陛下のご意思に沿って禁止令を出したのに、子どものためとは言えそれを破ったお人。罰は与えられたと聞いても、私の立場上そうかですませるわけにもいかなかったのです」

　そうだろうなとバルは思ったが、とりあえず恐縮したように頭を下げた。

「ごめんなさい」

「……あなたはそういう人なのですね。安心しました。七級だが、評価はけっこう高いという文面がつけられていたのも、少し分かる気がします」

　デニスはそう言って微笑ほほえむ。

（どうやら警戒は解かれ、評価されたようだ）

　バルはこの都市での最初の難関を突破できたと判断する。

　教えられた宿は古い木造のひなびた小さな宿だった。

「いらっしゃい。見ねえ顔だな」

　白しら髪が頭の小柄な老人が受付の向こうで、じろりと愛想のない視線を向ける。

「うん。州の外から来たんだ。しばらく厄介になりたい」

「ああ。何でも帝都から人がくるってうわさがあったな。あんたもか？」

　知っているのならば話は早いと、バルがうなずくと老人はふんと鼻を鳴らす。

「もっともこんな安宿に来るなんて、大した奴やつじゃなさそうだな」

「まあね」

　バルが薄く笑って同意すると、老人はもう一度鼻を鳴らした。

「ここは寝るだけだ。飯は自分で調達してくれ。そのかわり、一泊千トゥーラだ」

「安いですね」

　バルが目を丸くすれば老人はどこかさびしそうに言う。

「それだけが取とり柄えの宿になっちまった。かみさんが生きてたころは、美う味まい料理を食わせてやれたんだがな」

　料理上手な夫人がいなくなったため、寝床を提供するだけの施設になったというわけだ。

　老人はもう一度バルを見たが、先ほどより視線がやわらかい。

「余計なことを言わん程度のことはできるようだな。右隣にある店は朝から飯を提供していて、値段のわりに量もあって美味いぞ」

　そう言ってしわだらけの手で握ったカギを差し出す。

「ありがとうございます」

　情報提供してもらった礼を言ってバルはカギに書いてある番号の部屋を探す。

　宿は二階建てで客室は二階しかないのだから、大した労力ではない。

　部屋は掃除が行き届いているようではあったが、古くて狭くベッドも仕立てが悪そうだ。

（さてと……）

　ここからどう動くべきかバルは迷う。

　やるべきことは明確なのだが、目的を達成する条件をそろえるために何をしようかというのが、当面の課題だ。

　そっと気配を探ってみるが、『夜空の月桂樹』も『希望とはためく旗』も宿から出てきそうにない。

　そこで魔術具を使ってミーナに連絡をとる。

「バル様、今は平気なのでしょうか？」

「ああ。調査報告を頼みたいんだが」

　バルが要望を出すと、ミーナはその前に確認してくる。

「そちらに赴おもむいてもかまわないでしょうか？」

　少し予想外の展開にバルはちょっとだけ考えた。

　通信魔術具を使っているだけのほうが、ごまかしやすいのは事実である。

　しかし、ミーナ自身が来るのであれば別のごまかし方もできるのではないかと思う。

「いいが、もしもの場合はごまかしを手伝ってもらうぞ」

「もちろんです」

　ミーナはどこかうれしそうな声で答え、通信が途切れる。

　そして次の瞬間、彼女は彼の部屋に転移してきた。

　見る者が見れば、彼女は見えない尻尾を振っていることだろう。

「こちらにお泊まりになるのですか」

「趣おもむきがあるいい宿だろう？」

　バルが言うと、ミーナはこくりとうなずく。

「バル様の趣味は渋くて素敵ですね」

　ほめ言葉が返ってきたが、バルは儀礼として受け取る。

「それでクレーフェベルク州というか、ユーリヒ侯爵についてなんだが、どんな情報が集まった？」

　バルはさっそく本題を切り出す。

「他の侯爵とここ数日で何回も会っているようです。集まる時は魔術具を使い、馬車を使っていませんね。人目を忍んでいるのでしょう。無理はないようにとのことでしたので、どのような会話をしたのかは把握していません」

　ミーナはさらりと魔術具の使用を探知していたことを示すが、バルは今さら驚かない。

「それでいい。侯爵以外の面メン子ツは分からないか？」

「クラリー伯爵、ヘッセン子爵は確認しております」

　ミーナの返答にバルは顔をしかめる。

「どちらも評判がよくない奴らだな」

「類は友を呼ぶ。人間は上手な表現を発見するものです」

　と言ってミーナは彼の感想を支持した。

「近づくならヘッセン子爵のほうがいいのだが……」

「冒険者としてなら爵位が低いほうが、難易度が下がりますものね。もっとも近くに屋敷があるのはクラリー伯爵ですが」

　ミーナはエメラルドのような瞳を向ける。

「同行者には『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』がいましたね。クラリー伯爵は女好きらしいですし、彼女たちに近づかせるというのはどうでしょう？」

「ダメだ」

　バルは即座に却下し、けわしい顔で理由を話す。

「伯爵、それも侯爵と密接な関係がある相手なんだから、危険な橋を渡らせるわけにはいかない」

「分かりました。別の案を考えましょう」

　ミーナは思いついたから言ったみただけのようで、未練なく自分の案をあきらめる。

「他の依頼を受けた結果、騎士団が動くような貴族の秘密を知ってしまうという展開が望ましいな」

　バルは理想を口にする。

　難しいと分かっているが、できるだけ近づけたい。

「それだとユーリヒ侯爵は狙えませんね。奴はあまり悪らつではないみたいですから。民想おもいとは言えませんが、税と労働力を生む道具をむやみに壊すのもばかばかしいという考えのようですが」

「内心どう思っていようが、民をしいたげないなら悪い領主ではないな」

　とバルは言った。

　その点彼は公正でありたいと思う。

「もっとも民にとって善良でもリュディガー皇子派という時点で、看過するわけにはいかないが」

「御意」

　ミーナはうなずいてから提案する。

「狙いやすいとすれば、カロリング侯爵でしょう」

　名前が出ただけでバルは顔をしかめた。

「たしかに奴は叩けばホコリが出るどころか、ホコリまみれな可能性があるな。奴も来ているのか」

　バルは意外さを隠せない。

「資金力は潤じゆん沢たくで、ユーリヒ侯爵も無下にはできなかったのやもしれませんね」

　ミーナは皮肉な口調で言う。

「その分、警戒しているかもしれませんが」

「警戒していると言っても、宰さい相しようや騎士団、国軍をだろうな。平民の冒険者なんて歯牙にもかけないだろう」

　バルは怒りを込めて言う。

　皇帝の目が光っているせいであまりあこぎなことはできないが、それでも帝国は広くすみずみまで監視は行き届かない。

「伯爵や子爵に頼んで、いろいろと調達しているみたいですよ」

　ミーナが軽けい蔑べつの色を込めてバルに言う。

「……何をやっているかを調べるのが先だな」

　バルは怒りを理性で抑える。

「どうせろくでもないことだろうが、先入観だけで動くのは危険だ」

「御意」

　ミーナがうなずくと彼は言った。

「『夜空の月桂樹』にそんなことはさせないと言ったが、カロリングがこの州でも動いているのなら、向こうから手を出してくる可能性はあるな」

　カロリング侯爵は女の敵のような男である。

『夜空の月桂樹』の存在を知って、放置するとは思えない。

「私が動ければよいのですが」

　ミーナはバルをうかがうように見る。

「ミーナはユーリヒ侯爵をどうにかするまで取っておきたいんだよな。一応気をつけてもらってもいいか」

「かしこまりました」

　バルの頼みにミーナは快く答えた。

「バル様はこの後、どうなさるのですか？」

「俺はしがない七級だぞ。今日も仕事しなきゃ食えないよ」

　バルはいたずらっぽく笑うと、ミーナもクスッとする。

　そして二人は同時にピクリとしたのは、誰かがこの宿に入ってくる気配を拾ったからだ。

「残念ですが私はこの辺で失礼いたします」

　ミーナは残念そうに言って、一礼して姿を消す。

　もともと気配は殺していたため、姿を目撃されないかぎりバル以外に誰かがいたと気づかれないだろう。

　気配の主はレナータだとバルはすでに気づいている。

（まっすぐこちらに向かっているな。何の用だろう？）

　怪け訝げんに思っていると、部屋のドアは遠慮がちにノックされた。

「はい？　どちらさま？」

　バルは何も知らない不思議そうな声を出す。

「レナータよ。少しいいかしら」

「どうぞ」

　バルの許可を得てレナータが入ってくる。

「どんな用かな？」

「あなた、よければ私たちと行動しない？　ここでどういう仕事をするのか、あてはないのでしょう？」

　レナータはまっすぐに彼を見つめた。

　本気で言っているのだと察したバルは首を横に振る。

「ありがたいけど、遠慮させてほしい。俺がここで単独行動するのは、罰の一環でもあるんだ。二級冒険者と仲良くなるのもほどほどにしておかないとね」

「そんなのしつけの悪いガキのせいでしょ」

　レナータが不満を口にしたため、バルは優しく言った。

「それは子どものしつけをしない親の責任であって、していいことと悪いことを教えてもらえなかった子どものせいにするのは酷こくだよ」

　レナータはムッとした顔で黙る。

「それに君みたいな魅力的な女性が、一人で男の部屋に来るのは自重したほうがいいよ」

「あら、そんな心配ずいぶんと久しぶりにされたわ」

　レナータはバルの忠告を聞いて、勝気な笑みを浮かべた。

「それに当のあなたは私に興味がなさそうだけど」

　どことなく悔しそうなのは、女性の自尊心のせいだろうか。

「興味があることと、節度をわきまえていることは共存できるんだよ」

　バルは苦笑する。

「そういうことにしてあげる」

　レナータは手ごたえのなさに、一度引き下がることを考えた。

「何かあったら遠慮なく私たちを頼ってね。あなた戦闘は苦手なんでしょう？」

「ああ。そこまで意地を張る気はないよ。やばい敵が出たら、助けを求めさせてもらおう。生きて帰れたらの話だが」

　バルが冗談っぽく言うと、レナータもふっと笑う。

「心配していないわ。何だかあなたって運は良さそうだもの」

「ほめられたと解釈していいのかな？」

　バルが困惑すると、レナータは顔を横に向けて腹を抱えて笑う。

「ほめたつもりだけどね。ようやくあなたに一撃お見舞いできた気がする」

「……何でそんなことを」

　心外そうな顔をしたバルに対して、レナータは微笑ほほえむ。

「どことなく一歩引いて私たちのことを寄せつけようとしない感じがしたからよ」

「そうかい？　七級と二級だからね。どうしても遠慮してしまうってだけなんだが」

　バルはそう言ってとぼける。

（本当にこの女性は鋭いな）

　と内心舌を巻きながら。

「そうかもね」

　レナータは返したものの、本気で信じているわけではなさそうだ。

（ちょっと面倒かもしれないな）

　バルは彼女に対する認識を変える。

　鋭い勘の持ち主なのも、彼に対して好意的で世話を焼こうとするのもかまわない。

　しかし、この二つを一人の人物が兼ね備えているとなると、厄介事に発展する可能性がある。

「じゃあ邪魔したわね」

　レナータは言いたいことを言い終えて去っていく。

　見送ったバルはそっと息を吐いた。

　子どもを助けたことに悔いはない。

（わが身可愛かわいさに助けられたはずの人を見殺しにするなんて、論外だからな）

　ただ、こうなった場合はどうするべきか。

　今後のためにもきちんと考えておくべきだろう。

（ひとまず依頼だな）

　この町にはどんな依頼があるのだろうか。

　バルは思いながら宿を出る。

　冒険者ギルド支部に入ればデニスの姿はなく、若い男女に代わっていた。

　この二人こそおそらく本来の受付担当者なのだろう。

「帝都から来た七級のバルと言いますが」

「はい、承知しております」

　男性受付がにこやかに答える。

「現在お願いできる依頼は薬草摘み、荷物運びですね」

「……薬草摘みをお願いします」

　バルはちょっとだけ悩んで言った。

「はい。指定されている薬草は〈クレセントダリア〉と〈アロイア〉なんですけど、ご存ぞん知じでしょうか？」

「ああ、両方とも知っています」

　バルが即答すると、受付男性は目を丸くする。

「ほう。どちらも珍しくてクレーフェベルク州にしか生えていない薬草なのですが。帝都から送られてきただけのことはありますな」

「どうも」

　称賛半分、疑念半分といった言葉を受け流してバルは確認した。

「両方とも根ごと持ってきていいのですよね？」

「もちろんです。根がないと保存できませんからな」

　受付男性は安心したような笑顔に変わる。

　バルはきちんとした知識を持っていると、信用できると判断したのだろう。

〈クレセントダリア〉も〈アロイア〉も根っこごと引き抜かないと、数分でしおれてしまうのだ。

　もちろんしおれた物が欲しいという希望もありえるため、バルは聞いたのである。

「ではお願いします。一つにつき二万トゥーラで、できれば二つずつ欲しいとのことです」

「分かりました」

　バルが返事すると、受付男性は白い袋を渡してくれた。

「これに入れてお持ちください」

「はい」

　バルはすぐに出発する。

〈クレセントダリア〉は三日月のような色と形をした花びらが特徴で、川のほとりに生えているのが普通だ。

〈アロイア〉はクラーフェポプラと呼ばれる樹きの根元にしか生えない。

　クラーフェポプラは名前から連想されるように、クラーフェベルク州でしか確認されていない樹木である。

（たしかこの都市の西に川が流れていて、北にクラーフェポプラの森があるんだったな）

　バルは自分の記憶を掘り返して、まずは西へと向かった。

　するとレナータが城壁の陰から姿を見せて青色の瞳で彼を見る。

「やっほー、バルさん。依頼を受けたの？」

「うわ、びっくりした」

　本当は気づいていたバルだが、驚いたようにすっとんきょうな声を出す。

「あはは、ごめんごめん」

　レナータは笑って手を振る。

「どうしたんだい？」

「いやあ、今日は依頼受けない予定だから、バルさんの後をついていってもいいかな？　勝手についていくだけだから、報酬はいらないわよ」

「……二級冒険者の魔法使いが護衛なら心強いな」

　バルはそう回答して彼女の同行を認めたが、彼女はちょっと不満そうに唇をとがらせた。

「何よー、もうちょっとうれしそうにしてよ」

「君みたいな美女と一緒にいられて、とてもうれしいよ」

　バルはレナータの不満をやわらげるべく、そう言ってみる。

「バルさんは優しいわね」

　レナータはにっこりと笑った。

　機嫌が直ったのではなく、バルの人となりを理解してあきらめたのだろう。

「どこに行くの？」

「〈クレセントダリア〉と〈アロイア〉の採取だよ」

　クレーフェは侯爵の屋敷がある都市だけあってかなり広く、きれいに整えられている。

（平民の住むエリアまできれいなのは正直意外だったが、見み栄えもあるか）

　とバルは解釈する。

「きれいな町並みよね。それにみんな顔色がいい」

　レナータがそう言った。

　バルも同感だったが、とぼけた回答をする。

「え、何の話だい？」

「独り言よ」

　レナータは少し失望した顔になった。

（搾り取られているわけでもないのか）

　バルは気にせず、意外な事実を認識せざるをえないと感じる。

　ユーリヒ侯爵のことを見直してしまいそうであった。

　もっともリュディガー皇子派であれば、手加減するわけにもいかないのだが……。

〈クレセントダリア〉は目当ての川の近くで、風に揺れていたため注文通り二つ採取する。

「土がやわらかいおかげで掘りやすいわね」

　レナータは本当に見ているだけで手伝おうとしない。

　ローブがはだけて白いシャツからでも豊かなふくらみがはっきりと見える。

　男の目を意識した経験が少ないのか、無防備な様子だった。

「そうだね」

　バルは礼儀正しく目をそらし、〈クレセントダリア〉を袋に入れる。

「手際がいいわね。それに迷わず来たし、どこにどんな薬草が生えているのか、頭に入っているの？」

「ああ。一応ここに来る以上、頭に入れておくべきだと思ってね」

　バルが答えると、レナータは感嘆の息をこぼす。

「大したものだわ。私たちも見習うべきね」

「強さがない分、他の点でカバーするしかないからね」

　バルは謙けん遜そんしたが、レナータは微笑を崩さない。

「自分の短所を理解して、埋めようとするのは素敵なことよ。短所を自覚していない奴やつよりもよっぽど」
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　何かあったのかとバルが勘繰りたくなるようないら立ちが、レナータの声にこもる。

「だといいんだが」

「ええ、そうよ」

　二人の会話はそこで途切れてしまった。

　バルが黙って北の森へと歩き出すと、すぐにレナータは追いかけてくる。

「バルさん、体力はあるわね」

　とレナータは言う。

「まあ体力がないと冒険者なんてできないからね」

「違いないわ」

　バルの切り返しを彼女は面白そうに笑った。

「冒険者はとにかく歩くからな」

「いやでも体力つくわよねえ。私魔法使いなのに」

　二人はしみじみと話し合う。

　先ほどまでの気まずい空気は消えている。

「森のどこに〈アロイア〉が生えているのか知っているの？」

　レナータは不意にそうたずねてきた。

「ああ。入り口付近だろう。たしかキノコと一緒に生えていることが多く、見落としがちになるらしいね」

「へえ、そこまで知っているんだ」

　レナータは感心する。

「二級冒険者なら森の中を探索して回れるだけの力があるからいいが、俺はそうもいかないのでね」

　バルは自虐気味に言った。

「うんうん。自分のできることを理解し、その範囲で最善を尽くす。冒険者のお手本のような人ね」

　レナータの琴きん線せんに触れたらしく、彼女は彼の肩をポンポンたたいてほめる。

「《その場しのぎのバル》なんて異名があるから、変に警戒しちゃったけどね」

「その日その日の仕事でしのいでいるから、そのあだ名もうそではないよ」

　バルは気にせずに笑った。

「うーん、本当に器が大きいのね、あなたは」

　レナータは微笑に切ない色を浮かべる。

「そうかな」

「ええ、そうよ。あなたみたいな男がいると分かったのは、朗報かしら」

　レナータは意味ありげな言い方をした。

　バルは気づきながらも気づかなかったフリをして〈アロイア〉を採取し終える。

「さあ、依頼完了だ」

「……鈍感みたいだけどね」

　レナータのがっかりしたつぶやきも聞こえなかったように言った。

「うん？」

「何でもない」

　不思議そうにバルが聞き返すと、レナータは首を横に振る。

　改めて言い直す気にはなれなかったのだろう。

「本当についてきただけでよかったのかい？」

　バルは他にも目的はあるだろうと見当をつけながらも、彼女にはそうたずねた。

　七級冒険者が二級の立ち回りなど、分かるはずもないのだから。

「ええ、平気よ。このあたりの地理を実際に見ておきたかったから。本当はただバルさんについてきたかっただけじゃないの。がっかりした？」

「いや、そんなことはないよ」

　お茶ちや目めな顔をするレナータにバルは苦笑を返す。

「だよねえ。露骨にがっかりするつまんない男と、バルさんは格が違ってそうだもの」

　レナータはそう評価した。

「七級冒険者の俺の格が低いのは当然だな」

　バルはいつものように自分を卑ひ下げしておく。

　すると、レナータは怒ったようににらんでくる。

「違うわよ。冒険者の格と人間としての格は別でしょ」

　どうやら卑下し続けることを許してはくれないらしい。

　バルはそう判断し、勘違いしていたと頭をかく。

「おや、そうかい。いやああんまりほめられ慣れてないからね」

「そう？　ニエベちゃんの評判はいいみたいだけど。あの子、人を見る目はしっかりしていると思うわよ？」

　レナータはかなり手て強ごわい。

「そうかい。ありがとうと言っておこうかな」

　そう感じたバルは作戦を変更する。

「君みたいに素敵な女性に言われると、照れてしまうけどね」

「お世辞もさらっと出てくるんだ」

　レナータは好ましそうに応じる。

「多少は経験あるのでね」

　バルはそう応えてレナータの前に出て帰りを急ぐ。

　レナータはこれまでそうしていたように、バルを見ながらもしっかり周囲の地形を覚えているようだ。

「一度来れば覚えられる感じかい？」

「冒険者をやるうえで重要な技能でしょう」

　バルの問いにレナータはさらりと応え、さらに指摘を返す。

「バルさんなんて初めての土地のはずなのに、まるで迷わないじゃない。大したものどころか、そちらのほうがすごいでしょ」

「はは、これは俺の少ない特技みたいなものでね」

　バルは笑ったが内心ひやりとする。

（二級と同行して七級冒険者のふりを続けるというのは、少し無謀だったかな。二級クラスを甘く見ていたかもしれない）

　と彼は己のいたらなさを認めた。

　下級の冒険者たちならば気づかず、見過ごしてきたような点をすべて気づいてくるレナータは素晴らしいと思う。

（まあ二級の有望さを確認できたんだし、よしとしよう）

　バルはそう考える。

　情報で知っているのと、実際に触れ合うのは違う。

　貴重な機会を持てた上に、理論武装の見直しにも役立つ。

（せっかくだからな。一石二鳥といこう）

　それでこそこのような機会を持った甲斐かいがあるというものだった。

　都市まで戻ってくると、レナータが大きく背伸びした。

「やれやれ、どうにか戻って来たわねえ」

　若干の疲労をにじませている。

　ほぼ休憩をとらずに動いていたせいだ。

（休憩をはさむことも考えたが……どうせレナータの目はごまかせないという気がしてならなかった）

　それにレナータは魔法使いとしてはかなり体力があるのではないだろうか。

　彼女がもっとしんどそうであれば、バルもためらわずに休んだのだが。

「バルさんはタフねえ」

「勝ち目のない相手から逃げるためには、逃げ足の速さと体力が大事だからね」

　予期していた言葉にバルが応じると、レナータは納得したようにうなずく。

「それでも立派よ。私ももう少し体力をつけたほうがいいわね。バルさんと行動をしていて、勉強になったわ」

　レナータはそう感想を言う。

「二級はやっぱり違うね。何でも勉強か」

　さんざんほめられた礼としてバルが言うと、レナータはにこりと笑った。

「当然でしょ。油断したら死ぬのが冒険者よ」

　意識が違い、危機感も違う。

　レナータがリーダーを務める『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』はきっとよいチームだ。

　バルはそう思える。

　協会の支部に戻ると、受付男性が驚きの表情で出迎えた。

「おや、バルさん。ずいぶんとお早いお戻りですね」

「ちゃんと持って帰ってきましたよ」

　バルが笑いながら袋から採取した薬草を見せると、男性は真剣な顔で状態を吟ぎん味みして、満面の笑みで彼を見る。

「素晴らしい！　何という状態の良さ！　これは依頼人もきっと喜んでもらえるでしょう！」

「それはよかった」

　バルが言うと、男性がちらりとレナータを見る。

　その表情には困惑と少しの疑念が浮かんでいた。

「あの失礼ながら、レナータさんはどうしてバルさんと？」

「彼がちゃんと仕事をするのか見張っておけと、イェレミニアス総長に裏で言われたのよ」

　受付の男性は納得し、バルは「やはりか」と思う。

（まあイェレミニアスのことだ。それだけじゃないだろうな）

　とも考えた。

「ただまあ、バルさんから私が学ぶこともあると、総長はお考えになっていたんじゃないかしらと思ったわ。バルさんは冒険者のお手本のような人だから」

「へえ、そうなのですか」

　レナータの発言を受付の男性は興味深そうに聞く。

　二級冒険者の言うことだけに重みがあるようだ。

　そして薬草をちらりと見る。

「たしかにこの品質……なかなかないですしね」

　バルは内心ため息をつく。

（おおかた、私を通じて冒険者たちの意識改革も狙ったのだろうな。イェレミニアスの奴やつめ、抜け目がない）

　怒るに怒れないことだし、役に立てたのならばうれしい。

　イェレミニアスも彼の考えくらい計算済みだろう。

「とても素晴らしい方が来てくださったと、デニス支部長に伝えておきましょう。そしてこれが報酬になります」

　受付はニコニコして報酬を渡す。

「ありがとうござます」

　バルは受け取ってレナータを見た。

「俺は宿に戻ろうと思うけど、レナータはどうする？」

「うーん、私も戻ろうかしら。そろそろ他の仲間も戻ってきているだろうし」

　レナータは唇に指をあてて答える。

「他のメンバーは何をしていたんだい？」

「観光と書いて地理把握と読むやつ」

　バルの質問にレナータはにこりとして答える。

「なるほど。初めての土地でよくやるやつか」

　バルは理解した。

　レナータが別行動だったのは、イェレミニアスの指示のせいだろう。

「じゃあまたね」

　レナータは小さく手を振る。

　少なくとも帰る時も一緒だろうから、バルもまたなと手を振り返した。







第七話　ギルドからの依頼




　外で食事を買って宿に戻り、日没まで待ったところでバルはミーナを呼ぶ。

「今はよろしいですか」

「ああ」

　バルが応じるとすぐにミーナがやってきた。

　彼女の手にはいつものように袋がある。

「夕食は買ってこないと怪しまれるとおっしゃると思って、一品だけお持ちしました」

「それは気が利いているな」

　本音を言えばしっかり食べたい気持ちのほうが強い。

「ありがとうございます」

　ほめられたミーナは頰ほおをゆるめ、いそいそと新鮮な野菜としっかり熱が通った牛肉を挟んだパンを取り出す。

「こういうものが無難になるかと思いまして」

　ミーナは少しだけ無念そうな声だった。

　似たようなメニューになるのが悔しいのだろう。

「ああ、助かるよ」

　バルはこういう時に食べ物にこだわる性格ではない。

「ミーナが持ってくるのはいつも美お味いしいからな。助かっている」

　感謝の気持ちを聞かされたミーナは、恋が実ったことを知った初心うぶな乙女のように幸せそうだった。

「こ、これからも尽力いたします」

「うん」

　ガチガチになったミーナを微笑ほほえましそうに見守り、バルは食事を終える。

「それでクレーフェベルク州とユーリヒ侯爵について聞きたいんだが、意外と善政を敷かれているようだな」

「御意。税も高くはなく、貴族たちは高慢ですがよく統制されているようで、平民たちは理不尽におびえることもないようです」

　ミーナはすまし顔に戻って報告した。

「……そのような侯爵がなぜリュディガー皇子派なんだ？　中立か、アドリアン皇子派になりそうなものだが」

「調べてみたところ、財政が悪かった時代にノルト公爵の援助を受けていたそうですね。そのせいでいまだに頭が上がらないとか」

　バルの疑問に対してミーナが説明する。

「ユーリヒ侯爵は立派な人だが、それだけに先祖の恩義に縛られているようなものか？」

「御意」

　バルはため息をついて天をあおいだ。

「ノルト公爵に野心はなく、側近のユーリヒ侯爵は民想おもいの考えなのに、二人とも民を蔑べつ視しするリュディガー皇子派閥とはどういう因果だ」

　あの二人、前世で何かやらかしたのか。

「アドリアンのほうが皇帝にふさわしいと、公爵が公おおやけの場で一言言えば解決するだけの話なのですが」

　役に立たない公爵ですねとミーナは冷ややかに言う。

　皇帝を平気で貴様呼ばわりする彼女が、公爵に遠慮するはずがない。

「人間には立場があり、感情があり、しがらみがある。理想的な言動を常にとることができて選択を誤らないなら、みんなの苦労はきっともう少し減っているさ」

　とバルは諭すように言った。

「完璧でないのはお互い様だからな」

「……はい」

　ミーナは不満を殺して返事をする。

「ユーリヒ侯爵がいやいや協力しているらしいということは分かったが、他の面子の様子はどうだろう？」

「カロリング、クラリー、ヘッセンが集まっているところはたしかめました」

　バルの次の問いにも彼女はさらりと答えた。

「その三人がつるんでいるとなると、ろくでもない展開がありそうだ」

　想像しただけでバルは頭が痛くなる。

「普通は侯爵クラスと言っても他の侯爵クラスの領地では無む茶ちやはできないものだが」

　バルの言葉が歯切れ悪くなったのは、カロリング、クラリー、ヘッセンにその程度の自制や良識を期待してはいけないと思うからだ。

「ユーリヒ侯爵も弱腰のようですからね。ノルト公爵以外には強気に出てもいいはずですが」

　と言ったミーナの表情には度どし難がたい奴やつらだと書いてある。

「貴族たちの間の力関係は正直私もよく分からないが、叩たたいておくべき貴族は叩いておきたいな。問題は侯爵クラスとなるとさすがに一介の七級冒険者では厳しいところだな」

　バルはさてどうしようかと思う。

　皇帝が妙案を思いつけばぜひとも聞きたいものだ。

「若い女の失踪事件の調査依頼が、近々出るようです」

　ミーナが不機嫌そうな顔で話す。

「原因は言うまでもなく？」

「はい」

　念のためバルは聞いたのだが、ミーナは即座にうなずき彼は顔をしかめる。

「この地にしがらみがない二級冒険者パーティーを二組送ったのは、そういう目的もあったからか」

「でしょうね」

　バルの予想をミーナは支持した。

（土地と縁ゆかりがある冒険者だと、貴族の報復を恐れて動けない場合もあるからな）

　その点帝都を本拠とする冒険者であれば、皇帝やイェレミニアスが守ることができる。

「『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』は間違いなく受けるでしょう」

「そして俺も参加したいと申し出るわけだな」

　ミーナの言葉にバルが応じた。

「少しずつ陛下が描いた設計図が見えてきたな」

「ええ」

　バルだけでなくミーナも分かってきたようだ。

　しかし、彼女は返事だけでは済ませない。

「このようなやり方をせず、事前に説明していればよいものを」

　皇帝の方針に対して不満を漏らした。

「バル様はどうお考えですか？」

「目的や方針だけ決めて、細部は臨機応変にというのは、たしかに困るな」

　バルは苦笑する。

　聞いているのはミーナだけという安心感もあった。

「では」

　ミーナのエメラルドのような瞳がキラリと光るが、バルは首を横に振る。

「だが、今のところ上う手まくいっている。目的を達成するためにするべきことに自由を持たせ、実行者に考えさせるという方法はな」

「それはそうですが」

　ミーナは不満そうにしながらも肯定した。

「事前に決めていれば相手は読みやすいかもしれないが、最低限のことしか決めていなければ相手も何をしてくるのか読みにくいだろう」

「バル様だからできることですね」

　ミーナはそう結論づける。

　そこで自分を入れないあたりが彼女らしいとバルは思う。

「上手くいっているのだから変えなくてもいいんじゃないかな」

「そうですね」

　ひとまずミーナは納得したようである。

「あと、気になっていることがある」

　バルは彼女が納得したところで、話を変えることにした。

「何でしょう？」

「ノルト公爵やカロリング侯爵に連なる者たちであれば、我々の力はある程度把握しているはずだ。それなのに強気だとは思わないか」

　バルはその点が引っかかっている。

　自分でも上手く説明できないため、もどかしそうな顔になっていた。

「奴らのことです。我々が皇子に手を出すことはないと、愚者らしい都合のいいことを考えているのではありませんか？」

　ミーナの意見は考えられることだ。

　八神輝レーヴアテインは原則として政治には介入しない。

　もちろん特権を行使できるような状況になれば話は別である。

「それは私も思うが、それだけだろうか？」

　しかし、バルは納得できなかった。

「単に貴族たちの支持数を増やしたいのであれば、もう少しいろいろな貴族に声をかけるのではないかな？」

「……たしかに不穏な動きを見せているわりに、味方を増やす努力をしているとは言いがたいですね」

　何とか違和感を伝えようとした結果、自分もミーナもハッとなる。

「まあ不穏な動きをしていると決めつけているだけという可能性も否定できないんだがな。少なくとも今のところは」

　バルは苦笑したが、ミーナは笑わない。

「臆病でことを決断しようとしないあの男が、バル様を動かしたのです。水面下のところでかなり進んでいると私は愚考いたしますが」

　辛らつな表現を使いつつも、彼女は皇帝のことをそれなりに評価しているようだった。

「そうだろうな」

　バルもうなずく。

「もしかしたら彼らは自信があるのかもしれないと思った」

「私やバル様に勝てると？」

　ミーナは信じられないと目を見開いた。

「まあたしかに奴らはそう考えそうなほど、愚か者ですが」

　そしてすぐに侮ぶ蔑べつの光を浮かべる。

「バル様が気になるとおっしゃるなら、念のため調べてみます」

「言っておいてなんだが、ヴィルヘミーナがさぐりを入れていると気け取どられないようにしてくれ」

　バルの表情がけわしいのは無茶ぶりしている自覚があるからだ。

「承知しております」

　ミーナがふっと笑う。

「この州の外からさぐる分なら、おそらく気づかれないでしょう」

　彼女はさらりと恐ろしいことを言った。

　魔術を用いた探知は普通十メートルも開けば、かなりの難しさとなる。

　数十キロも離れたところからできるというのだから、魔術師が聞けば格の違いをいやでも感じるだろう。

「それでいこう。いざという時は私が対処する。ミーナは無理しないでくれ」

　バルが言うとミーナは目を丸くする。

「‥…よろしいのですか。あの男の注文は公爵を捕らえる証拠がそろうまで、八神輝レーヴアテインとして動いてほしくないようでしたが」

　彼女にしてみれば、バルは皇帝の希望に沿うと思っていたのだろう。

「ああ、そうだな。だが、ノルト公爵やユーリヒ侯爵はどのみち拘束されるようなことは、してそうにない。ならばかまわないだろう」

「それもまた臨機応変ですね」

　ミーナは納得して微笑ほほえむ。

「次の質問だが」

　バルは水を飲んでから聞いた。

「我々が帝都から来たことを、侯爵たちはどう思っているんだ？」

「特に変化はないようですよ。表向きの理由を信じているようです」

　ミーナの返事にバルは頭が痛くなる。

「敵が用心深くないのは喜ぶべきなのか、二級冒険者が抑止力になれない現実を悲しむところなのか、難しいところだな」

「敵は馬鹿のほうが楽ですよ。馬鹿に苦労させられる点だけはどうしようもないですが」

　ミーナははげますように言った。

「そうだな。どうせなら楽なほうがいい」

　バルは気を取り直す。

「さて私も少しは出ようと思う」

「バル様としてですか？」

　ミーナが聞いたのは、何をするのか知りたかったからだ。

「ああ。少し散歩をする。本気を出せば問題ないだろう」

「……それは」

　バルが言いたいことを理解したミーナは、プッと吹き出す。

「たしかに。バル様の本気を感じ取れるのであれば、どのみち今回の任務は大幅に見直す必要がありますから」

　ミーナはうんうんとうなずいて同意を示す。

「バル様の本気ですと私もついていけないですし、自分の役目に戻らせていただきたいと思います」

「そうだな。またな」

「はい」

　ミーナは笑顔で戻っていき、バルは《光の戦せん神しん》の衣装に着替える。

　そして周囲の気配をしっかり確認してから、宿の窓を開けて外に出た。

　異能で生み出す光を全身にまとい、運動能力を極限まで高めて移動する。

　絶ぜつ影えい。

　影さえ誰にも視認できない、規格外の速さで移動することからつけられた、バルの移動方法だ。

　速すぎるがゆえに誰にも気づかれず、探知魔術にも引っかからない。

　否いな、引っかかっても術者が感知できないのだ。

　それよりも速く移動してしまうから。

　そのため、気のせいとしか思われない。

　バルがその気になればクレーフェベルク州はもちろん、広大な帝国領全土を移動するのに一秒もいらなかった。

　バルはクレーフェベルク州の貴族屋敷を中心に見て回る。

　そしてホーエンという都市でカロリング侯爵、クラリー伯爵、ヘッセン子爵が何をしているのかを目撃した。

（行方ゆくえ不明になった若い女たちは……）

　それらしき人物が屋敷に捕らえられていたのだ。

　地下でないのは油断の表れだろうか。

（ラッキーだ。地下だったらともかく、地上だったら偶然見かけたとか、声を聴きいたという理由をこじつけることもできる）

　とバルは煮えたぎる怒りを殺し、前向きに考える。

（本当ならこの場で救出したいのだが）

　バルは自分を抑えた。

　ここで彼が踏み込んでは計画が水の泡になってしまう危険がある。

（騎士団を動かしたいが、クレーフェベルク州にはいなかったな）

　帝国騎士団はすべてで八つあり、主要都市に拠点を置く。

　その八つにクレーフェベルク州は入っていない。

（もしかするとカロリングやクラリーが動いているのは、騎士団がいない州だからかもしれないな）

　騎士団の能力の高さと皇帝への忠誠心の高さは鳴り響いている。

　後ろ暗いところがある貴族にとって煙たい存在だった。

（だが、国軍がいるからな）

　国軍はすべての州に小規模ながら存在している。

　ただ、領主がいるところでは立場は強くない。

　帝国が領主の権利を認めているからだ。

　彼らの関係はけっこう複雑でややこしいのである。

（国軍じゃ女性を解放はできても、貴族の罪を追及するのは容易じゃない。ましてやカロリングを逮捕なんて無理だな）

　しかし、女性を救うことはできるし、悪徳貴族たちも多少は動きを制限されるだろう。

　その間に目的を達成できれば今後の不幸は一気に減らせるはずだった。

（感情で目の前の人を助けるだけではダメだ。大切なのは災いを根から絶つことだ）

　バルはゆっくりと自分に言い聞かせる。

　かつて師匠から教わったことを。

（それと……）

　バルは思考を切り替えた。

　クレーフェベルク州内に特に違和感はない。

　だからと言って大丈夫だと安心するのは早かった。

（魔物はけっこういるが、危険そうなものはいないな）

　少なくとも一級冒険者でも勝てそうにない、特別に強力な魔物はいないようである。

　ならば手出しは無用だろう。

　何もかもバルがやってしまうと、冒険者たちは強く育たない。

　彼らの力と可能性を信じて見守るのも、時として重要だ。

　宿に戻ると衣装を隠し、ミーナのもとへ魔術で転送する。




　次の日、朝食を外ですませてからギルド支部に行くと、先に『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』のメンバーが来ていて、受付前で少し荒れていた。

「要するに女の敵がいるわけね！」

　声に出しているのはレナータだが、他の面子も殺気立っている。

（若い女性の失踪事件を聞いたか）

　狙い通りのタイミングにバルは満足し、何も知らない顔で話しかけた。

「どうしたんだ、よかったら話を聞かせてくれないかな？」

　バルが話しかけると、レナータはやや落ち着きを取り戻す。

「バルさん。この州で若い女の子が何人かさらわれているらしいのよ。知っていた？」

　レナータの瞳ひとみには炎が静かに深く燃えている。

（彼女は冷ややかに激怒するタイプか）

　ミーナと同じタイプだなとバルは思う。

「ああ、飯を食べる時にチラリと聞いた」

　バルはうそをつかなかった。

　今日の朝食の際に店の主人から聞かされたからである。

「許せないわよね？」

「そうだな。女の子を何だと思っているのやら」

　同意を求めてきたレナータに、バルは本物の怒りを込めて答えた。

　それがかえってレナータたちを冷静にしたようである。

「バルも怒るんだ」

「ナメられても怒らないけど、女の子がさらわれたと聞いて怒る男……いい」

　何やらおかしな方向の反応を示す者もいるようだった。

「捜索に行きたいわ」

　レナータはそう言ってバルを見る。

「行くのはいいけど、手掛かりはあるのかい？」

　バルとしては確認しておきたい。

　正しい手掛かりがあるならば何も言うことはないが、そうでないならば女の子たちを助けに行けるように誘導する必要がある。

「ええ。行方不明になった女の子たちの場所を線で繫つないでみると、中心にホーエンという都市が浮かんだの。まずはここに行ってみようかと思って」

　いきなりばっちり一致していた。

（大した読みだ）

　バルは素直に脱帽する。

「なるほどな。納得だよ。俺も行っていいかい？」

「バルさんはいい人だものね」

　レナータは疑わずにうなずいてくれた。

「そうだね。男の子のために罰を受けた人」

　他の『夜空の月桂樹』たちも、バルがここに来た理由を思い微笑む。

　しかし、レナータは不意に笑みを消した。

「ここからホーエンは馬車で二日らしいからすぐに出発しましょ」

「うん」

　バルに反対する理由はない。

「ところでバルさんは馬車の操縦はできる？」

「できるよ」

　レナータの問いにバルは即答する。

　御ぎよ者しやがつとまるのと七級であることは関係がない。

　だからバルは隠していなかった。

「じゃあ御者はバルさんに頼もうかしら」

　レナータは少しうれしそうに言う。

「冒険者だけで行けるなら、そのほうがいいものな」

　バルは分かるとうなずく。

　御者は冒険者などできないし、戦闘の心得があるわけではない。

　個別に雇うとなると面倒が増えてしまう。

　だから御者をやれる冒険者は少なくない。

「バルって何気に多芸だね」

　サーラが目を丸くしてほめてくれた。

「まあ長く続けるコツはできることを増やすことだね」

　バルは照れたような表情で応じる。

「バルさんだけにやってもらうのは悪いし、交代でやりましょ」

「もちろんだよ」

　レナータの呼びかけにメンバーたちは当然だと賛成した。

　一行は『馬車貸し屋』に行って馬車を一台借りる。

　冒険者用ということでかなり高い。

　もちろん無事に返却されない危険があるからだ。

「さすが二級。馬車を借りられる金があるとは」

　バルは大げさに感心してみせる。

　上級冒険者と中堅以下との相違点の一つは、馬車を借りる資金を持っているところだ。

　さすがに帝都からクレーフェベルク州までの距離だと、運行している乗合馬車を使ったが。

「今回の依頼は時間との勝負だからね。時間がかかるほど、女の子たちが助かる可能性が減っていくわ」

　レナータはけわしい顔で言う。

「そうだな」

　バルも顔を引き締める。

（まあ大丈夫だと思うが。じっくりなぶるのが好きというヘドの出る理由があるせいで）

　考えただけで気分が悪くなったため、意識を『夜空の月桂樹』たちに戻す。

「じゃあ俺が操縦していくよ。行けるところまで」

「うん、お願いね」

　バルは慣れた手つきで手た綱づなを操り、馬車はなめらかに出発する。

　レナータは当然という顔で御者台に座った。

「いいのかい？　中で休んでなくて」

「外を見ている人間は必要だし、襲撃がある場合は馬や御者から狙われるのが基本だからね」

　レナータはにこりと笑って答える。

「そうだな。心強いよ」

　バルはそう言った。

「ところでバルさん、知っている？　ホーエンという町には、貴族の迎賓館があるらしいの」

　レナータは犯人が貴族だと思っているらしい。

　そうでなければ迎賓館なんて建物は出てこないはずだ。

　迎賓館とは領主が貴族を迎え、逗とう留りゆうしてもらう施設だからである。

（いくら何でもおかしい。察しがいいというレベルじゃない）

　とバルは思う。

　少なくともまだ証拠は出ていないはずである。

「らしいね。でも、迎賓館ならクレーフェにもあるはずだろう？」

　そこでバルはとぼけてみた。

　彼が何の話かよく分かっていないと思ったレナータは説明する。

「クレーフェはユーリヒ侯の本拠があるじゃない。名領主とは言えないかもしれないけど、領民に対して理不尽じゃないって評判よ」

「そう言えば領民の顔色はよかったね。飢えたりしている気配がない」

　バルは言われてみればと反応を示す。

「さすがバルさん。ちゃんと見てるじゃない」

　レナータは満足そうな笑い声を立てる。

「つまりクレーフェじゃユーリヒ侯の目が光っていて、悪党は手を出しにくいというわけ」

「まるで迎賓館に悪党がいると言っているみたいだよ」

　バルは声を低めた。

　貴族のことは好きではないが、悪口を言うのはこわいという態度で。

「盗賊や山賊、女の敵どもはこの付近にはいないらしいの。ユーリヒ侯の治安対策、大したものよね」

　他に有力な容疑者がいないとレナータは指摘する。

「それに何人も行方不明者が出れば、気づくんじゃないかな、領主様も」

　バルは「カロリングなら平気でことに及ぶだろうな」と思いつつ、貴族のことは知らない平民として意見を述べた。

「そこが巧妙なのよね。行方不明になった子たち、親と折り合いが悪くて家出をする動機がある子たちばかりなの。だから今回、ギルドに依頼が来たのは少し変ね」

　レナータは何かに気づいたように眉をひそめる。

（まあ家出娘たちの捜索願がまとまってギルドに出るなんて、めったにないことだものな）

　とバルは内心同意した。

　イェレミニアスがそれらしい依頼になるように裏で手を回したからだろう。

「それで犯人は？　迎賓館って出たくらいだから、貴族を疑っているのかい？」

　バルはずばりたずねてみた。

「ええ」

　レナータははっきりと嫌悪を浮かべてうなずく。

「少なからず不快な思いをさせられたものだわ。全員がそうじゃないけど、平民を何とも思っていない奴やつらもいるし」

「それだけじゃ弱いね」

　バルは内心同意しながらも、弱点を指摘する。

　仮にも貴族の屋敷に踏み込むのであれば、もう少し理由を補強しておきたい。

「そうね。それは現地で調べて見つけなきゃ。ただ、商人に話を聞いてみると、高価な葡ぶ萄どう酒しゆや肉の注文がちょくちょく出たらしいの。貴族様が乗った馬車を見た人はいないのに。ねえ、これって変じゃない？」

「たしかに変だ」

　バルはレナータの言葉に満足して賛成した。

（気づいてなかったら言おうと思ったんだが、さすが二級だ。屋敷へ運ばれる品をきちんとチェックしていたか）

　ただ、同時にユーリヒやカロリングも脇が甘い。

「それにしても食材や酒で発覚するとは間抜けだね。俺はてっきり贈答品を調べたのかと思ったよ」

　バルは少しだけ皮肉を込めた。

「あっ」

　レナータは短く叫ぶ。

「そうね。贈答品なら季節やお互いの近況で臨機応変に変えなきゃいけないから、事前に用意しておくのは不可能だものね。バルさんってやっぱりすごいわ」

　彼女も気づいていなかったらしく、絶賛してくれた。

「ははは」

　バルは笑ってごまかすことにする。

「ホーエンの迎賓館関連を調べて、白になる可能性も一応はあるけどね」

　と言ってみた。

「一応調べてみるけど、それはないんじゃない？」

　レナータはバルに敬意をこもったまなざしを向けつつ、遠慮がちに言う。

「うん。言ってみただけだ。それにホーエンの迎賓館を利用できるなら、大物の可能性が高いよ」

「そうね」

　バルの指摘にレナータは表情を引き締めた。

「迎賓館を使うのって接待側と同格か、格上にかぎられるものね。さらにユーリヒ侯の領地で女の子をさらっているとしたら公爵か侯爵がいるのは確実かしら。それに馬車を使わずに行き来しているとなると、かなりやばい案件かも」

　レナータの声には緊張が生まれている。

　さすがに皇位継承争いが絡んでいるとまでは思いつかなかったようだが、上層部の情勢とは無縁の冒険者なのだから仕方ないだろう。

「やめておくかい？」

「やるわよ。女の敵相手に引き下がれるものですか」

　バルの確認にレナータは即答する。

　それから彼を見た。

「私たちよりもあなたは自分の心配をしてね。相手は貴族よ」

「やるさ。女の子を助けて逃げればいいんだろう」

　バルが笑顔で即答すると、レナータはまぶしいものを見たように目を細める。

「あなた懲こりてないのね」

　あきれたようだが、声には好意がこめられている。

「女の子を連れて逃げるのは俺がやろう。それ以外は君たち任せになるが」

「適材適所よね」

　レナータは笑顔で賛同する。

「ところで『希望とはためく旗』のメンバーは？」

　バルはもう一組のことをたずねた。

「魔物退治に行ったみたいよ」

　レナータは少しイラついたように答える。

（彼らの話はしないほうがよさそうだな）

　バルは失敗を悟り、話題を変えた。

「せっかくだし君たちの冒険を教えてくれないか？」

「うん？　いいけど」

　レナータは唐突な申し出に目を丸くしたものの、いやがらずに話してくれる。

「じゃあトロンという植物型の魔物が出たところから……」

『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』のメンバーは帝都を中心に何年も活躍しているらしい。

　バルは相あい槌づちを打ち、時々質問をする。

　治安がいいのか、二級冒険者がいると感覚的に理解されたのか。

　馬車が襲われることはなかった。







第八話　目撃




　ホーエンについた時は夕方だった。

　借りた馬車を専用の施設に預け、彼女たちは通りの脇で集まる。

　はた目から見ればバルとレナータはすっかり意気投合し、かなり仲が良くなっていて、他のメンバーにからかわれた。

「こら、私はバルトロメウス様が本命なのよ」

　というレナータの驚きの発言に、バルは一瞬だけ固まる。

「あらら、バルさん、失恋」

「ごめんね」

『夜空の月桂樹』たちはからかい半分、同情半分に言った。

（いや、フラれたと言っていいのか、この場合？）

　とバルは首をひねる。

　レナータが思いを寄せるのはバル本来の姿だからだ。

「まあ仕方ないな」

　しかし、表立っては苦笑して肩をすくめる。

「うーん、大人の余裕を感じる」

「冒険者って年上だからと言っても、そういう渋い魅力を持っている人少なかったんだけどなあ」

　なぜか他の女性陣には好評のようだった。

「君たち恋人はいないのかい？」

「いないね」

　サーラが答えると、他の三名も苦笑する。

「私たちが二級って知ると尻込みする軟弱者ばかりでねえ」

「バルさんみたいに自然体で接してくれる男って、貴重なんですよー」

　とヒーラーのエイミが悲しそうに言った。

「今はヘタレ男どものことより、女の子たちのことを考えましょ」

　レナータが手を叩たたいて仲間たちの意識を切り替える。

「宿をとって、それからさっそく行動ね。みんな体調は大丈夫よね？」

「もちろん」

　道中体力を温存していた『夜空の月桂樹』のメンバーはにこやかに答えた。

　次にレナータはバルを見る。

「俺もまだ余裕はあるよ」

「バルさん、やるぅ」

「戦闘力以外は七級レベルじゃないよね、きっと」

『夜空の月桂樹』たちのバルに対する評価は、本人が意図しないところでだいぶ上がっている。

（こりゃ六級くらいにはなっておいたほうがよさそうだな）

　とバルは思った。

　そうすればニエベも少しは安心するだろう。

「バルさん、迷惑じゃなかったら私たちが六級に推薦しようか？」

　レナータがそう提案してきたため、こくりと彼はうなずいた。

「お願いしようかな。ダメもとで」

「そこで自虐しなくていいよ」

『夜空の月桂樹』たちは一斉に笑う。

「宿はどうしようか」

「適当でいいんじゃないかな？」

　迷うレナータにバルが声をかける。

「そうね。間違っても迎賓館の近くに泊まれないし」

　レナータはそう言い、仲間と笑う。

（目立つだろうし、迎賓館近辺だと二級の金銭感覚でもかなり高いからな）

　とバルは考えた。

『夜空の月桂樹』のメンバーはこれから貴族たちの領域に足を踏み込むというのに、いい感じで落ち着いている。

（イェレミニアスは見る目があるな）

　バルはそう感じた。

　落ち合う場所を決めたあと適度にばらけ、彼は都市の外側にある安い宿を選ぶ。

　飯が出ない代わりに宿泊料も安い宿である。

　怪しまれない程度に戻ればよかった。

　夕食は適当にすませ、『夜空の月桂樹』との合流場所になった中央広場に向かう。

　ここから北に向かえば迎賓館や都市長の家などがある。

　日は沈み、外はすっかり暗くなっていた。

「帝都と違って迎賓館とか、貴族クラスの住居付近にしか街灯はないのよね」

「クレーフェあたりはあるだろうけどね」

　話しかけてきたレナータにバルはそう応える。

「さて女の子が捕まっているとして、どう助ける？」

　バルがたずねるとレナータは笑った。

「女の子を連れて逃げると言ったでしょう？　私は本気よ」

　彼女の言葉にサーラがうなずく。

「バルは知らないかもしれないが、捕まえていた女の子が冒険者に奪還されたとして、それを追いかけるのはお偉い貴族様のプライドに関わるんだ」

「だから迎賓館の外にさえ連れ出せれば、あとは何とかなりますね」

　エイミも明るく断言する。

（まあ無謀ではないからいいか）

　とバルは評価して賛成した。

「ただ、まだ貴族たちが悪いって確定したわけじゃないから、そこは忘れないようにな」

　口に出したのは忠告である。

　バルは貴族たちが犯人だと知っているから彼女たちのやり方に反対する理由はない。

　しかし、ただの七級冒険者であれば疑問に思い、クギを刺しておくべきだった。

「そうね。一応今日のところは証拠探しをするつもりで行きましょう」

　レナータはいやな顔をせず、バルの忠告を聞き入れる。

「うん。ちょっと冷静にならなきゃね」

　サーラも微笑を浮かべた。

「バルさんにいい感じに冷静にされちゃったねー」

　エイミはニコッと笑う。

「落ち着けば君たちなら大丈夫だろう。まあ年の功みたいなものだ」

「……経験が豊かな年長者の有用性、改めて認識したわ」

　レナータはそう言うと、残念そうにため息をもらす。

「バルさんが四級、せめて五級ならサポーターとして誘えたのに」

「七級じゃ無理ですよ、バルさあん」

　リーダーの言葉にエイミが甘えるように言う。

「光栄だけど、君たちについていける気がしない。それに今は目の前の仕事に集中しよう」

「はい」

　まるでバルが『夜空の月桂樹』のリーダーみたいな言い方になってしまったが、反発は起こらなかった。

「無む明みようの風、静寂なる闇やみ、溶け合い我らの身を隠したまえ。【サイレントウォール】」

　レナータが詠唱し発動させたのは認識阻害と防音の効果を兼ね備えた、上級の魔術である。

「へえ、これを六人分。すごいね」

　バルは称賛した。

　さすがにミーナに及ぶはずもないが、レナータはひとかどの魔術師と言える。

「これくらいはできなきゃね」

　レナータは片目をつぶって称賛に応じた。

　六名は音を殺して迎賓館へと進む。

　帝都とは違い、門など平民のエリアとの間に障害はなかったが、街灯があって門の前には警備兵が立っている。

　レナータの魔術のおかげで彼らは何も違和感を抱かなかった。

（上級魔術師がいたら見破られると思うんだけど）

　念のためレナータが声を低くして言う。

（どうもいないみたいだね）

　バルが応える。

　彼はこのクレーフェベルク州において、レナータに近い実力を持った魔術師は『希望とはためく旗』の面子くらいだと把握していたが、彼女たちはそうもいかない。

　慎重になるのは当然だった。

　レナータの身体強化の魔術により、二メートルの壁を六人とも越える。

　バルはサーラに引き上げてもらった。

「すまないね」

「いいってことさ」

　謝るバルにサーラは笑顔で言う。

　壁を越えた先は柔らかい土だった。

「警備兵はいないようだね」

「まあ警戒していないだろう」

　レナータの一言にサーラが嫌悪を込めて答える。

「そうだな。どちらかと言えば見み栄えだろうしね」

　バルも言う。

　少なくともカロリングのような貴族は、自分たちが誰かに襲撃される可能性を考えていないに違いない。

　それでも警備を置くのは「護衛を雇う金もないのか」と他の貴族たちに笑われないためだ。

「不思議なもので、貴族は悪党ほど自分が狙われる危険を考えていないわ。それとも反撃されるとは思わないから、悪になれるのかしら」

　建物に接近しながら放たれたレナータの言葉に、バルはハッとなる。

「自分がやられる立場になることを想像できないから、ひどいことができるか。案外その通りかもな」

　何か言いたそうな視線がバルに向けられたが、彼は身振りで『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』たちを制した。

「建物の中にはどう侵入する？」

　サーラがレナータにたずねる。

「大いなる風よ、鳥の翼がごとき力を我らに貸し与えよ【レビテート】」

　答えは浮遊魔術だった。

「魔術を感知されたらやばいんだけど……」

　バルの言葉にレナータが答える。

「大丈夫でしょ。そんな魔術師がいるなら、【サイレントウォール】を使った段階でばれているはずだから」

「なるほど、そういうものなのか」

　バルは分かったという顔をする。

　レナータに【身体強化魔術】をかけてもらい、彼らは二階の光が外に漏れている一室の外に貼りつき、そっと中をうかがう。

　中には四人の女性が半裸で拘束されていて、高そうな衣服を着た中年の男たちが獣じゆう欲よく全開といった顔で彼女たちを見ている。

　いきなり当たりを引いた『夜空の月桂樹』はカッとなって行動しかけたのを、かろうじて抑えた。

　さすがに貴族たちの周りには五、六人の男たちが護衛としている。

「サーラ、どう思う？」

　殺意を秘めたレナータの問いに同じ表情のサーラが応じた。

「大した使い手はいないな。五級か四級程度の冒険者崩れだろう」

　吐き捨てるような言葉には明確な怒りがある。

「突入しましょうか？」

　エイミがいつものポワポワした口調からかけ離れて平へい坦たんな声を出す。

「ええ。たださすがに貴族に顔を見られるのはまずい。みんな、顔を隠して」

　レナータの指示で『夜空の月桂樹』の面子は、【収納袋】から布を取り出して顔を隠した。

　レナータがバルの顔も黒い布で覆ってくれる。

　そして彼女が窓を見るとサーラが拳こぶしで窓ガラスを叩たたき割った。

「な、何だあ？」

　間抜けな声を上げたのはカロリング侯爵である。

　貴族の迎賓館は安全な聖域だと彼は一片の疑いもなく信じていた。

　彼ばかりではなく、ヘッセン子爵とクラリー伯爵も同じである。

　彼らを守るはずの護衛たちも一緒になってきょとんとしていた。

　そこにレナータが魔術で閃せん光こうを放つ。

「ぎゃあ！」

「め、目が、目があ……」

　間抜けな不ふ埒らち者ものたちが右往左往している間に、『夜空の月桂樹』とバルたちは手際よく女性たちの拘束を解き、大きな布で体を隠してあげて窓の外へ逃げ出す。

「曲くせ者ものだ！」

「であえー！　であえー！」

　屋敷の中が騒ぎになっている中、バルたちは迎賓館の外に出た。

「さて、ここからどうする？」

「ギルド支部に駆け込みましょう」

　バルの問いにレナータが即答した。

「他に匿かくまってくれるところなんてないだろうしね」

　サーラが軽い怒りを込めて言う。

　エイミとバル以外の四人が抱える女性たちからも反論はなかった。

　もっとも彼女たちは会話ができる精神状態でもないだろうが。

「じゃあヘマしないで。バルさんは適当に自分で逃げてほしいけど、できる？」

「ああ、逃げ足には自信があるよ」

　バルはにこやかに答える。

「じゃあ解散！　また明日落ち合いましょう」

　そう言って六人は散り散りに逃げ出した。

　バルは北のほうを目指して走り出し、建物の陰に逃げ込む。

　そして気配を探ってみたが、まだ迎賓館の中から人が出てくる気配がない。

（変だな。あきらめたのか？）

　バルは首をひねる。

　自分たちがさらってきた女を奪還され、あわてて追いかけるのはたしかに外聞が悪い。

　しかし、それを気にするようなカロリングたちではないはずだ。

（……じゃあなぜ追いかけてこない？）

　何やらバルはいやな予感がする。

（考えてみれば奇妙だな。いくら第一妃きさきに従っているとは言え、ノルト公爵の意思をまるで無視するかのような行動をしているのは……）

　カロリングたちにそのような度胸があるだろうか。

　そこまで思いをめぐらせてバルはゾッとする。

（最悪を考えてみよう）

　今回の件で最悪なのは帝国内の問題で収められない場合だ。

　つまり外国の干渉である。

（まさか迎賓館にいるのはカロリングだけではない？）

　と思い当たり、バルはハッとした。

　帝国の力を少しでも削そぎたい国はいくらでもある。

　どこかの国がカロリングをそそのかしているのではないか。

（リュディガー皇子が即位すれば、その功績であなたも公爵や伯爵に、とかか。しかも自分たちと親しいとなれば皇帝も無下にはできなくなる、あたりか？）

　バルの頭にもっともらしいやりとりが浮かぶ。

（戻ってみるか）

　バルは予定を変更する。

　光を操る異能を使えば誰にも視認されなくなることは可能だ。

　そうして迎賓館に戻ったバルが見たのは、カロリングたちが身に覚えのない異郷の服装を着た男性に頭を下げている場面である。

「申し訳ありません、ギュスター侯。お見苦しいところをお見せしてしまい」

　カロリングはそう詫わびていた。

「……まさか冒険者風情に侵入を許したあげく、獲物をさらわれてしまうとは」

　ギュスター侯と呼ばれた金髪をカールにした中年男性は、あきれ顔である。

　たしかにみっともないにもほどがあるだろう。

「い、今からでも追っ手を出します！」

　ヘッセン子爵が言うと、ギュスター侯は軽蔑するように冷ややかな目で彼をにらむ。

「そのようなことができるはずがあるまい。あなたたちが雇った者は誰も侵入者に気づけなかったのだから。気づけない相手をどうやって発見する？」

「そ、それは」

　ヘッセン子爵が黙ってしまうと、ギュスター侯はさらに言った。

「だいたい、私がこの国にいてはいけないのだよ。騒ぎにするのはまずい。その程度のことさえ分からんのは困るよ、カロリング侯」

「ご、ごもっともで」

　カロリングはペコペコ頭を下げ、見苦しくもみ手をしている。

（言葉のなまりからすると、大陸西部だな……カロリングがああも腰が低くなる国の貴族となれば、王国あたりかな）

　バルは聞き耳を立てながら頭を回転させていた。

　帝国の力を削ぎたく、帝国の警戒網をくぐって極秘に入国でき、なおかつカロリングが低姿勢になるほどの国力を持つと言えば、まず西の果てにある王国の名前があがる。

「リュディガー皇子は我ら王国主義と手を取り合えるお方だ。リュディガー皇子が即位なされば、わが王国との関係は良好となるだろう。そうなればカロリング侯、あなたはリュディガー皇帝誕生の功と王国との関係修復の功をもって、皇室の姫を一門に迎え入れて公爵になれることは確実だろう」

　ギュスター侯は物覚えの悪い生徒にねちっこく説明する教師のように、粘り気のある話し方をしていた。

「ぎょ、御意」

　気き位ぐらいが高いはずのカロリングはクラリー、ヘッセンとともにペコペコしている。

（やはりか）

　バルの心に怒りの炎が灯ともった。

　おそらくカロリングたちに売国の意識はない。

　自分が主とあおぐ皇子を継承戦に勝たせ、派閥の主のノルト公の地位を強化し、王国と帝国の関係を修復し、自分も功を立てて昇爵できる。

　誰も損しないすばらしい計略だと思っているだろう。

（だがな、それは許容できない）

　とバルは思う。

　カロリングたちの中には帝国民が入っていないからだ。

（未知の脅威があるのに国を割るような争いを平気でやる。自分たちの楽しみのために、何の罪もない女性をさらってなぶりものとする。無む辜この民草が傷つき苦しむことに何の痛つう痒ようも感じない。そんな奴やつらにこの国の未来を預けるわけにはいかない！）

　彼は改めて決意する。

　カロリングたちの野望は必ず砕くと。

（問題はやり方だな）

　女性たちを救出したのは意外なほどに上う手まくいった。

　カロリングたちの意識が甘かったのと、『夜空の月桂樹』のメンバーの腕がよかったおかげだろう。

（本来はノルト公爵を拘束し、罪を追及する作戦だったが）

　バルはどうもそれはよくないと判断する。

　この場に公爵がいれば決断できたし、何なら踏み込んで一気に事態を解決できたのだが、公爵はいないようだ。

（まさかと思うが、公爵は何も知らないんじゃないか？　それどころか、ユーリヒ侯ですら何も知らないような）

　そうだとすれば慎重にならなければならない。

（何の罪もないことで公爵や侯爵を糾弾するわけにはいかないからな）

　同じ派閥なのだから、何の責任もないとは言えないが、一線を引いて考えるべきである。

（公爵のほうもさぐりを入れるべきだな）

　バルはそう判断して、そっと迎賓館を離れて自分の宿に戻る。

　そしてそこで魔術具を使ってミーナを呼び出す。

　彼女が眠る時間はまだ先だから遠慮はしなかった。

「はい、いかがなさいましたか？」

　案の定彼女はすぐに応答する。

　バルはあいさつもそこそこに見てきたことを話した。

「ノルト公爵とユーリヒ侯爵が知らないところで？」

　ミーナにとっても意外だったらしく、声が少し高くなる。

「まだ疑いの段階だが、無視するわけにはいかないだろう。派閥の領りよう袖しゆうと側近だからお咎とがめなしとはいかないだろうが、それでもだいぶ罪は変わるぞ」

「……私が公爵の調査をしてみればよいのでしょうか」

　ミーナは察しが悪くないところを見せた。

「そうだな。裏からこっそりさぐったほうがいいからな」

　バルは答える。

　表立って動いてもよいならば、クロードのほうが適任かもしれない。

　だが、問題は非常にデリケートだ。

「わかりました。できるだけ早く調べてお知らせします」

「よろしく頼む」

「はいっ！」

　バルに頼まれたミーナはうれしそうに返事した。

　通信を切ると、次にバルはクロードを呼び出す。

　ミーナの時とは違い、本人に向けたものではなくて通信魔術具に向けてだ。

　いきなり通信魔術を使うと怒られるのが普通だからである。

「はい？　バルトロメウスか？」

　数秒待たされてクロードは応答した。

「ああ。少し気になる件があってな」

「……何があった？」

　クロードの声が低くなる。

　バルが今どこで何をしているかを知っていれば、あまりいい情報ではないかもしれないと警戒するのは自然なことだった。

「カロリング侯爵たちが、外国の貴族らしき男といるところを目撃した」

「……何だと？」

　クロードの声が鋭くなる。

「特徴は分かるか？」

「大陸西方風の訛なまりと上等な服、髪はカールにしていて、ギュスター侯と呼ばれていたな」

　バルは思い出せるかぎりの説明をしていく。

「ギュスターだとっ？」

　クロードの声が高くなった。

「知っているのか？」

「アルト王国の貴族に名前を連ねているな」

　バルの問いにクロードは声を低めて言う。

「ということは王国がちょっかいを出してきているのか？」

「おそらく」

　二人の間には王国に対する怒りが流れる。

「話はそれだけじゃない」

「まだあるのか？」

　クロードの怒りが濃くなった。

「ああ。ノルト公とユーリヒ侯なんだが、どうにもギュスターのことは知らされていない可能性を感じる」

「は？　そんなことがあるのか？」

　クロードはギョッとした声を出す。

（そうだろうな）

　とバルは共感する。

「私も似たことを考えたのだがな。ユーリヒ侯が知っているなら、何もホーエンの迎賓館で会う必要はないだろう。クラーフェベルク州の領主はユーリヒ侯なのだから、堂々と会えばよい。それにそちらのほうが目立たないはずだ」

　バルはそう言ってからつけ足した。

「言いたいことは分かる。……ユーリヒ侯が加担しているとすれば、不自然すぎるな。ノルト公のほうはそれだけじゃ分からないが」

　クロードは慎重な態度を見せる。

　ノルト公はこの国を代表する大物貴族だから、うかつには動かないだろうという思いが彼にもバルにもあった。

「うん、だからミーナに調べてもらうことにした」

「ヴィルヘミーナにか」

　クロードはあまり気乗りしない様子である。

「周囲に気け取どられずに調査ができて、口が堅いと言えばまずはあいつだからな」

　バルは理由を説明すると、クロードは嘆息する。

「その通りだな。陛下には私から報告しておこう。ヴィルヘミーナから連絡があれば、また私に教えてほしい」

　そう言ったのはバルに言われないかぎり、ミーナはクロードや皇帝に報告してこないと判断してだろう。

「もちろんだ」

　バルは笑いながら応える。

　通信魔術でやりとりをすれば、人の耳じ目もくを集めにくい。

　もっともこれはカロリングたちにも言えることで、ギュスター侯が来ているところを目撃できたことは大きかった。

「それにしても運がよかったな。奴らを目撃できたのは」

「何、貴族が悪だくみする際は、顔を合わせてやると相場が決まっている。遅いか早いかの違いだろうよ」

　バルの言葉にクロードはしぶい笑いを返す。

「そういうものか」

「そうだ。事態が変化したことは明日にでも陛下に申し上げよう。バルトロメウスは引き続き注視していてくれ」

「了解」

　バルは短く返事してから自分の希望を言った。

「できれば早いうちにギュスターとカロリングの身柄を同時に押さえたいのだが」

　そうすれば災いは芽のうちに摘める。

　外国の貴族を拘束すれば別の問題が持ち上がるだろうが、そもそも密入国をしているのだから帝国は強気に出ていい。

「気持ちは分かるが、まだ早いと思う。現段階だとノルト公やユーリヒ侯までは拘束できないからな。もちろん二人は白なのかもしれないが、判断はできないだろう」

　クロードは慎重だった。

　あわてたところがないのは、バルも本気で言っているわけではないと思っているからだろう。

「そうだな。陛下のお考えをうかがいたい。しっかり確認してくれ」

　バルの要望にクロードはうなずいた。

「陛下は私よりも慎重だが、それでいて拙せつ速そくをたっとぶ傾向があるお方だからな。意外と拘束命令をお出しになるかもしれん。明日さっそくうかがってみよう」

「任せた」

　バルはそう言い、ひと仕事を果たした気持ちで通信を切る。

（明日からが本番だな）

　問題は冒険者としての仕事をどうするかだとバルは思う。

　到着してすぐにこのような事態になるのは、少し計算違いだ。

（イェレミニアスも『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』のことを過小評価していたのかもしれないな）

　彼はそう感じる。

　すべては彼女たちの決断力と行動力のたまものだ。

　今回の件で正しく評価されればいいなと思い、バルは寝床に入った。

　翌朝、朝食を宿の近くの店ですませて外に出ると、レナータたちに遭遇する。

「おや、おはよう」

　バルは驚かなかった。

　七級冒険者としての気配は隠していないため、二級冒険者であれば探し出すことは難しくないだろう。

「おはよう。少し相談があるんだけど」

　レナータは微笑を浮かべているものの、目は笑っていない。

　通行の邪魔にならないように道の脇に寄り、バルは言った。

「クレーフェに戻ったほうがいいと思うけど」

「今すぐ戻ったらかえって怪しまれるんじゃない？」

　レナータは首をかしげる。

　他のメンバーも似たような反応だった。

「まあね」

　バルは彼女たちの考えを認める。

「昨夜みたいなことを手際よくできる実力者は少ない。君たちか『希望とはためく旗』のどちらかが怪しいと、そのうち分かるだろう」

「だったら」

　レナータが何かを言いかけたのを、バルは目で制止した。

「だから貴族たちが下手に手を出せない場所に逃げたほうがいいと思って。クレーフェのギルド支部は、イェレミニアス総長から直接指示を受けているみたいだし」

　デニスと名乗った支部長は相当な強さを秘めていたし、ユーリヒ侯に内密でやっていたのであれば、そのユーリヒ侯の膝ひざ下もとが安全という見方もできる。

「正論ね。バルさんは冷静で正しいわ」

　レナータはそう言ったが、彼女の表情を見てバルはいやな予感がする。

「でも、それじゃダメだと思うの。あの貴族たちを放置していたら、問題は解決しないから」

　おそろしい形相になったのは『夜空の月桂樹』全員だった。

（まずいな。ひと泡吹かせたいと思っているのか）

　気持ちは分かるが、腐っても侯爵や伯爵である。

　その気になれば二級冒険者くらいどうにでもできるだろう。

（でもそうはっきり言ったら、たぶん逆効果なのだろうな）

　とバルは判断する。

　レナータたちが放っているのは「一いつ矢し報いてやろう」という、覚悟を決めた者たちの空気だ。

「放置する気はないよ。クレーフェに戻って、デニス支部長に報告する。そしてあの人からイェレミニアス総長に伝えてもらおう」

「……総長に？」

　バルの案を聞いた『夜空の月桂樹』たちは、空気がやわらかくなる。

　イェレミニアスが彼女たちの信頼を勝ち取っている証あかしだった。

「総長なら皇族と親しいし、貴族にも顔が利くわね。奴やつらを掣せい肘ちゆうするなら、現実的かもしれないわ」

　レナータは地面を見つめながらぶつぶつ言う。

「デニスさんって何でも元一級冒険者だったそうだ。後方能力も長たけているのを見込まれて、支部長に抜ばつ擢てきされたらしい」

　サーラが仕入れた情報を明かす。

「そんな人なら安心かなあ。さすがバルさん。現実的で効果がありそうな、ナイスアイデアですー」

　エイミが本来のぽわわんとした空気でバルをほめる。

「できれば一発殴ってやりたいけど、さすがに侯爵や伯爵はな」

　サーラは無念そうにしながらも賛成してくれた。

「じゃあさっそく馬車で戻りましょうか」

　レナータはリーダーとして指示を出す。

　一行は逃げるようにホーエンを後にする。

「私がやろう」

　御者はサーラが手を挙げた。

「俺がやるけど」

　バルが困惑して言うと、彼女は微笑ほほえむ。

「あなたの冷静さと判断力は、私たちにとってとてもよい道しるべになってくれた。そんな人に御者なんてさせられないよ」

「そうね。サーラなら一人で索敵もできるし、バルさんは後ろで休んでて」

「さんせーい」

『夜空の月桂樹』が全員賛成したため、バルはあきらめて馬車の中に入る。

「お邪魔します」

　バルが入ると四人が笑顔で歓迎してくれる。

「誰と誰の横がいい？」

　レナータがからかうように上目遣いで聞いてきた。

「間に挟まれるのは確定なのかい？」

　バルは苦笑する。

「希望がないなら、私とエイミの間ね」

　レナータはそう言って、自分の右側の空白部分に手を置いた。

「分かった。そうさせてもらおう」

　バルは堂々と二人の間に腰を下ろす。

　彼女たちがつけている香水が鼻び腔こうをくすぐる。

「うーん、全然照れないね」

「かっこいいけど、ちょっと残念」

　バルの落ち着いた様子を見て、レナータたちは感想を漏らす。

「美人に囲まれたらまごまごすると思った？」

「バルさんのかわいいところみたかったんですけどねえ」

　エイミがぽわんとした声を出した。

「かっこいいところと頼りになるところしか見てないわね」

　レナータはわりと本気で残念そうである。

「はは、男は素敵な女性たちの前ではかっこつけたいし、頼られたいと思ってしまうのさ。君たちの魅力のなせるわざだね」

「そう言われると悪い気しないわね」

　バルの切り返しにレナータが微笑むと、エイミもうなずいた。

「切り返しもお上手で、隙すきがないですねえ」

「私たちがそれだけ魅力的だと言われたら、反論する気も起こらないものね」

　シーナ、マミの二人も笑顔で降参する。

「君たちが美人揃ぞろいで素敵な女性たちだというのは、まぎれもない本心だよ」

　バルが言うと、レナータ以外の三名は頰ほおを赤らめてうつむく。

「ここで追い打ちだなんて、バルさんって本当は猛も者さなんじゃないの？」

　バルトロメウスという本命がいるせいか、唯一あまり動じていないレナータがちょっと疑わしい目で見る。

「まさか」

　バルは苦笑した。

「分かる！　バルさんモテそう！」

「金や地位目当ての子は相手にしないだろうけど、そんな女ばかりじゃないものね」

　思いがけない展開で『夜空の月桂樹』たちは盛り上がりはじめる。

　こうなるとバルもうかつに口をはさめない。

「では想像に任せるとするよ」
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　女性に包囲されている形で座っているから、外をながめるという逃げの手は使えないがそれでもにっこり笑顔を保つ。

「……やっぱり余裕ありますよねえ、この人」

「モテる男は得意そうになるし、モテない男はムキになったりするのにね」

「バルさんから、そこらの男とは格の違いを感じる」

　女性たちは余計に疑いを持ったようだ。

　帰り道もこのような話で盛り上がり続け、バルは「女性冒険者も恋バナが好きなのだ」と思い知らされる。







第九話　最強




　クレーフェに戻った一行はさっそくギルド支部に向かい、デニスに面会を求める。

「みなさん……」

　奥から顔を見せたデニスの表情はけわしい。

　何が起こっているのかある程度感づいていそうだった。

「支部長室で話はうかがいましょう」

　そう言ったデニス自身の案内で、一行は二階の支部長室に通される。

　あいさつもなく、お茶も出ていない状況でさっそくレナータが切り出す。

「女性たちをさらっていたのは貴族でした」

　その後、彼女は要点を押さえて簡潔に説明する。

「……貴族の迎賓館は原則として、我々は干渉できませんからね。おかしいと思っても踏み込むことは不可能なのです」

　デニスの顔からは無念がにじみ出ていた。

「ですからみなさんのやり方は理解できます。女性を助けられ、貴族に恥をかかせることで行動を一時的に制限し、その間に帝都に知らせる。見事な作戦だと思います。ところで、やはりレナータさんがお考えになったのですか？」

　この問いをバルは変に思う。

（なぜわざわざ聞く？　貴族相手に冒険者が選べる手段はほとんどないはずだが）

　念のためとでも言われたらそれまでの感覚的なものだ。

　だから彼は口をはさまなかった。

「いえ、ほとんどバルさんのアイデアなんです」

　レナータは首を振ってバルを見る。

「最初、この人が同行するとは大丈夫かなと思わなかったと言えばうそになりますが、すぐに自分の浅はかさに気づきました。経験、識見、判断力、どれをとってもすばらしい人で、戦闘力がないことを勘案しても五級が妥当ではと推挙したく思います」

「異議なし」

「素敵だと思いますぅ」

　レナータの言葉に『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』全員が賛成した。

「ほう」

　デニスは軽く目をみはる。

　この展開は彼も予想していなかったようだ。

「それだけすばらしい人なら、総長が送ってきたのもうなずけます。総長はご存ぞん知じかもしれないですが、私も推挙に賛成すると申し上げたほうがいいかもしれませんね」

　デニスは笑顔で応えた。

「ありがとうございます」

　バルはひとまず礼を言っておく。

「それでこれからはどうなさいますか？　貴族とよくない関わり方をした以上、長く滞在するのはおススメできませんが」

　デニスは恥じ入った顔でレナータたちに質問する。

「今日はここに泊まって、明日にでも帝都に戻ろうかと思います。帝都まで戻ってしまえば、あとは何とかなるでしょう」

「そうですね」

　デニスはうなずいた。

「帝都は陛下のお膝下ですし、イェレミニアス総長や騎士団の目が光っています。平民をいたぶる貴族はおいそれと近寄れないでしょう」

「そう願います」

　レナータは愛想笑いを浮かべて返事する。

「それじゃ私たちはこれで。あまり支援のお役に立てなくて、申し訳ないですが」

「とんでもないです。来ていただいて早々と事件を一つ解決していただけたではありませんか。さすが帝都の二級冒険者です」

　デニスはにこやかに話し、白い袋を取り出す。

「依頼の報酬です。一人につき八十万トゥーラです。安くて申し訳ないのですが」

　彼が笑みを消して詫わびたのは、二級冒険者ともなると一回に一人の報酬が二百万を超えることも少なくないからだろう。

「いいですよ、女の子たちは無事助けられたんだし」

　レナータたちはいやな顔をせず、笑顔で報酬を受け取る。

（いい子たちだ）

　こういう冒険者が増えてくれればいいなと思いながら、バルも分け前をもらった。

「デニスさんって若くして支部長になった人で強いんだろうに、腰が低くて感じがいい人ね」

　デニスに別れを告げ、ギルドの建物の外に出たところでレナータはそう言う。

「本当だ。人材っているところにはいるんだね。バルみたいにさ」

　サーラも同意する。

　バルは何となく賛成できなかった。

（だが、何で気に入らないんだろうな？）

　自分でも理由が説明できなかったが。

「バルさん、このあと私たちは一緒に飲みに行くけど、バルさんも行かない？　さんざん頼りにさせてもらったから、奢おごるよー」

　レナータが明るく話しかけてくる。

「分かった。ごちそうになろう」

　バルは笑顔で応じた。

　奢りたいと言ってくる相手に奢ってもらうのも、つきあいの一環なのである。

「やった！」

　レナータ以外の四人が笑顔を浮かべたり、手を叩たたいて喜ぶ。

「じゃあ決まりね。私たちがいるのは支部の近くの『豊穣の土亭』という宿だから、そこまで来てくれる？」

「了解。荷物を置いたら顔を出すよ」

　バルが泊まるつもりなのはもちろん安宿である。

　八十万トゥーラが入ったからと言って、高い宿をとる気はない。

「バルもこっち来ない？　『豊穣の土亭』は一人一泊二万トゥーラだよ？　今のバルなら払えるだろう？」

　サーラの問いにバルは首を横にふる。

「せっかくの稼ぎだから蓄えにしたいんだよ」

「そうか。堅実だね。頼りになりそう」

『夜空の月桂樹』のメンバーはケチだと言わず、理解を示してくれた。

　夕食でレナータが麦酒を注いでくれたお返しとして、バルも酌をする。

「あら、ありがとう」

「バルさんは何というか女を対等と見ているって感じだよね」

「そこが付き合いやすいのかも」

　女性陣はほろ酔いになりながら、そう感想を述べた。

「男だから、女だから、貴族だから、平民だからって押しつけられるのはあまり好きになれなくてな。立場はあるし役割もあるだろうが」

　人と人は対等のはずだという言葉をバルは飲み込む。

　君主を戴いただかない民主国家以外では危険思想と見なされるおそれがあるからだ。

「分かる！　一方的に押しつけられるのはムカつく！」

　女性陣からは大いに賛同が起こる。

「互いに尊重しあえれば、争いごとは減らせるだろうにな」

「同感だけど、バルさん何か悟ってる感じがするね」

「落ち着いて言われるからか、説得力を感じまくる……」

　女性陣は苦笑半分、感銘半分という顔だった。

「すまん。飲みなおそう」

「うん」

　バルは女性陣を酔いつぶそうという下心はなかったし、女性陣も正体をなくすほど酔うほど愚かではない。

　引き上げる際、全員足取りはしっかりしていたし、バルから見ても普段と比べ隙は増えていなかった。

　だからバルは安心して宿に戻ったのだが、寝床に入ってしばらくしてすぐに目覚める。

　敵意を持った集団が彼の部屋を囲んでいたからだ。

（強敵の接近だったらもっと早くに気づけたが）

　つまりこの距離で起きても問題ない程度の雑ざ魚こだと判断する。

（だが、このタイミングで私を襲撃か）

　さえない七級冒険者を、集団で襲う理由などいくつもないだろう。

　念のため『夜空の月桂樹』がいる宿を探ってみると、彼女たちも襲撃を受けていた。

（……俺と彼女たちをこのタイミングで襲い、さらに俺たちの宿泊場所を正確に知っているわけか）

　動向を探られたのを気づけないバルではない。

　また怪しい気配に尾行されていたこともなかった。

　つまり襲撃者の後ろにいるのは、そのような手段を使わなくても彼らの宿泊場所を把握できる者ではないか。

（ここは捕まるか）

　とバルは思う。

　自分の予想が正しいかたしかめるためには、捕まるのも手だ。

　そのほうが敵の油断を誘えるだろう。

　それに『夜空の月桂樹』も捕まった気配があるのも気になる。

（強大な気配の持ち主はいないから、魔術具を使ったわけか？）

　などと考えていると、侵入者たちが忍び込んできた。

　バルは寝たふりを続けていると、一気に取り押さえられて縛り上げられる。

　今気づいたように驚いて暴れるふりをすると、顔に一発、腹に三発衝撃を受けた。

「がっ」

　バルにとっては痛くもかゆくもないが、ダメージを受けたかのような声をあげておとなしくなる。

「運び出せ」

　誰かの指示でバルは大きな袋に入れられ、運ばれていく。

（手を出すなよ、ミーナ）

　五百分の一秒だけ漏れた殺気を感じ、バルは心の中で言った。

　幸い、彼を運ぶ者が突如現れたエルフに惨ざん殺さつされることはなかった。

　門やドアを開ける音を何回か聞いた後、やがてバルの体は袋から出され、縛り上げられたまま転がされる。

　同じ部屋には『夜空の月桂樹』と『希望とはためく旗』の気配があった。

　彼らはバルと違い目隠しと猿さる轡ぐつわをされ、力を封じる魔術具で拘束されている。

（『希望とはためく旗』も捕まっていたのか）

　これはバルも予想していないことだった。

（『希望とはためく旗』が救援にきたおかげで助かるという、理想的な展開は使えなくなったか）

　どうやら別のプランがいいようだと脳内で修正を考える。

　どうせそのうち黒幕たちがやってきてネタ晴らしをしたりするのだろう、とバルはこの後の展開を読む。

　そうでなければ七級冒険者は殺されていないとおかしい。

（どうやら読みが当たったかな）

　バルは覚えがある気配の接近でそう思う。

　中に入ってきたのはカロリング侯爵、クラリー伯爵、ヘッセン子爵、ギュスター侯爵、それにユーリヒ侯爵、ノルト公爵、さらに黒いフードで顔を隠した男だった。

　彼らの後ろに人相の良くない男たちが何人か従っている。

「こいつらか、私たちの楽しみを邪魔したクズどもは」

　開口一番、カロリングが叫ぶ。

　その青い双そう眸ぼうには憎しみの炎が燃えている。

「カロリング侯、私の領地で何をしていたのだ？」

　ユーリヒ侯爵が顔をしかめた。

「何の、貴公の領地に差し障りない獲物を調達していただけですぞ」

　カロリングは少しも悪びれない。

「私にもユーリヒ侯にも知らせず、ギュスター侯と会っていた件はどう説明する？」

　ノルト公のほうは怒り、悲しみ、困惑が混ざった表情だった。

「御おん身みのため、リュディガー皇子のためを思えばこそです」

　カロリングはユーリヒ侯爵の時と変わってていねいな口調になったが、同時にじれったそうでもある。

（まさか私たちに聞かせるつもりなのか？）

　バルはあきれたし、望外の展開だと考えた。

　彼らにしてみればこの後始末する予定なのだろうし、そもそも冒険者たちは証言能力がある対等な人間だと思ってすらいないのだろうが。

「国を割る乱を起こすことの何が私のためか！」

　ノルト公爵の言葉にユーリヒ侯爵がけわしい表情でうなずく。

　カロリングは平然としている。

「アドリアン皇子が立てば、リュディガー皇子は飼い殺しにされるか、排除されるかです。そうなればノルト公爵家の未来も暗くなりましょう。皇帝の後ろ盾となって帝国全土に号令をかけられる道を選べる大貴族がです。大いなる損失と言わず、何と申せばいいのでしょうか？」

　もっともらしいことを熱っぽい口調で話したが、ノルト公爵は冷ややかだった。

「アドリアン殿下が立てば、貴公らにとって面白くない政策が続く可能性は高い。それを回避するためにはリュディガー殿下を擁ようするしかないのであろう。おためごかしはよせ」

「真にノルト公のことを思うのであれば、お立場を悪くするようなことを無断でするはずがあるまいに」

　ユーリヒ侯爵はそう言い、ギュスター侯爵を警戒する目で見る。

「貴公は信頼を壊したという自覚がないのか？　迎賓館を使ってもらったのも、魔術具の使用を認めてきたのも、信頼関係があったからこそだぞ」

　ユーリヒ侯爵の言葉には隠せない怒りがあった。

（そうだよな。さすがに人の領地の迎賓館を利用するのも、魔術具を使用するのも、領主の許可が必要だよな）

　バルは納得する。

　だからこそユーリヒ侯爵の立ち位置が読めなかったのだが、冒険者を人とすら思っていない価値観の持ち主たちのせいで、労せずに真相が分かってきている。

　ユーリヒ侯爵は同じ派閥のよしみである程度の自由を認めていたが、カロリングたちはそれをいいことに好き勝手やっていたというわけだ。

（これでユーリヒ侯爵を責めるのは酷だな。まあ無罪とはいかないだろうが）

　本人は一切関知していなくても、結果的に悪がはびこる温床になってしまった以上は罪に問われるだろう。

　それが領主の責任というやつである。

（ノルト公爵のほうはもっと難しいな）

　どうなるか分からないため、皇帝に丸投げしようと考えた。

「まあ一時的にはそうかもしれんな。だが、すぐに考えは変わる」

　カロリングは自信たっぷりに言う。

「何をするつもりだ？」

　ノルト公爵の問いにカロリングはにこやかに応じる。

「実験です。二級冒険者どもを使い、私たちが手にした戦力をご覧に入れましょう。そうすればきっとご安心いただけます」

「戦力だと？」

　反応したのはユーリヒ侯爵だ。

「そうだとも。そしてこの領内の冒険者ではなく、帝都から来た奴やつらを捕獲したのは、貴公に対する配慮だと思ってもらいたい」

　領内の有力冒険者が消えるのは、それだけ戦力が落ちるということだ。

　それを避けるためにバルたちを狙ったという。

「物は言いようだな。彼らが行方不明になれば、当然イェレミニアスは私に問い合わせをしてくる」

　ユーリヒ侯爵は顔をしかめる。

「あんな虎こ人じん、しょせんは伯爵の一族。突っぱねてやればよい」

　カロリングは傲ごう然ぜんとした態度だった。

「後ろにひかえているデニス支部長が言い訳を考えるというわけかな」

　黙って聞いていたバルが初めて口を開く。

　彼らの会話を聞いているだけだと、フードをかぶった人物が正体を明かしそうになかったからだ。

「……やはりあなたはあなどれないですね」

　目を見開いた貴族たちとは違って、デニスは落ち着いた様子でフードをとってみせる。

　二級冒険者たちが一斉に息を飲む。

　ギルド支部長のデニスが貴族たちの手先となっていたことは、彼らも予想していなかったのだろう。

「どうして気づいたのか、参考までに聞いても？」

「俺たちがこの都市に戻ってすぐ襲撃されたからね。貴族たちが居場所を調べ上げたんじゃなくて、もともと知っていた誰かが教えたのだと思った。俺たちの居場所を自然に把握できた人物で一番怪しかったのはあんただったのさ」

　バルが説明するとデニスは納得したようにうなずく。

「なるほど。確信していたわけではないのですね。でもまあ、あなたは七級とは思えない洞察力を持っているようだ。だから一緒にさらってもらったのですよ」

　そしてカロリング侯爵を見た。

「いかがです？　私が申し上げたことは正しかったでしょう？　このバルという男を無視しておくと、きっと二級冒険者たちが消えた理由に気づくと」

「そうだな。貴様の助言は正しかった。ほめてつかわす」

「ありがたき幸せ」

　渋じゆう面めんの侯爵に礼をするデニスを見て、バルは苦い気持ちになる。

（帝都から来た冒険者を全員狙ったわけじゃなかったのか）

　ある程度評価されたほうが動きやすいと思ったのが、かえってマイナスに働いてしまったということだ。

「冥めい府ふへのみやげ話として聞きたいんだが、なぜカロリング侯に加担している？」

　バルは怒りをこらえて質問する。

　デニスはイェレミニアスも信頼していた男のはずだ。

「私はね、次のギルド総長になりたいのです。ギルド総長になるためには貴族の支持が必要なのですよ」

　デニスは隠していた野望をむき出しする。

「それだったらイェレミニアス総長のもとで修行を積めば……」

「無理ですよ」

　バルの言葉をデニスは吐き捨てるような一言で切り捨てた。

「あなたはギルド支部の実態を知らないでしょう。支部は貴族と上う手まくやっていく必要があります。貴族の言いなりになるな、独立を守れっていうのはきれいごとなんですよ」

　積もり積もったわだかまりが感じられる告白だった。

　しかし、それでもバルは納得できない。

「ユーリヒ侯爵がそんなひどい領主には見えないが」

「ええ、ユーリヒ侯は立派なお方です。だからこそ高みへと上るお手伝いをさせていただきたいのですよ」

「デニス、貴様」

　ユーリヒ侯爵は一瞬だけ怒りを浮かべて、すぐに消した。

　悪いのはデニスをそそのかし、引きずり込んだカロリングのほうだと思ったのだろう。

「カロリング侯、本当に成功すると思っているのか？　アドリアン皇子の派閥は大きいのだぞ」

　ユーリヒ侯爵の言葉を、カロリングは鼻で笑う。

「貴公も物分かりが悪いな。そのために手に入れた武力をこれから披露しようというのだ」

「だが、八神輝レーヴアテインが出てきたら……」

　ノルト公爵の声と表情におびえが宿る。

　帝国を代表する大貴族だけに、八神輝レーヴアテインの力はよく知っていた。

「出てこないでしょう。八神輝レーヴアテインはあくまでも国を守る決戦戦力です。皇太子が定まっていない以上、私どもがやっているのは謀む反ほんにはならないのですぞ。ただの勢力争いで八神輝レーヴアテインを出せるはずがないではないですか」

　カロリングの返事はもっともらしく響く。

「そうだな。アドリアン皇子が皇太子になった後ならともかく、なる前の段階だからな」

　ユーリヒ侯爵は少しだけ安心したようだ。

　今この場にその八神輝レーヴアテインがいると知らないからこそのやりとりだった。

（それに介入の余地がないわけじゃないぞ……）

　とバルは思う。

「ノルト公とユーリヒ侯も今日でお考えが変わるでしょう」

　そう言ったのは今まで黙っていたクラリー伯爵だった。

「すばらしい力を手にしたのです。これは八神輝レーヴアテインだって倒せるかもしれないと思わせるほど圧倒的な力を」

「……何？」

　クラリー伯爵の言葉にノルト公とユーリヒ候が反応する。

「八神輝レーヴアテインを倒せるなど、簡単に言うものではないぞ」

　ノルト公は半信半疑だった。

「お見せしたほうが早いでしょう。二級冒険者のやられざまをご覧になれば、まったくのデタラメではないとお分かりになるかと」

　デニスがそう言って、指を鳴らすと人相の悪い男たちが動き出して冒険者たちを担ぎ上げる。

　バルも黙ってされるがままになった。

（どうやって逃げて八神輝レーヴアテインとして介入するかだな）

　と考える余裕があるのは、ミーナが外で待機していると気づいているからだ。

　冒険者たちの手前、彼が動けなくてもミーナが出てくれば最悪の展開は防げる。

　それだけでいくらか気は楽だった。

　バルたちが連れて来られたのは地下の大きな部屋で、頑丈そうな黒いドアを開けた先には何もない殺風景な景色が広がっている。

（軽く百人くらいは入れそうだな）

　おそらく闘技場なのだろうとバルは見当をつけた。

「さあ楽しみのはじまりだ」

　カロリングはニヤニヤ笑う。

　壁際にバルたちは並べられ、貴族たちは反対側に離れる。

　そしてカロリングは懐から黒い菱ひし形がたの宝石を取り出した。

「これは特別な魔術具でしてね。何と巨人を使役できるのですよ」

　カロリングは得意げに説明すると、宝石を右手にかかげて叫ぶ。

「いでよ、ルゴス！」

　宝石が暗く輝くと、黒い霧が噴き出してやがて大きな影へと変わる。

　そしてそれは黒い皮膚と棍こん棒ぼうを持ち、赤い一つ目を持った巨人になった。

（ルゴスだとっ？）

　バルは絶句する。

　一級冒険者が十人がかりでようやく撃退が可能という、強力な存在だった。

「さあ解除だ」

　クラリー伯爵が言うと、二級冒険者たちの拘束が解ける。

「さああがけ。絶望に立ち向かえ、ははははは！」

　カロリング、クラリー、ヘッセン、デニスは醜悪な笑みを浮かべ、ギュスターは満足そうにしていて、ユーリヒ侯とノルト公は絶句していた。

「やるしかないか」

『希望とはためく旗』のメンバーは悲壮な決意をする。

「そうね」

『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』のメンバーも同様だった。

「巨人族は物理に強く、魔術に弱いはず。後衛を守り切れるかが重要よ」

　レナータがそう言う。

「聖なる光、聖なる風よ、我らの身を守り、我らの災いをしりぞけたまえ【聖せい刃じん聖せい風ふう】」

　レナータが二級魔術を唱えると、『希望とはためく旗』の魔術師も同じものを唱える。

　彼らの体は淡い白い光に包まれる。

「ほう、二級魔術」

　と言ったのはノルト公だった。

「あなたたちは足止めに専念して」

　レナータが言う。

「分かった」

　前衛は無理に突っ込まず、ルゴスをにらみつける。

「ふははは、蹴け散ちらせルゴス！　人間などお前に比べたら脆もろいあわれな存在だと教えてやれ！」

　カロリングが命令を下すと、ルゴスはゆっくりと前進をはじめた。

「来たれ、紅ぐ蓮れんの業火よ。天使の力、星々の力をまとい、巨大な薙なぎ刀なたとなってこの地に顕現せよ」

　レナータが詠唱している横で、『希望とはためく旗』の魔術師も詠唱する。

「雷いかづちよ。怒りの叫びをあげよ。ほとばしるは青き光。なぎ倒すは黒き災い」

　二級魔術が二つ同時に唱えられているというのに、ルゴスは危機感を示さなかった。

　巨体にふさわしい鈍重さなのだと、レナータたちは勝手に解釈する。

「【紅ぐ蓮れん煌こう炎えん】」

「【雷らい吼こう雷らい葬そう】」

　赤い炎の星と雷の槍やりがルゴスに襲いかかった。

　トロールやクラーケンですら撃破可能な威力だとバルも思う。

　対するルゴスは面倒くさそうに左手を振っただけだった。

　それで二つの二級魔術は四散してしまう。

「は？」

「えっ？」

　仰天したのは冒険者たちだった。

　彼らの最大火力と言うべき攻撃手段で、何の傷も負わせられなかったのだから。

「そ、そんな……」

「いいねえ。そそるね」

　絶望する冒険者たちを見て、ヘッセンが手を叩たたいて喜ぶ。

（悪趣味な男だ）

　バルは顔をしかめる。

　冒険者たちにはあがこうという気力が見られない。

　歴戦の実力者だからこそ、力の差が分かってしまったのだろう。

　それでもレナータだけは再び魔術を唱える。

「風の化身の力を借りて、遠き道への門を開かん。いざ舞い上がれ【空間転移】」

　そしてバルの体は屋敷の外へと飛ばされていた。

　同時にレナータは魔力が切れてふらつく。

「私の力じゃ、転移魔術は一回だけ、それも一人だけ……逃がしたのはバルさんだけど、いいわよね」

「そうだね。弱い人は逃がすべきだ」

　サーラはうなずく。

「はい。バルさんはいい人だし、知識も判断力もあるし、助かってほしいですねえ」

　エイミは場違いなぽやぽやとした笑みを浮かべる。

「異議なし」

　他のメンバーも覚悟を決めた顔で賛成した。

「おのれ！」

　カロリングは怒りで吠ほえ、デニスも顔色を変える。

「厄介な相手を逃がしましたね。彼は総長にも信用されているみたいだし、証言されるとまずいかもしれません」

「追え、追え！」

　カロリングが叫ぶと男たちがいっせいに走り出す。

　デニスだけは動こうとせず、クラリー伯爵にとがめられた。

「なぜ貴様は追いかけない？」

　デニスは内心あきれながら説明する。

「彼らにとって起き死し回かい生せいの一手は、カロリング侯を殺害することです。そうすればルゴスは術者を失い、消滅するか暴走するかです。そして彼らからカロリング侯を守れるのは私しかいないのですが？」

「そ、それは困る」

　クラリー伯爵は青ざめ、カロリング侯爵は早口でまくし立てた。

「そうならないように私を守れ！」

「ええ、もちろんですよ」

　デニスは微笑を浮かべる。

（私が総長になるために有益な道具ですから。ユーリヒ侯がもう少しその辺に理解があれば、カロリングなどという醜悪な貴族を使わなくてもよかったのですが）

　彼はどうやってノルト公とユーリヒ侯に取り入ろうか考えていたが、バルのことは忘れていた。

　そのバルはと言うと、誰も見ていないことをたしかめてすぐに《光の戦せん神しん》の装束をまとう。

（カロリングは遊ぶつもりだったようだが、冒険者たちが早まるかもしれない）

　と急いで戻る。

【転移コイン】を使わなかったのは、こちらに向かっている男たちの集団に気づいていたからで、彼らが出てきた瞬間バルはしかけた。

　弱い七級を狙っていたはずの男たちは、自分たちがやられる側になるとは夢にも思っていなかったらしい。

　バルは彼らの背後に回り、一秒で全員の首に一撃入れて気絶させるという技を披露し、地下へと舞い戻る。

　地下では追いかけっこがはじまっていた。

　バルを逃がしたことで希望を持ったメンバーが、力尽きたレナータを抱えて逃げ回っている。

「ふははは、七級冒険者ごときを待つとはいじらしい！」

　カロリングは哄こう笑しようしているが、デニスが制止する。

「いえ、念のために早く倒して撤収準備をいたしましょう。楽しむ機会はまた見つけられるでしょう」

「ぬう」

　カロリングは不満そうだったが、ノルト公とユーリヒ侯は賛成した。

「当然だな。我々も引き上げたいところだ」

「ノルト公は今引き上げていただいてもいいのでは？」

　ユーリヒ侯の提案にノルト公はうなずく。

「そうさせてもらおう」

　彼は懐から【転移コイン】を取り出して発動させる。

　しかし、彼は転移できなかった。

「……何？」

　ノルト公は怪け訝げんそうにコインを見つめる。

「まさか偽物をつかまされたか？」

「失礼します」

　デニスが少しあせった様子でノルト公が持つ【転移コイン】を見る。

「これは本物ですな。ということは……もしや【時空封鎖】か？」

　デニスの声に驚きよう愕がくと恐怖が宿った。

【時空封鎖】は空間に干渉し、移動や通信を一切封殺する特級魔術だ。

　そんなものが使える術者など、帝国でも三人いるかどうかだろう。

「そのとおりだ。うす汚い貴族のイヌに成り下がったとは言え、ギルド支部長であれば知識くらいはあるか」

　響いたのは若い女性の玲れい瓏ろうたる声である。

　同時にこつぜんと彼らの前に美しい女性エルフが姿を見せた。

「ヴィ、ヴィヴィヴィ、ヴィルヘミーナ！」

　カロリングたち貴族が真っ青になる。

　彼らは美しいエルフが何者なのか、よく知っていた。

　ノルト公はそっと息を吐き、ユーリヒ侯は目を閉じて天をあおぐ。

「私がいるかぎり、腐ったドブネズミども一匹たりとも、この場から逃がさん」

　ヴィルヘミーナはエメラルドのような瞳で、一同をにらむ。

「殺せ！　デニス！　ヴィルヘミーナを殺せ！」

　カロリングがみっともなくわめくが、デニスは微笑を浮かべてさえいた。

「私はギルド支部を守るため、やむを得ず従っていただけなのです」

「それが通じると思っているのか？」

　ヴィルヘミーナは吹雪ふぶきのような声で返答するが、デニスは動じなかった。

「ええ。事実ですから。ヴィルヘミーナ様は苛か烈れつなお方ですが、罪なき者に対して理不尽な仕打ちをなさる方ではないと確信しております」

　怒ったのはカロリングたちである。

「な、何を申すか、貴様！　もとはと言えば貴様がすべての絵図を描いたのであろうが！　王国と手を組めばアドリアン皇子派を追い落とせると申したのも貴様ではないか！」

「ほう？」

　ヴィルヘミーナの瞳が動く。

「デマカセですな。うす汚い貴族は罪をかぶせるのが上手なようで」

　デニスはあくまでも笑顔を貼り付けていて、容易に崩せそうにもない。

「ええい、貴様！　ヴィルヘミーナよ！　ここは見逃さないと冒険者どもを殺すぞ！　いいのか？」

「冒険者風情がどうなろうが、私の知ったことか」

　カロリングのおどしに対し、ヴィルヘミーナは冷笑を浮かべる。

　これを聞いた冒険者たちはいっせいに落胆した。

　思わぬところでヴィルヘミーナが登場したことで、もしかしたら助かるかもしれないと希望を見み出いだしていたのだから、無理もないだろう。

「だが、その方は決して見殺しにするまい」

　ヴィルヘミーナは視線を冒険者たちに向けながら意味ありげなことを言う。

　ハッとしたレナータが顔を上げると、そこには一人の男が立っていた。

　黒いフード、黒いマントに白い仮面をつけた男が。

「バルトロメウス様」

　レナータがうっとりした声を出すと、貴族たちは仰天する。

「い、いつの間に……」

「カロリング、クラリー、ヘッセン、デニス。貴様らの悪行はすでに承知している。大人しく捕縛されるなら、痛い思いをしなくてすむぞ」

　バルは淡々とした声で警告を放つ。

　それにすごみを感じたのはミーナだけであった。

「何を言うか。我らはリュディガー皇子とノルト公のためにやったのだ！　つまりすべてはリュディガー皇子とノルト公の責任だ」

「貴様、何を言い出すかっ？」

　ユーリヒ侯が嫌悪を込めて叫ぶ。

　皇子と公爵の知らないところで好き勝手やっておいて、責任だけ取らせようとするのは許せることではない。

「まあいい。殺せばいいのだろう。バルトロメウスとヴィルヘミーナを倒せば、一気に形勢逆転だ！　殺せルゴス！」

　カロリングは血走った目で叫ぶ。

　待機していた巨人は、新しい命令を受けて動き出す。

　巨人がバルに接近してたくましい右腕を勢いよく振り下ろした。

　レナータたち冒険者は思わず目を背け、貴族たちは勝利を信じる。

「まあルゴスなら、この程度だろうな」

　バルは左腕一本で敵の攻撃を止めており、平然と感想を述べた。

「ば、馬鹿な……巨岩をも粉砕するルゴスだぞ」

「愚かな。巨岩を砕く程度で、バルトロメウス様に傷をつけられるものか」

　ミーナが冷ややかに嘲ちよう笑しようする。

　バルは体に光をまとう。

　そして右手をかざしてそこから光線を放った。

「【エルブス】」

「は、ルゴスには魔術なんて！」

　カロリングは最後まで言えなかった。

　光の奔ほん流りゆうにルゴスが飲み込まれ、彼が持っていた石が砕けたからである。

　召喚した対象が滅んだ時、石は壊れるという説明をいやでも思い出す。

「う、うそ、だろ……」

　カロリングたちは真っ青になり、その場にへたり込んでしまった。

　最大の武力と頼んでいたルゴスがまったく相手にならなかったからだ。

「ルゴスごときでバルトロメウス様に勝てると思っていたとは、嘆かわしいことですね、ヴィルヘミーナ様」

　デニスは女の理性をとろかすような魅惑の笑みを浮かべながらミーナに近づく。

「当然だな」
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　相あい槌づちを打って目をそらした彼女に、デニスは腰から下げていた剣を抜き放つ。

　それは居合と呼ばれる剣術だった。

　さらに身体強化魔術を重ね掛けして放つ一撃は、音速を軽く超える。

　デニスが誇る剣の奥義【音おと置おき切ぎり】。

　音を置き去りにする速さだと称たたえられた一撃は、ミーナの白い左手につかまれていた。

「音速の斬撃か。まあまあだな。これなら一級より上も目指せたはずだが、野心を優先させたということか？」

　ミーナは見もせずに感想を述べている。

「そ、そんな」

　今度こそデニスから余裕が消え、目の玉が今にも落ちそうなほど驚きよう愕がくしていた。

　自分の最大最強の近距離攻撃を、近距離戦闘が不得手のはずの魔術師に片手で止められてしまったのだから無理もない。

「私が魔術師だと言っても、接近戦の心得くらいある。残念だったな？」

　ミーナはデニスに氷のまなざしを向ける。

　力尽きたアリを見るアリクイのような目だった。

「そ、想像を絶する化け物でしたか……」

　いくら強くても魔術師でしかないのだから、至近距離から音速の斬撃を放てばミーナは倒せる。

　そんな甘い幻想を砕かれたデニスは、がっくりと肩を落とした。

「ミーナ、捕獲しろ」

「はい」

　バルの指示を受けたミーナは一級の光魔術【天てん縛ばく光こう】を用いて拘束する。

【天縛光】は光の輪で相手の動きを封じる強力な拘束魔術だ。

　ミーナが使えば八神輝レーヴアテイン級でもないかぎり、身動き一つできなくなるだろう。

「やめろ、悪いのはノルト公だ！」

　この期に及んでまだわめくカロリングたちとは違い、ノルト公とユーリヒ侯はおとなしく捕縛された。

「ノルト公は何もご存ぞん知じではなかったのだが」

　ユーリヒ侯が遠慮がちに声をかけても、ミーナの反応は冷たい。

「知ったことか」

　決めるのはバル次第だとミーナは思ったが、ユーリヒ侯は皇帝次第だと受け取る。

　一方バルは冒険者たちの無事をたしかめていた。

「どうやら間に合ったようだな」

　バルが安あん堵どしたのはいつわりではない。

「あ、ありがとうございます。ですがどうしてバルトロメウス様と、ヴィルヘミーナ様がこちらに？」

『希望とはためく旗』のリーダーがうやうやしく疑問を口にする。

「バルという男から連絡をもらった。彼には緊急連絡用の魔術具を貸し与えていたのだが、それが幸いしたな」

　バルは事前に考えていた言い訳を話す。

「そうでしたか。レナータが奴やつを逃がしたのは正解だったのですね」

『希望とはためく旗』は納得した。

「バルは……無事なんですか？」

　サーラがおそるおそるたずねる。

「ああ。私たちが保護し、ミーナが転移魔術で帝都に飛ばした。心配はいらない」

「そうでしたか」

『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』のメンバーは安心する。

「イェレミニアスの奴には私から苦言を言っておこうか」

「いえ、自分が選んだ道ですから。危険があるのは承知の上です」

　レナータは弱々しい笑顔ながら、きっぱりと言い切った。

「そうか。ミーナ」

「はい、バルトロメウス様」

　バルに呼ばれたミーナは、拘束した貴族たちとデニスを強引に引きずりながらやってくる。

「彼らを帝都のギルド本部まで送ってくれ。どうせ我々も帝都に戻るからな」

「かしこまりました」

　バルの指示にミーナはうなずき、さっそく転移魔術で夜の帝都のギルド本部前に移動した。

「うそ……この人数で、転移魔術、それも呪文なし……？」

「あ、ありえない……」

　レナータたち魔術師がミーナの桁けた違ちがいの実力に愕がく然ぜんとする。

「ふん」

　ミーナはすごくどうでもよさそうに鼻を鳴らし、貴族たちを連れて皇宮へ転移した。

　バルは皇宮についてから二等エリアの自宅に戻る。

　心配したレナータたちがたずねてくることを考慮したからだ。

　予想通り、その日のうちにレナータたち『夜空の月桂樹』がやってくる。

「はい」

　何食わぬ顔をして出てきたバルを見て、レナータは思わず彼に抱き着く。

「……よかった」

「レナータが逃がしてくれたおかげだよ。おかげで助けを呼べた」

　バルはやわらかいぬくもりを感じつつそう返す。

「レナータたちも無事でよかった」

　バルが言えば『夜空の月桂樹』たちはうっとりとする。

「バルトロメウス様とヴィルヘミーナ様のおかげよ」

「お二人ともかっこよかったよね」

「うん、特にバルトロメウス様が」

「ルゴスの攻撃を片手で止めるなんて驚きだよね」

　全員が恋する乙女のような顔になっていた。

「これからどうなるんだろう？　まさかデニスさんが……」

　不安そうな声を出したレナータに、バルは優しく言う。

「さあ？　上のことは上に任せて、俺たちはとにかく眠ろう」

「そうね」

　レナータたちはひとまず納得して引きあげていく。

　何とか乗り切ったバルはホッと息を吐き出した。

（さて、どうなるか）

　バルは貴族たちのことを思った。




　公爵たちがミーナに拘束されてきて、皇宮は大騒ぎになった。

　王国貴族のギュスター侯爵が一緒だったのだから擁よう護ごの余地はない。

「まさか」

　もっとも衝撃を受けたのはノルト公の娘にして第一妃きさきと、その息子のリュディガー皇子である。

　彼らがいくら凡ぼん庸ようであったとしても、自分たちの基盤が崩壊したことはさすがに理解できたようだった。

「な、何とかなりませんか、陛下」

　妃の嘆願に皇帝は渋い顔を隠せない。

（さすがにこれは……）

　臆病者とミーナに言われる彼は、別に公爵を処刑したいわけでも公爵家をつぶしたいわけでもなかった。

　今日もまた諮し問もん会議が開かれて、誰が主犯かを争う。

　皇宮の一室で皇帝を裁判長とし、補佐としてブッケン侯爵がおり、傍聴人として帝都に住む貴族たちが召集されている。

　傍聴人たちは発言権こそないが、彼らの反応は決定に影響を与える。

「ノルト公がすべての原因です」

「そうです」

「何を言うか！」

　カロリング、クラリー、ヘッセンはノルト公が元凶と申し立て、自分たちの罪の矮わい小しよう化を図ろうとし、ユーリヒ侯が激怒するという展開がくり返されていた。

「ギュスター侯に聞けばよかったのでは？」

　傍聴人の貴族の一人がうんざりして言う。

「馬鹿な。さっさと国外追放して正解だったはずだ」

　もう一人がそう答えた。

　本来ならば密入国者は処刑だが、大国の大物貴族相手ではさすがにできない。

　追放して本国に厳重な抗議をするので精いっぱいだった。

「で、誰が主犯なのだ？」

「カロリングなら公爵閣下を差し置いて勝手なことをしそうだが、証拠がないからな」

　という意見はみんなの本音を代弁するものだった。

　本気でカロリング侯爵の言い分を信じる者はいないが、証拠もなしに否定するわけにはいかないのである。

　彼らに加担していたデニスはすでに処刑されたが、平民と貴族は同じではないのだから。

「今日は証人を連れてきた」

　皇帝がそう言い、手を叩たたくと諮問会議室のドアが開き、バルとミーナが入ってきた。

「八神輝レーヴアテインの二人が？」

「たしか現場には居合わせなかったはずだが」

　傍聴人たちがざわめく。

「カロリング侯爵たちはユーリヒ侯爵とノルト公爵の知らないところで、好き勝手やっていたと証言できます。彼らが言っていましたから」

　バルが主張すると、カロリングがわめいた。

「デタラメだ！」

　予期していたバルは懐から黒い四角の魔術具を取り出す。

「これは会話を録音できる魔術具で【録音盤】と言います。お聞きください」

　バルがプレートをこすると、カロリングたちの声が再生される。

　カロリングたちの声を聞き、傍聴人たちがけわしい顔になった。

「これが事実なら、ノルト公爵たちは無罪も同然では？」

「待たれよ！　これは罠わなだ！　ヴィルヘミーナなら、これくらい偽造できるはずだ！」

　カロリングは往生際が悪く反論する。

　しかし、ミーナの傑けつ出しゆつしすぎた実力ならばできるかもしれない、と思う者はいた。

「そうか。ミーナ」

　バルが名前を呼ぶとミーナは魔術を使った。

「【闇の手】」

　六級に位置する闇の魔術で、対象の視力を奪う効果しかない。

「み、見えない？」

　視覚を奪われた傍聴人たちの騒ぎをよそに、バルはカロリングたちの前に立って仮面をとって素顔を見せた。

「あっ！」

「お、お前は！」

　仰天したのはカロリングたちである。

　彼らがすべてをしゃべった七級冒険者の顔があったのだから。

「私はすべてを聞いていた。お前たちが話すことをな」

　カロリングたちは真っ青になりがっくりと肩を落とす。

　バルが仮面をしたところでミーナが魔術を解除する。

「うむ。バルトロメウスがすべての悪事を見ていたというわけだな」

　皇帝がそう言った。

　事態の急変化に傍聴人たちはざわめく。

「まさかバルトロメウスが顔を隠しているのは？」

　貴族たちはいろいろとたくましい想像をする。

「結論は出たな。カロリング、クラリー、ヘッセンは外国貴族を密入国させた罪で当主から追放、永久謹慎、さらに一等ずつ降爵を申し付ける」

　皇帝の決定に一同は頭を下げ、カロリングたちは何も言わなかった。

「ノルト公爵とユーリヒ侯爵は直接かかわっていなかったが、それでも派閥関係者を管理できていなかった責を問わないわけにはいかん。当主交代と罰金、一年の謹慎を申し付ける」

　罰自体は決して重くないが、貴族社会で当主交代と謹慎の処分を受けるのは、致命的な打撃である。

　リュディガー皇子をかついでいた派閥は大きく力を落とすだろう。

　もはやアドリアン皇子に対抗はできない。

（まあ落としどころとしては上出来か。リュディガー皇子に厳しい処分を下せる陛下ではないしな）

　バルはひとまず満足する。







エピローグ




　バルとミーナはベアーテに呼ばれ、彼女のお茶につき合っていた。

「ヴィルヘミーナの転移魔術で移動していて疲れていないでしょうけど、礼儀的にはお疲れ様、二人とも」

「言ってしまったら礼儀的にまずいですよ、殿下」

　非常識なベアーテのあいさつに、バルは苦笑とともに指摘を返す。

「バルトロメウスとヴィルヘミーナは気にしないでしょ？」

「まあそうですね」

　バルはうなずいた。

　ミーナの冷たい皮肉が飛び出さない時点で、彼女はベアーテのことをけっこう評価していると分かる。

「ところで今日はどんなご用でしょう？」

　バルがたずねたのは、皇帝や宰相に呼ばれることは想定していたが、ベアーテに呼ばれることは想定していなかったからだ。

「陛下の無む茶ちやぶりに応えた忠臣をねぎらうのは、美しい皇女のほうが好都合だろうっていう、スケベ大臣たちが自分を基準にしてバルトロメウスはどう思うかをまったく考慮しなかった、的外れのご褒美よ」

　ベアーテは平気な顔をしておそろしいことを言い放ち、離れた場所で待機している侍女たちの顔色を悪くする。

「どうせならベアーテ殿下の方が面倒はなくていいという意味では、気が利いていると言えます」

　バルは正直に言った。

　皇帝相手であればどうしても仰ぎよう々ぎようしくなるが、自由奔放なベアーテであれば肩ひじを張らずにすむ。

「そう、光栄ね」

　ベアーテはニコリと笑う。

「今回の件でノルト公は引退し、派閥は大揺れ状態でリュディガー兄上をかつぐ力はなくなったわね。兄上本人は騒いでいるから、そのうちどこかに飛ばされるわね。拒否する力なんてもうないし」

「無事におさまりそうで何よりです」

　バルが言うと、ベアーテはうなずいた。

「ええ。あなたのおかげよ」

「務めですから」

　バルはすました顔で応じる。

「ところでこれからはどうするの？　少しくらいなら休暇をとってもらってもいいと、陛下はおっしゃっていたけど」

　ベアーテの興味ありそうな問いに彼は笑顔で言う。

「どこかに観光にでも行こうかと」

「いいわね。私じゃ行けない場所に行ったら、おみやげ話よろしくね」

「かしこまりました」

　バルは一礼する。

「ヴィルヘミーナはバルトロメウスについていくの？」

「もちろん」

　ミーナは真顔で即答した。

　ベアーテはやはりと笑いうなずき、彼らの上を白い雲がゆっくりと流れていた。







あとがき




　１巻に続いてお買い上げくださった皆様、お久しぶりです。

　１巻と２巻をまとめてお買い上げくださった皆様、初めまして。相あい野の仁じんと申します。

　皆様のおかげで無事に２巻が出せました。さらにコミカライズ企画も進行中です。ありがとうございます。




　最近はすっかり寒くなってきました。

　秋ってあったっけ？　と首をかしげたくなるような出来事でした。

　できるだけ毎日ウォーキングをやるようになってそろそろ二年近くになります。最初はわりと億おつ劫くうだったのですが、最近は自然と気が向いている自分がいます。人間って慣れるものですね。慣れさえすれば体がぽっかぽっかしてくるのも悪くないものです。

　夏は日差しと気温がつらいので、少しでもマシになる時間帯を狙うのですが。冬は寒さがつらいので夏ほどでないにせよあまり気乗りしないのですが、運動しないと怖いですし……。

　いつもは似たようなコースに行くのですが、たまには気分を変えて別のコースを歩くのも楽しいですね。方向音痴ですので、あまり知らない道に行くと迷ってしまうのが怖く、ほどほどにしなきゃいけませんが。

　方向音痴の私にとってはスマホのマップ機能は心強い味方です。

　実は私ガラケー勢だったのですが、知人に「スマホの便利さに慣れてしまうとガラケーには戻れなくなるよ」と言われていました。

　当時は本気にしてなかったのですが、スマホにしてから真実だと気づきました。マップ機能本当にありがたいです。




　最後になりましたが、担当編集のＫ様ありがとうございます。

　イラストレーターの桑くわ島しま黎音れいん様ありがとうございます。

　校正のＭ様、デザイナー様、スニーカー文庫編集部の皆様ありがとうございます。

　皆様のご協力なしに本は刊行できません。

　作家になってみて、一冊の本を出すのにどれほどの人が関わっているのか分かるようになりました。

　それではまた次巻でお会いできれば。


二〇一八年十一月　相野仁　
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